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はしがき 

 
2009 年９月に消費者庁が発足し，神戸市役所は，消費者問題の専門家を育成するために「神戸コンシュー

マー・スクール」（土曜日開講）を 2009 年 9月に開設した。現在はその第４期が進行中である。筆者もその講

師の一人として経済・消費データの解析を初年度より担当している。 

本稿は，近著『PIO-NETデータにみる高齢者消費生活相談のグラフィックス実践』，神戸市市民参画推進
局市民生活部消費生活課,2012年）の追補であり，Microsoft社の Excel1 および筆者開発の XCAMPUS (探索
的経済経営データ処理システム eXploratory Computer Aided Macro-economic and micro-economic data 
Processing Universal System）によるグラフ作成の操作資料である。この拙著［2012］以降に，神戸コンシ
ューマー・スクール第３期生による報告書（神戸市市民参画推進局消費生活課［2012］）や，渡邊［2012］の
報告があるので参照されたい。 
拙著［2012］と同様に，国民生活センターが運営している「全国消費生活情報ネットワーク・システム

PIO-NET (Practical Living Information Online Network System) 」の「消費生活相談データベース」を活
用すると同時に，2010年の国勢調査結果から地域別の高齢化率についても調べる2。追補なので，章番号は第

14章，§番号は§54から開始している。 
 
第 14章の§54～§56では総務省の人口のデータに基づく老年人口比に関して，スカイライン図3の並びを

比率の昇順に並び替えたグラフ（昇順スカイライン図と呼ぶことにする）や，比率の元になる分母と分子につ

いても比率の昇順に累積させていく累積散布図，累積の最大値を１に基準化した累積相対散布図【ローレンツ

曲線4】を描くための XCAMPUSプログラムを提示している。特定の変量の順位で並び替えるスカイライン図
については既に拙稿［2005］で分析している。ここでは，比率の昇順スカイライン図だけではなく，累積散
布図や累積相対散布図も描く。その作画の流れを，比率の差異が或る程度の場合，極めて小さい場合，極めて

大きい場合に分けて，図式化して次々ページに掲載している。しかも，それらの同種の 2つの図の合成や３つ
の図の合成も行う。 
第 15章の§57では，拙著［2012］第２章§12の電話勧誘販売の商品・サービス別の消費生活相談高齢者
比率の２時点の分析事例に，合成の昇順スカイライン図，昇順相対スカイライン図，累積散布図，累積相対散

布図を適用している。§58では，拙著［2012］第２章§15の電話勧誘販売の分析事例に若干の変更を加えて，
三色三角バブルグラフ5に合計の散布点を含める【合計込三色三角バブルグラフ】を提案している。個別の散

布点が三角形内に分布している状況からら全体を判断するだけではなく，合計そのものを三角形内にバブルも

含めて描くことで一瞬にして全体状況が把握できることになろう。三色三角バブルグラフに関する模式図を次

ページに掲載しているので参考にされたい。 
第 16章の§59では，拙著［2012］第 10章§44で分析した PIO-NETデータの 70歳以上の商品サービス(小
分類)の地域別人口調整相談件数に関する，３項目（商品サービス），具体的には健康食品，株，ふとん類の地

域別人口調整相談件数の昇順スカイライン図・昇順累積散布図・昇順累積相対散布図【ローレンツ曲線】を描

く。§60では，４項目（商品サービス），具体的には健康食品，株，公社債，放送サービスの地域別人口調整
相談件数に関して同様のグラフを描く。 
以上までは，高齢者に焦点を当てて分析してきた。第 17 章と第 18 章では PIO-NET データの「マルチ取
引」を扱う。マルチ取引は学生などの若年層に比較的多く，消費者庁からも注意喚起がなされているからであ

る6。第 17章§61では，マルチ取引における消費生活相談の上位 30の商品サービス（中分類）別の 30歳未

                                                   
1 本稿に記載の社名および商品名は，各社の商標または登録商標である。 
2 国民生活センターの「消費生活相談データベース(PIO-NET)」 http://datafile.kokusen.go.jp/index.html ，および
総務省統計局「社会生活統計指標 -都道府県の指標-2012」や総務省「2010年国勢調査の人口等基本集計結果＜平成23年10月26

日公表＞」に，本稿のデータや説明画面は依拠している。ここに明記して，図表毎のデータの出所明示は省略している。 
3 スカイライン図は，ノーベル経済学賞を受賞したLeontief［1966］が公表したもので，輸出入を含む産業別の取引状況を一

目で分かるようにするものである。それを筆者は産業連関分析だけではなく，財務分析，地域分析，栄養素分析，災害分析など

種々の題材に適用している。 
4 Lorenz［1905］によって公表されたもので，所得分布の不平等性を視覚で表現するものである。ローレンツ曲線の形成過程

については木村［2004］を，ローレンツ曲線の適用や解説については例えば浜松［2001］，中村［2005］など参照。 
5 色三角形（color diagram）については，18世紀中ごろのT. Mayerの色三角形にまで遡ることができる。その色三角形は， 

Wikipedia （http://en.wikipedia.org/wiki/File:Lichtenberg_color_triangle_Tobias_Mayer_1775.jpg ）やHoward［1996］

のFigure 1，北畠［2006］のp.80で確認できる。 

 三角グラフについては，Howard［1996］が歴史的に考察しているように，19世紀末には使用され，その後は種々の科学分野で

使用されてきた。 

 したがって三色三角バブルグラフは，これらの色三角形と三角グラフ，それにバブルグラフを組み合わせたものである。 
6 消費者庁は20012年4月17日付で「いわゆるマルチ取引の被害に遭わないための５つのポイント ～いわゆるマルチ取引に関連
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満比率の昇順スカイライン図，累積散布図，累積相対散布図を求める。§62では，§61のマルチ取引の件数
上位 30 の商品・サービス（中分類）別の年齢別相談件数を用いて，§58と同様の年齢３区分構成比の合計込
三色三角バブルグラフを描く。合計の緑系の大きな二重バブル（内側のバブルサイズは 40 歳未満の件数）が，

マルチ取引のトラブルに年齢の若い層が巻き込まれている実態を浮き彫りにする。 

第 18章では，マルチ取引の地域別データを分析する。PIO-NET データだけではなく，2010 年国勢調査の地
域別人口も併せて利用し，マルチ取引の相談件数上位 30 の商品・サービス（中分類）について各地域の人口

調整（10万人当たり）相談件数を求める。§63では，その商品サービス別・地域別人口調整相談件数の３-D
棒グラフを作画する。§64ではマルチ取引の上位 30 商品・サービスの人口調整相談件数合計の地図状グラフ
を描く。§65ではマルチ取引の上位 30商品サービス別・地域別の人口調整相談件数のデータのうち，３地域
の人口調整相談件数の対全国比の合成スカイライン図と合成バブル扇形散布図を描く。§66 では，マルチ取
引の上位 30 商品サービス(中分類)のうち，３項目（商品サービス），具体的には健康食品，化粧品，内職・副

業の地域別人口調整相談件数の昇順スカイライン図・昇順累積散布図・昇順累積相対散布図【ローレンツ曲線】

を描く。 

 
拙著［2012］や本稿で多用しているスカイライン図，三色三角バブルグラフ，累積相対散布図（ローレン

ツ曲線）は，筆者の単なる思いつきではなく，元々は古くから用いられてきた伝統あるグラフ群がベースにな

っている。しかし，一般に馴染みがないのも事実である。そこで，理解しやすいように，スカイライン図・三

色三角バブルグラフ・マルチ取引ピラミッド・ローレンツ曲線等の立体模型を付録として掲載している。折り

紙のように立体に組み立てる作業過程が，啓発講座の受講生の興味を引き，また自宅へ持ち帰って目に付くと

ころに置いておくことで注意喚起になるかもしれない。 
 
拙著［2012］の§53に誤りがあるので，訂正されたい7。拙著［2012］と同様，本稿の全プログラムは Excel
シートも含めて，筆者の講義やゼミの受講生には xcampusも含めて公開し，学内外から実行可能である。本
稿の公開によって，消費生活相談のみならず，経済・経営・地域等の種々の分析にも本稿のグラフィックス手

法が援用され，視覚的思考への関心と理解が少しでも高まれば幸いである8。 
 
 

色三角形・三角グラフ・バブルグラフ・三色三角バブルグラフの作画の流れ 
 

色三角形 + 三角グラフ + バブル ⇒ 三色三角バブルグラフ

RED RED

BLUE GREEN BLUE GREEN  

                                                                                                                                                                                   
する相談から～」http://www.caa.go.jp/adjustments/pdf/120417adjustments_1.pdf を公表している。 
7 拙著［2012］の§53のP195において 

（誤） 人口調整（10万当たり） →  （正） 人口調整（100万当たり） 

（誤）  「=C22/C$36*100000」   →  （正） 「=C22/C$36*1000000」 
8 2011年度においては，神戸コンシューマー・スクールの受講生の熱心な取り組みと神戸市市民参画推進局消費生活課の方々

の全面的な支援を得て拙著［2012］に結びついた。2012年度では，大学院の授業で実際にプログラムを院生に提示しながら本稿

を執筆しつつ，６月には神戸コンシューマー・スクールでの講義，７月には雲雀丘学園高校での模擬授業で立体模型作りを実践

してみた。これらの多くの方々に感謝申し上げたい。 
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スカイライン図・昇順スカイライン図・累積散布図・累積相対散布図【ローレンツ曲線】の作画の流れ 

 
① 比率の差異が或る程度の場合 
比率 ｈ１ 比率の昇順に並び替え ｈ１ 累積分子 累積相対分子

ｈ３ ｈ３
1

ｈ２ ｈ２ ｙ１ ｙ１

ｙ３ ｙ３

⇒ ⇒ ⇒
ｙ２ ｙ２

0

ｘ１ ｘ２ ｘ３ ｘ２ ｘ３ ｘ１ ｘ２ ｘ３ ｘ１ ｘ２ ｘ３ ｘ１
累積分母 累積分母 累積分母 累積相対分母

0 1  
 
② 比率の差異が極めて小さい場合 
比率 比率の昇順に並び替え

ｈ１ 累積相対分子

ｈ１ ｈ２ ｈ３ ｈ２ ｈ３ 累積分子 1 ｙ１

ｙ１
ｙ３ ｙ３

⇒ ⇒ ⇒
ｙ２ ｙ２

0

ｘ１ ｘ２ ｘ３ ｘ２ ｘ３ ｘ１ ｘ２ ｘ３ ｘ１ ｘ２ ｘ３ ｘ１
累積分母 累積分母 累積分母 累積相対分母

0 1  
 
③ 比率の差異が極めて大きい場合 
比率 比率の昇順に並び替え

ｈ１ 累積相対分子

ｈ１ ｈ２ ｈ３ ｈ２ ｈ３ 累積分子 1

ｙ１

⇒ ⇒ ｙ１ ⇒
ｙ３

y2 ｙ３

0 y2

ｘ１ ｘ２ ｘ３ ｘ２ ｘ３ ｘ１ ｘ２ ｘ３ ｘ１ ｘ２ ｘ３ ｘ１
累積分母 累積分母 累積分母 累積相対分母

0 1  
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第 14章 高齢化の追補 
 

§54．都道府県別 2010年老年人口比の昇順スカイライン図・累積散布図・累積相対散布図 
 

都道府県別 2010 年老年人口比の昇順スカイライン図・昇順累積散布図・昇順累積相対散布図【ローレンツ

曲線】を描く。 

総務省統計局「社会生活統計指標 -都道府県の指標-2012」http://www.stat.go.jp/data/ssds/5.htm の中

の「I 基礎データ」をクリックで「A 人口・世帯」の Excel ファイルをダウンロードする。 

① Excel シートの「都道府県名」列 B，「年少人口（15 歳未満人口）」列 AG，「生産年齢人口（15～64 歳人

口）」列 AU，「老年人口(65 歳以上人口)」列 BDを Ctrl キーを押しながらクリックして選択し，［コピー］

し，新しいワークシートの B1セルに［貼り付ける］。 

② 都道府県の区切りの空白行を選択し［削除］する。 

 
② 都道府県を識別する文字「a,b,c,d,…,z,A,B,C,D,…,Z,0,1,2,…」を，A16 セルから A62 セルに記述する。

また行 13の該当セルに「年少人口（15歳未満人口）」，「生産年齢人口（15～64 歳人口）」，「老年人口(65

歳以上人口)」，「人口総数（年齢不詳を除く）2010 年」，「老年人口比」を記載する。 

③ 「人口総数（年齢不詳を除く）」と「老年人口比」を計測する。F14 のセルに「=C14+D14+E14」，F16 のセ

ルに「=C16+D16+E16」を入力する。G14 のセルに「=E14/F14*100」，G16 のセルに「=E16/F16*100」を入力す

る。セル F16 と G16 を選択し，セルの右下角にマウスポインタを合わせ，セル G62 までドラッグして，全都道

府県の人口総数（年齢不詳を除く）と老年人口比を計測する9。 

④ Excel グラフを描くには支障はないが，XCAMPUS のプログラムを使用する上で，桁区切り「,」を取る必要

がある。列 Cから列 Fまでを選択し，右クリックの［セルの書式設定］において，［表示形式］タブで［数値］

を選び，「桁区切り（,）を使用する」のチェックを外す。 

 
 

 

 

⑤ 老年人口比の小数点以下の桁数を揃えるには，列 Gを選択し，右クリックの［セルの書式設定］において，

［表示形式］タブで［数値］を選び，「小数点以下の桁数」を例えば［2］にする。 

⑥ 全国の行 14とその下の空白行 15 を選択して右クリックで［非表示］とする。B13 セルから B62 までをド

ラッグで選択し，引き続き Ctrl キーを押しながらセル範囲 E13：G62 をドラッグで選択して，F11 キーを押す。

棒グラフが別シートに表示される。 

                                                   
9 本稿での人口総数には年齢不詳（全国では976,423人）を除いているので，その分だけ人口総数が少ないことに注意されたい。 

行の削除 
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⑦ 「老年人口比」を別のスケール（目盛）で表示するために，ゼロ軸上に張り付いている老年人口比の棒グ

ラフ部分を右クリックして［データ系列の書式設定］を選択する。［系列のオプション］で［第２軸］を選択

すると，「老年人口比」の棒グラフが別スケールで表示される。 

 
 

次に「老年人口比」の棒グラフをマウス右クリックで［系列グラフの種類変更］を選ぶ。［折れ線グラフ］

を選択する。 

 
 

さらに，横軸を右クリックして［軸の書式設定］を選択。［軸のオプション］で［間隔の単位 １］に設定

し，［配置］で［文字列の方向］を［縦書き］にする。 

行 14・行 15の［非表示］ 
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⑧ ［グラフツール レイアウトタブ］で［グラフタ 

イトル］を追加し，凡例を移動させ，グラフを横方 

向に拡大して完成させる。 

 
⑨ 完成させた ExcelのグラフをWordや PowerPoint に貼り付けるには， 
 ［ホーム］タブ⇒［コピー▼］⇒［図としてコピー］⇒［図のコピーダイアログで OK］ 

 
⑩ Word 上で［ホーム］タブ⇒［貼り付け］で，次のような２軸の老年人口比の折れ線と人口総数・老年人口

の棒グラフのグラフが得られる。 
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老年人口比

 
⑪ 都道府県の「老年人口」「人口総数」の数値部分，つまりセル範囲 E16：F62 を選択し，［コピー］する。 

  
⑫ xcampus の Web ページ skyline-ascending-age-65over-population-prefecture-2010.htm のフォームに
［貼り付け］る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

===========  skyline-ascending-age-65over-population-prefecture-2010  ========= 

====== 都道府県別 2010 年老年人口比率の 

======   昇順スカイライン図・昇順累積散布図・昇順累積相対散布図【ローレンツ曲線】 

=============================================================================== 

$$u     // ユーザデータ・セクション 

$c            // クロスセクションデータ属性コマンド 

0001.00,0047.00,xxx       // ケース始点,終点番号 ,★第１系列名 分子 老年人口（65 歳以上人口） 

               ,ddd       // 空白で同一ケース範囲,★第２系列名 分母 人口総数（年齢不詳除く） 

$d            // データ入力指示コマンド 

ctype               // ケース毎に読むタイプ 

------- ★ユーザ文字・数値データをこの行直後にペーストする ★↓↓★ 

1358068  5497549  

352768  1368197  

360498  1325082  

520794  2330633  

320450  1084144  

321722  1165591 

途中省略  

463266  1806312  

316750  1189703  

291301  1130743  

449692  1699221  

240507  1384780  

$l           // 入力変量のリスト出力コマンド 

この数値部分を反転させて 
⑪でのコピー部分を［貼り付け］ 

ケースの数 
ここでは 47 の都道府県
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====================== 

$$v     // 変量分析セクション 

$a        // 変量記号の割り当て 

d,ddd          // d 分母 

x,xxx          // x 分子 

---------------- 

$d        // 表示範囲 

all           // 全範囲 

---------------- 

$t         // 変数変換 

$$v     // 変量分析セクション 

$a        // 変量記号の割り当て 

d,ddd          // d 分母 

x,xxx          // x 分子 

---------------- 

$d        // 表示範囲 

all           // 全範囲 

---------------- 

$t         // 変数変換 

U=(100)     // ★比率の表示単位 百分率 100 10 万人当たり 100000 

q=(x/d)*U     // 比率 q 

t=t..(x)        // 順序数（第 1ケース 1，第 2ケース 2，第 3ケース 3，…） 

j=r.l(q)blank   // ★選択変量（ここでは q）での順位（昇順）j  blank で 欠落値も最後の順位をつける 

m=:ci(d)        // 個体識別文字列 m作成 

 =pr*(t,d,x,q,j,m)    // 数値プリント 

............................... 

e=pmt(d,j)     // 順位 jで並び替え後の 分母 e 

y=pmt(x,j)     // 順位 jで並び替え後の 分子 y 

r=pmt(q,j)     // 順位 jで並び替え後の 比率 r 

n=pmt(m,j)     // 順位 jで並び替え後の 個体識別文字 n 

n,nam,:ci,n=pmt(m,j)  // 並び替え後の個体識別変量 nを文字列を示す変量名（先頭「:ci,」）に変更 

 =pr*(e,y,r,n)    // 数値プリント 

................................ 

f=cum(e)   // 累積分母 f            f<i>=e<1>+e<2>+...+e<i-1>+e<i> 

g=(f-e)    // １つ前までの累積分母 g<i>=e<1>+e<2>+...+e<i-1>     =f<i>-e<i> 

z=cum(y)   // 累積分子 z            z<i>=y<1>+y<2>+...+y<i-1>+y<i> 

v=(z-y)    // １つ前までの累積分子 v<i>=y<1>+y<2>+...+y<i-1>     =z<i>-y<i> 

a=@.s(d)      // 分母合計 a（スカラー） 

u=@.s(x)      // 分子合計 u（スカラー） 

s=(u/a)       // 全体比率 s（スカラー） 

.......................... 

h=(f/a)     // 累積相対分母 h 

w=(z/u)     // 累積相対分子 w 

 =pr*(f,z,h,w,n)    // 数値プリント 

.......................... ジニ係数の計測 

k=(h-h1)*(w+w1)*0.5  // 第 2～終点ケースのローレンツ曲線と水平軸の間の各台形面積 

i=@."(h)1.     // 累積相対分母 hの第１ケースの値（スカラー） 

l=@."(w)1.     // 累積相対分子 wの第１ケースの値（スカラー） 

k=@.s(k)  // 第 2～終点ケースのローレンツ曲線と水平軸の間の各台形面積の合計（スカラー） 

k=(0.5-k-i*l*0.5)*2  // 45 度線下の三角形面積 0.5 とローレンツ曲線と水平軸の間の面積の差を２倍 【ジニ係数】 

k,nam,ジニ係数  // 変量 kに変量名を付与 

 =pr*(a,u,s,k)    // 数値プリント 

.................... 

>=(0,s*U)    // 全体比率 s（スカラー）（表示単位 U）の横線 y=0*x+s*U  の右辺係数 [0,s*U] の関数「>」 

^=(s,0)        // 累積散布図の比率の斜線 y=s*x+0  の右辺係数 [s,0] の関数「^」 

:=(1,0)        // 累積相対散布図【ローレンツ曲線】の 45 度の斜線 y=1*x+0  の右辺係数 [1,0] の関数「:」 

.................... 

o=(0*x)      // すべてゼロの数値の変量 oを作成（図の原点に利用） 

=============== 

$$g           // グラフセクション 

$g               // スケールの目盛り指示コマンド（標準 10 ポイント） 

r,001                 // 変量 rの目盛りを細かく 1ポイントごとに 

z,001 

w,001 

$z          // ゼロ軸表示 なおゼロ軸表示を抑止するには，この行および次行の先頭に「//」を挿入 

rzw                   // 変量 r z w のゼロ軸表示 

------------------------------------------------- 

$3            // ３次元図 昇順スカイライン図 

r,f, ,n,>,*        // 縦軸 r,横軸 f,奥行軸なし,個体識別 n,関数>,合成用保存* 

r,g, ,n,*          // 縦軸 r,横軸 g,奥行軸なし,個体識別 n,合成用保存* 

           // 合成 昇順スカイライン図（リンク縦面描画，３次元図圧縮） 

........ 

順位づけの基準変量は変更可 

比率の表示単位は変更可 
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⑬ 送信結果に対して［編集］⇒［すべて選択］して反転させ ［編集］⇒［コピー］ 
⑭ xcampus ビューア の ［Web 結果の貼り付け］ ボタンを クリック 
⑮ xcampusビューア上のメニューまたはポップアップ・メニューで 
［表示］⇒［次のグラフ］の操作を２回繰り返す 
［修飾］⇒［散布点の表現］⇒［点識別］ 
［修飾］⇒［３次元散布点リンク］⇒［縦面描画］ 
［奥行軸］⇒［圧縮］⇒［０％］ 

を選択すると，所定のスカイライン図が描出される。 
 スカイライン図の塗りつぶし色を変更するには 
［修飾］⇒［線・面の色］⇒［３次元リンク面塗りつぶしの色］で任意の色を指定することができる。 
またスカイライン図を左右に伸張したり圧縮するには，次の操作を何度か行う。 
［横・縦軸］⇒［横軸伸張］⇒［110％］/［101％］ 
      ⇒［横軸圧縮］⇒［90％］/［99％］ 

 スカイライン図を縦方向に伸張圧縮するには，次の操作を何度か行う。 
［横・縦軸］⇒［３次元図縦軸伸張］⇒［110％］/［101％］ 
       ⇒［３次元図縦軸圧縮］⇒［90％］/［99％］ 

 
⑯ この xcampus ビューア上のスカイライン図を［コピー］し， Excel の新シート（名称：昇順スカイ）に［貼

り付け］る。次に，集計シートの印字と都道府県名の A16 セルから B62 セルの範囲をドラッグで選択，［コピ

ー▼］⇒［図としてコピー］⇒［図のコピーダイアログで OK］し10，先程のシート（昇順スカイ）のスカイ

ライン図上に［貼り付け］る。 

                                                   
10 これは，Excelのセル範囲の一部を図として利用する場合のExcel 2010での操作である。 
Excel 2007では，［貼り付け▼］⇒［図］⇒［図としてコピー］⇒［図のコピーダイアログで OK］する。 
Excel 2003では，単純に［コピー］し，Excelの貼り付け先の対象となる図をクリックして選択した後で，［貼り付け］ボタン
を押すと，セル範囲が図に変更されて貼り付く。 

$3            // ３次元図 昇順累積散布図 

v,g, ,n,^,*        // 縦軸 v,横軸 g,奥行軸なし,個体識別 n,関数^,合成用保存* 

z,f, ,n,*          // 縦軸 z,横軸 f,奥行軸なし,個体識別 n,合成用保存* 

           // 合成 昇順累積散布図（リンク縦面描画，３次元図圧縮） 

........ 

$3            // ３次元図 昇順累積相対散布図【ローレンツ曲線】（バブルサイズは分子に比例） 

w,h, ,n=y,:,*      // 縦軸 w,横軸 h,奥行軸なし,個体識別 n=バブル y,関数:,合成用保存*  

o,o, ,n,*          // 縦軸 o,横軸 o,奥行軸なし,個体識別 n,合成用保存*【原点】 

           // 合成（散布点と原点のリンク直線描画，３次元図圧縮を利用） 

======================= 

$$           // 終了セクション 
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Excel から転記した印字・

商品サービス対応図は，背景

が透明になっている。 

対応図を［右クリック］あ

るいは 

［図ツール 書式タブ］⇒［図

のスタイル 右下↘］で 

 

［図の書式設定］ 

⇒［塗りつぶし］ 

⇒［塗りつぶし（単色）］ 

⇒［色▼］⇒［色］ 

を指示することで，背景に色

がつき，見やすくなる。なお，

この操作は必須ではなく，必

要に応じて行う。 

  
 

 
 
 
⑰ 図のタイトルを 1 行目に記載したり，スカイライン図の棒グラフの高さや面積の説明を 2 行目に，幅の説

明を図の直後の行に記載する。さらには，［挿入］タブ⇒［吹き出し］や [挿入]タブ⇒［テキストボックス］

⇒［縦書きテキスト ボックス］による説明を付加している。 

 最後に，［表示］タブ⇒［☑枠線］ のチェックを外して，各セルを区別している枠線を消す11。 

 
 

                                                   
11 枠線消去の操作は，Excel2010 とExcel2007では同じである。 
Excel2003では，［ツール］⇒［オプション］⇒［表示タブ］⇒［ウィンドウオプション］⇒［☑枠線］のチェックを外す。 

［☑枠線］のチェックを外す 
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⑱ シート（昇順スカイ）のスカイライン図に付随して挿入した印字・都道府県対応表やテキストすべて含め

て 1枚の図としてコピーする。そのシートの A1セルをクリックし，Shift キーを押しながら，すべての図表

やテキストが含まれるような右下のセルをクリックして，1枚の図にすべき範囲を選択する。 

 ［ホーム］タブ⇒［コピー▼］⇒［図としてコピー］⇒［図のコピーダイアログで OK］12 

 
⑲ Word 上で［ホーム］タブ⇒［貼り付け］で，次のように修飾された 2010 年都道府県別の老年人口比昇順

スカイライン図の完成図が得られる。兵庫県の老年人口比が全国のそれにほぼ一致することに注目されたい。

子午線の通る兵庫県は，高齢化においても日本の平均に位置する。 
都道府県別2010年老年人口比（65歳以上人口比）昇順のスカイライン図

縦軸：老年人口比（％） 棒グラフの面積：老年人口に比例

横軸：2010年累積人口（人）

a 北 海 道

b 青 森 県

c 岩 手 県

d 宮 城 県

e 秋 田 県

f 山 形 県

g 福 島 県

h 茨 城 県

i 栃 木 県

j 群 馬 県

k 埼 玉 県

l 千 葉 県

m 東 京 都

n 神奈川県

o 新 潟 県

p 富 山 県

q 石 川 県

r 福 井 県

s 山 梨 県

t 長 野 県

u 岐 阜 県

v 静 岡 県

w 愛 知 県

x 三 重 県

y 滋 賀 県

z 京 都 府

A 大 阪 府

B 兵 庫 県

C 奈 良 県

D 和歌山県

E 鳥 取 県

F 島 根 県

G 岡 山 県

H 広 島 県

I 山 口 県

J 徳 島 県

K 香 川 県

L 愛 媛 県

M 高 知 県

N 福 岡 県

O 佐 賀 県

P 長 崎 県

Q 熊 本 県

R 大 分 県

S 宮 崎 県

T 鹿児島県

U 沖 縄 県

東
京
都

神
奈
川
県

愛
知
県

埼
玉
県

千
葉
県

大
阪
府

福
岡
県

兵
庫
県

北
海
道

全国老年人口比

 
⑳ xcampus ビューアのメニューで［ウインドウ］⇒［view1.g］を選び，上記の昇順スカイライン図⑮と別

                                                   
12 Excel上に目的の図を貼り付けて，テキストや吹き出し，他の図形を追加して完成図を制作し，それをWordやPowePoint，
Web等に単純に［貼り付け］のみで済ます方法を提案している。なお⑱の操作はExcel2010 のものである。 
Excel2007では ［ホーム］タブ⇒［貼り付け▼］⇒［図］⇒［図としてコピー］⇒［図のコピーダイアログで OK］ 
Excel2003では，当該範囲を単純に［コピー］し，⑲のWord2003上での貼り付けにおいて， 
 ［編集］⇒［形式を選択して貼り付け］⇒［図(拡張メタファイル)］ とする。  
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のウインドウに累積散布図を描く。xcampusビューア上のメニューまたはポップアップ・メニューで 
［表示］⇒［次のグラフ］の操作を５回繰り返す 
［修飾］⇒［散布点の表現］⇒［点識別］ 
［修飾］⇒［３次元散布点リンク］⇒［縦面描画］ 
［奥行軸］⇒［圧縮］⇒［０％］ 

を選択すると，所定の累積散布図が描出される。 
 累積散布図の塗りつぶし色を変更するには 
［修飾］⇒［線・面の色］⇒［３次元リンク面塗りつぶしの色］で任意の色を指定することができる。 
また累積散布図を左右に伸張したり圧縮するには，次の操作を何度か行う。 
［横・縦軸］⇒［横軸伸張］⇒［110％］/［101％］ 
      ⇒［横軸圧縮］⇒［90％］/［99％］ 

 累積散布図を縦方向に伸張圧縮するには，次の操作を何度か行う。 
［横・縦軸］⇒［３次元図縦軸伸張］⇒［110％］/［101％］ 
       ⇒［３次元図縦軸圧縮］⇒［90％］/［99％］ 
○21  上記の⑯～⑲と同様の操作を行う。Excel の新シート（名称：累積散布）上に完成した累積散布図は，次

のようになる。原点と座標（全国人口総数，全国老年人口）を結ぶ斜線の傾きは，全国老年人口比に一致する。

すべての都道府県の老年人口比が均等な場合には，累積の散布点の軌跡はこの斜線上に重なることになる。都

道府県の老年人口比の地域差が大きくなれば，累積散布点の軌跡は下方に湾曲する。 
都道府県別2010年老年人口比（65歳以上人口比）昇順の累積散布図

縦軸：2010年累積老年人口（人）

横軸：2010年累積人口（人）

a 北 海 道

b 青 森 県

c 岩 手 県

d 宮 城 県

e 秋 田 県

f 山 形 県

g 福 島 県

h 茨 城 県

i 栃 木 県

j 群 馬 県

k 埼 玉 県

l 千 葉 県

m 東 京 都

n 神奈川県

o 新 潟 県

p 富 山 県

q 石 川 県

r 福 井 県

s 山 梨 県

t 長 野 県

u 岐 阜 県

v 静 岡 県

w 愛 知 県

x 三 重 県

y 滋 賀 県

z 京 都 府

A 大 阪 府

B 兵 庫 県

C 奈 良 県

D 和歌山県

E 鳥 取 県

F 島 根 県

G 岡 山 県

H 広 島 県

I 山 口 県

J 徳 島 県

K 香 川 県

L 愛 媛 県

M 高 知 県

N 福 岡 県

O 佐 賀 県

P 長 崎 県

Q 熊 本 県

R 大 分 県

S 宮 崎 県

T 鹿児島県

U 沖 縄 県

全国老年人口比の斜線

 
 
○22  xcampusビューアのメニューで［ウインドウ］⇒［新しいウインドウを開く］を選び，昇順スカイライン
図⑮や累積散布点○21とは別のウインドウに，累積相対散布図（ローレンツ曲線）を以下の操作で描く。メニュ

ーまたはポップアップ・メニューで 
［表示］⇒［次のグラフ］の操作を８回繰り返す 
［修飾］⇒［散布点の表現］⇒［点識別・軌跡］ 
［修飾］⇒［３次元散布点マーク］⇒［表示○□◇順］ 
［修飾］⇒［３次元散布点リンク］⇒［直線描画］ 
［奥行軸］⇒［圧縮］⇒［０％］ 

を選択すると，所定の累積相対散布図が描出される。 
 さらに散布点のバブルを配色するには 
［修飾］⇒［３次元散布点の塗りつぶし色］⇒［色直線 R（奥＋）G(奥－)B（max）］ 
 散布点の輪郭の大きさを変えるには 
［修飾］⇒［３次元散布点の輪郭サイズ］⇒［1.5倍の輪郭］/［2倍の輪郭］/［半分の輪郭］ 
散布点の重なりがある場合に，透過処理を行うには 

［修飾］⇒［３次元散布点の塗りつぶし色］⇒［塗りつぶし色の透過処理］⇒［透過させる］ 



14                                            神戸コンシューマー・スクール 2012での xcampus分析事例 

 縦軸の目盛の最大値が１に一致しない場合は，縦方向の伸張圧縮の操作を何度か行う。 
［横・縦軸］⇒［３次元図縦軸伸張］⇒［110％］/［101％］ 
       ⇒［３次元図縦軸圧縮］⇒［90％］/［99％］ 
 横軸の目盛の最大値が１に一致しない場合は，横方向の伸張圧縮の操作を何度か行う。 
［横・縦軸］⇒［横軸伸張］⇒［110％］/［101％］ 

       ⇒［横軸圧縮］⇒［90％］/［99％］ 
○23  上記の⑯～⑲と同様の操作を行う。Excel の新シート（名称：累積相対）上に完成した累積相対散布図は，

次のようになる。横軸の値および縦軸の値を各最大値で割って相対化（基準化）した累積相対散布図は，原点

と座標（1，1）を結ぶ斜線（縦軸と横軸の長さが等しい場合には 45°線）の下方に湾曲した線上に，各都道

府県の散布点が並ぶ。バブルのサイズ（老年人口に面積比例）の大きな都府県が左下方に位置する。 
都道府県別2010年老年人口比（65歳以上人口比）昇順の累積相対散布図（ローレンツ曲線）

縦軸：2010年累積相対老年人口 バブルの面積：老年人口に比例

横軸：2010年累積相対人口

a 北 海 道

b 青 森 県

c 岩 手 県

d 宮 城 県

e 秋 田 県

f 山 形 県

g 福 島 県

h 茨 城 県

i 栃 木 県

j 群 馬 県

k 埼 玉 県

l 千 葉 県

m 東 京 都

n 神奈川県

o 新 潟 県

p 富 山 県

q 石 川 県

r 福 井 県

s 山 梨 県

t 長 野 県

u 岐 阜 県

v 静 岡 県

w 愛 知 県

x 三 重 県

y 滋 賀 県

z 京 都 府

A 大 阪 府

B 兵 庫 県

C 奈 良 県

D 和歌山県

E 鳥 取 県

F 島 根 県

G 岡 山 県

H 広 島 県

I 山 口 県

J 徳 島 県

K 香 川 県

L 愛 媛 県

M 高 知 県

N 福 岡 県

O 佐 賀 県

P 長 崎 県

Q 熊 本 県

R 大 分 県

S 宮 崎 県

T 鹿児島県

U 沖 縄 県

 
○24  xcampusビューアの［ウインドウ］⇒［num.n］で，num数値ウインドウを最前面に出し，ジニ係数13を

を調べる。あるいは⑬のブラウザ上の送信結果のテキストに表示される同じ結果を調べる。 
都道府県の老年人口比にまったく差異がなければ（つまり，どの都道府県も同じ比率ならば），ジニ係数は

ゼロになり，極端な差異（１県のみに老年人口が集中し，残りの他の都道府県には老年人口が皆無）の場合は，

ジニ係数は１となる。 
 

 

 

 

 

○25  【参考】以上は，xcampus によるローレンツ曲線の作画とジニ係数の計測であったが，Excel で同様のことが可

能である。参考までに Excel によるローレンツ曲線を次ページに掲載しておく。なお，上記の Excel の別シート群

（集計 L1，集計 L2sort，集計 L3Lorenz，集計 L4Gini の各シート）で関連の計測と作画を行っている。 

 

 

 

                                                   
13 ジニ係数は，○23のような累積相対散布図上のローレンツ曲線と斜線（45°線）の間の弓状の面積と，斜線（45°線）の下の

三角形の面積との比である。ジニ係数については，ローレンツ曲線と対で取り上げられる。Basulto and Busto［2010］，木村

［2004］，浜松［2001］，中村［2005］など参照。 

   ======== print of < $s or $r or $t  in $$v >==== =pr*(a,u,s,k)                                                      

     sign a                u                s                k 

 variable a=@.s(d)         u=@.s(x)         s=(u/a)          ジニ係数       

    1.     127080944         29245688        0.2301343       0.06038830  
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§55．都道府県別と兵庫県内市区別の２地域の老年人口比の合成昇順スカイライン図・合成昇順

相対スカイライン図・合成累積散布図・合成累積相対散布図 
 

前§では都道府県別の 2010 年老年人口比の昇順スカイライン図・昇順累積散布図・昇順累積相対散布図【ロ

ーレンツ曲線】を描いた。本§では，兵庫県内市区別の同様のグラフを都道府県別のグラフに付加して２地域

の各種合成図を作画する。 

前§では総務省統計局『社会生活統計指標-都道府県の指標-2012」』中の「統計でみる都道府県のすがた

2012」http://www.stat.go.jp/data/ssds/5.htm の中の「I 基礎データ」をクリックで「A 人口・世帯」の Excel

ファイルをダウンロードしたが，本§ではそれに加えて，総務省「2010 年国勢調査の人口等基本集計結果＜

平成 23 年 10 月 26 日公表＞」http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/ の中の「都道府県・市区町村別統

計表（平成 22年，17 年，12 年）」をクリックで「平成 22 年 都道府県・市区町村別統計表（一覧表）」の Excel

ファイルをダウンロードする 

①～⑩ 前節の全国の都道府県別の§54の①～⑩と同様に，兵庫県内市区別の「年少人口（15 歳未満人口）」，
「生産年齢人口（15～64 歳人口）」，「老年人口(65 歳以上人口)」，「人口総数（年齢不詳除く）2010 年」，

「老年人口比」を計測し，グラフを描く。神戸市内においても兵庫区と長田区の老年人口比がかなり高いこと

が分る。 
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⑪ 前§54の⑪と同じく，都道府県別 Excel ファイルの集計シートの「老年人口」「人口総数」の数値部分を

選択し，［コピー］して⑫の該当個所に貼り付ける。次いで，兵庫県内市区別 Excel ファイルの集計シートの

「老年人口」「人口総数」の数値部分を選択し，［コピー］して⑫の該当個所に貼り付ける。 
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⑫ Webの skyline2-ascending-age-65over-population-prefecture-hyogocity.htm のフォームに最初は都道府
県別の§54⑪の［コピー］部分を［貼り付け］，次に⑪の兵庫県内市区別の［コピー］部分を［貼り付け］る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

======  skyline2-ascending-age-65over-population-prefecture-hyogocity  ========= 

====  2010 年の老年人口比率の都道府県別と兵庫県内市区の 

====   ２地域の合成昇順スカイライン図・合成昇順相対スカイライン図 

====           ・合成累積散布図・合成累積相対散布図【ローレンツ曲線】 

=============================================================================== 

$$u     // ユーザデータ・セクション 【第１データ群】 

----------------- 都道府県別分 ---------- 

$c            // クロスセクションデータ属性コマンド 

0001.00,0047.00,xxx       // ケース始点,終点番号 ,★第１系列名 分子 老年人口（65 歳以上人口） 

               ,ddd       // 空白で同一ケース範囲,★第２系列名 分母 人口総数（年齢不詳除く） 

$d            // データ入力指示コマンド 

ctype               // ケース毎に読むタイプ 

------- ★ユーザ文字・数値データをこの行直後にペーストする ★↓↓★ 

1358068  5497549  

352768  1368197  

360498  1325082  

途中省略  

291301  1130743  

449692  1699221  

240507  1384780  

$l           // 入力変量のリスト出力コマンド 

 ((B((                        // 繰り返しルーティン Bの始点 

================================================= 

$$v     // 変量分析セクション 

$a        // 変量記号の割り当て 

d,ddd          // d 分母 

x,xxx          // x 分子 

$d        // 表示範囲 

all           // 全範囲 

---------------- 

$t         // 変数変換 

U=(100)     // ★比率の表示単位 百分率 100 10 万人当たり 100000 

q=(x/d)*U     // 比率 q 

t=t..(x)        // 順序数（第 1ケース 1，第 2ケース 2，第 3ケース 3，…） 

j=r.l(q)blank   // ★選択変量（ここでは q）での順位（昇順）j  blank で 欠落値も最後の順位をつける 

m=:ci(d)        // 個体識別文字列 m作成 

 =pr*(d,x,q,j,m)    // 数値プリント 

............................... 

e=pmt(d,j)     // 順位 jで並び替え後の 分母 e 

y=pmt(x,j)     // 順位 jで並び替え後の 分子 y 

r=pmt(q,j)     // 順位 jで並び替え後の 比率 r 

n=pmt(m,j)     // 順位 jで並び替え後の 個体識別文字 n 

n,nam,:ci,n=pmt(n,j)  // 並び替え後の個体識別変量 nを文字列を示す変量名（先頭「:ci,」）に変更 

 =pr*(e,y,r,n)    // 数値プリント 

................................ 

f=cum(e)   // 累積分母 f            f<i>=e<1>+e<2>+...+e<i-1>+e<i> 

g=(f-e)    // １つ前までの累積分母 g<i>=e<1>+e<2>+...+e<i-1>     =f<i>-e<i> 

z=cum(y)   // 累積分子 z            z<i>=y<1>+y<2>+...+y<i-1>+y<i> 

v=(z-y)    // １つ前までの累積分子 v<i>=y<1>+y<2>+...+y<i-1>     =z<i>-y<i> 

a=@.s(d)      // 分母合計 a（スカラー） 

u=@.s(x)      // 分子合計 u（スカラー） 

s=(u/a)       // 全体比率 s（スカラー） 

h=(f/a)     // 累積相対分母 h 

w=(z/u)     // 累積相対分子 w 

 =pr*(f,z,h,w,n)    // 数値プリント 

.......................... ジニ係数の計測 

k=(h-h1)*(w+w1)*0.5  // 第 2～終点ケースのローレンツ曲線と水平軸の間の各台形面積 

i=@."(h)1.     // 累積相対分母 hの第１ケースの値（スカラー） 

l=@."(w)1.     // 累積相対分子 wの第１ケースの値（スカラー） 

k=@.s(k)  // 第 2～終点ケースのローレンツ曲線と水平軸の間の各台形面積の合計（スカラー） 

k=(0.5-k-i*l*0.5)*2  // 45 度線下の三角形面積 0.5 とローレンツ曲線と水平軸の間の面積の差を２倍 【ジニ係数】 

k,nam,ジニ係数  // 変量 kに変量名を付与 

 =pr*(a,u,s,k)    // 数値プリント 

.................... 

>=(0,s*U)    // 全体比率 s（スカラー）（表示単位 U）の横線 y=0*x+s*U  の右辺係数 [0,s*U] の関数「>」 

^=(s,0)        // 累積散布図の比率の斜線 y=s*x+0  の右辺係数 [s,0] の関数「^」 

:=(1,0)        // 累積相対散布図【ローレンツ曲線】の 45 度の斜線 y=1*x+0  の右辺係数 [1,0] の関数「:」 

=============== 

))B))                        // 繰り返しルーティン Bの終点 

この数値部分を反転させて 
§54 の⑪で都道府県別のコピー部分を
［貼り付け］ 

ケースの数 
ここでは 47の都道府県 

順位づけの基準変量は変更可 

比率の表示単位は変更可 
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====================================== 

$$v     // 変量分析セクション 

$t         // 変数変換 

A=(a)         // 合成グラフ作成用に，第１群の変量 の記号を変更 

R=(r) 

F=(f) 

N=(n) 

G=(g) 

V=(v) 

Z=(z) 

W=(w) 

H=(h) 

Y=(y) 

<=(>) 

~=(^) 

============================================================================ 

$$u     // ユーザデータ・セクション 【第２データ群】 

----------------- 兵庫県内市区分 ---------- 

$c            // クロスセクションデータ属性コマンド 

0001.00,0037.00,xxx       // ケース始点,終点番号 ,★第１系列名 分子 老年人口（65 歳以上人口） 

               ,ddd       // 空白で同一ケース範囲,★第２系列名 分母 人口総数（年齢不詳除く） 

$d            // データ入力指示コマンド 

ctype               // ケース毎に読むタイプ 

------- ★ユーザ文字・数値データをこの行直後にペーストする ★↓↓★ 

41526  209371  

29860  131923  

30002  105672  

29901  101133  

42060  166753  

54608  219825  

52492  226365 

途中省略 

9948  32792  

15062  46459  

11369  40937  

8861  40181  

19223  80442  

$l           // 入力変量のリスト出力コマンド 

================================= 

((B))                        // 繰り返しルーティン Bの実行 

================================================================== 

=========       【第１データ群】と【第２データ群】の合成 

$$v     // 変量分析セクション 

---------------- 

$d        // 表示範囲 

all           // 全範囲 

---------------- 

$t         // 変数変換 

?F=(F/A)   // 第１群 累積分母 F を 分母合計 A で割って 第１群相対累積分母?F 

?G=(G/A)   // 第１群 １つ前までの累積分母 G  を 分母合計 A で割って 第１群 1つ前相対累積分母?G 

?f=(f/a)   // 第２群 累積分母 f を 分母合計 a で割って 第２群相対累積分母?f 

?g=(g/a)   // 第２群 １つ前までの累積分母 g  を 分母合計 a で割って 第２群 1つ前相対累積分母?g 

...................... 

@=ers(a)1.0   // 連結の中間に挿入する区切り欠落値のスカラー変量@ 

¦=:ci(@)*     // 区切り欠落値スカラー変量@に対応する文字（*）の入った変量¦作成 

.......................      連結の中間に区切り欠落値@を挿入 

R=(R,@,r)     // 第１群比率 R と 第２群比率 r の 連結 

F=(F,@,A+f)   // 第１群累積分母 F と 第２群累積分母 f に 第 1群分母合計 Aを加算して 連結 

G=(G,@,A+g)   // 第１群１つ前累積分母 G と 第２群１つ前累積分母 g に 第 1群分母合計 Aを加算して 連結 

Z=(Z,@,z)     // 第１群累積分子 Z と 第２群累積分子 z の 連結 

V=(V,@,v)     // 第１群 1つ前累積分子 V と 第２群１つ前累積分子 v の 連結 

......................      連結の中間に区切り欠落値@を挿入 

?F=(?F,@,1+?f)   // 第１群相対累積分母?F と 第２群相対累積分母?f に １を加算して 連結 

?G=(?G,@,1+?g)   // 第１群１つ前相対累積分母?G と 第２群１つ前相対累積分母?g に １を加算して 連結 

....................... 

N=(N,¦,n)    // 第１群文字列 N と 第２群文字列 n の 連結 中間に区切り文字（*）変量¦挿入 

N,nam,:ci,N=(N,¦,n)  // 連結文字列変量 Nを文字列を示す変量名（先頭「:ci,」）に変更 

^=(s,-s*A)    // 合成累積散布図の第２群の比率の斜線 y=s*x-s*A  の右辺係数 [s,-s*A] の関数「^」 

 =pr*(R,F,Z,?F,N)    // 数値プリント 

.................. 

$l         // 変量記号リスト 

========================== 

この数値部分を反転させて 
⑪での兵庫県内市区別のコピー部分を

［貼り付け］ 

ケースの数 
ここでは 37の兵庫県内市区 
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⑬ 送信結果に対して［編集］⇒［すべて選択］して反転させ ［編集］⇒［コピー］ 
⑭ xcampus ビューア の ［Web 結果の貼り付け］ ボタンを クリック 
⑮ xcampus ビューア上のメニューまたはポップアップ・メニューで前§54 の⑮と同じ操作により，所定の
合成昇順スカイライン図が xcampusビューア上に描出される。 
⑯ 前§54 の⑯～⑲と同様の操作で，2010 年の都道府県別と兵庫県内市区別の２地域の合成の昇順スカイラ
イン図の完成図が得られる。全国の老年人口比にほぼ一致する兵庫県の県内市区についての昇順スカイライン

図を右側に合成した図である。兵庫県内市区別の老年人口比のばらつきが，都道府県別のばらつきよりも大き

いことに注目されたい。 

 
都道府県別・兵庫県内市区別の２地域の合成2010年老年人口比（65歳以上人口比）昇順のスカイライン図

縦軸：老年人口比（％） 棒グラフの面積：老年人口に比例

横軸：2010年累積人口（人）

a 北 海 道

b 青 森 県

c 岩 手 県

d 宮 城 県

e 秋 田 県

f 山 形 県

g 福 島 県

h 茨 城 県

i 栃 木 県

j 群 馬 県

k 埼 玉 県

l 千 葉 県

m 東 京 都

n 神奈川県

o 新 潟 県

p 富 山 県

q 石 川 県

r 福 井 県

s 山 梨 県

t 長 野 県

u 岐 阜 県

v 静 岡 県

w 愛 知 県

x 三 重 県

y 滋 賀 県

z 京 都 府

A 大 阪 府

B 兵 庫 県

C 奈 良 県

D 和歌山県

E 鳥 取 県

F 島 根 県

G 岡 山 県

H 広 島 県

I 山 口 県

J 徳 島 県

K 香 川 県

L 愛 媛 県

M 高 知 県

N 福 岡 県

O 佐 賀 県

P 長 崎 県

Q 熊 本 県

R 大 分 県

S 宮 崎 県

T 鹿児島県

U 沖 縄 県

東
京
都神

奈
川
県

愛
知
県

埼
玉
県

千
葉
県

大
阪
府

福
岡
県

兵
庫
県

北
海
道

全国老年人口比

a 神戸市 東灘区

b 神戸市 灘区

c 神戸市 兵庫区

d 神戸市 長田区

e 神戸市 須磨区

f 神戸市 垂水区

g 神戸市 北区

h 神戸市 中央区

i 神戸市 西区

j 姫路市

k 尼崎市

l 明石市

m 西宮市

n 洲本市

o 芦屋市

p 伊丹市

q 相生市

r 豊岡市

s 加古川市

t 赤穂市

u 西脇市

v 宝塚市

w 三木市

x 高砂市

y 川西市

z 小野市

A 三田市

B 加西市

C 篠山市

D 養父市

E 丹波市

F 南あわじ市

G 朝来市

H 淡路市

I 宍粟市

J 加東市

K たつの市

兵庫県内市区老年人口比

兵
庫
県
内
市
区

 

$$g       // グラフセクション 

$z           // ゼロ軸表示  なおゼロ軸表示を抑止するには，この行および次行の先頭に「//」を挿入 

RZW                 // 変量 R Z W のゼロ軸表示 

$g               // スケールの目盛り指示コマンド（標準 10 ポイント） 

R,001                 // 変量 Rの目盛りを細かく 1ポイントごとに 

Z,001 

W,001 

-------------------------- 

$3           // ３次元図 合成昇順スカイライン図 

R,F, ,N,<,>,*      // 縦軸 R,横軸 F,奥行軸なし,個体識別 N,関数< >,合成用保存* 

R,G, ,N,*          // 縦軸 R,横軸 G,奥行軸なし,個体識別 N,合成用保存* 

           // 合成 昇順スカイライン図（リンク縦面描画，３次元図圧縮） 

........ 

$3            // ３次元図 合成昇順相対スカイライン図 

R,?F, ,N,<,>,*      // 縦軸 R,横軸?F,奥行軸なし,個体識別 N,関数< >,合成用保存* 

R,?G, ,N,*          // 縦軸 R,横軸?G,奥行軸なし,個体識別 N,合成用保存* 

           // 合成 昇順相対スカイライン図（リンク縦面描画，３次元図圧縮） 

........ 

$3            // ３次元図 合成昇順累積散布図 

V,G, ,N,~,^,*      // 縦軸 V,横軸 G,奥行軸なし,個体識別 N,関数~ ^,合成用保存* 

Z,F, ,N,*          // 縦軸 Z,横軸 F,奥行軸なし,個体識別 N,合成用保存* 

           // 合成 昇順累積散布図（リンク縦面描画，３次元図圧縮） 

........ 

$3            // ３次元図 合成昇順累積相対散布図【ローレンツ曲線】（バブルサイズは分子に比例） 

W,H, ,N=Y,:,*      // 縦軸 W,横軸 H,奥行軸なし,個体識別 N=バブル Y,関数:,合成用保存*  

w,h, ,n=y,:,*      // 縦軸 w,横軸 h,奥行軸なし,個体識別 n=バブル y,関数:,合成用保存*  

           // 合成 昇順累積相対散布図【ローレンツ曲線】（３次元図圧縮を利用） 

======================= 

$$           // 終了セクション 
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⑰ xcampus ビューアのメニューで［ウインドウ］⇒［view1.g］を選び，上記の合成昇順スカイライン図⑮
と別のウインドウに合成昇順相対スカイライン図を描く。xcampus ビューア上のメニューまたはポップアッ
プ・メニューで［表示］⇒［次のグラフ］の操作を５回繰り返す。その後の操作は前§54 の⑮と同じで，所
定の合成昇順相対スカイライン図が xcampusビューア上に描出される。 
⑱ 前§54 の⑯～⑲と同様の操作で，2010 年の都道府県別と兵庫県内市区別の２地域の合成の昇順相対スカ
イライン図の完成図が得られる。都道府県別と兵庫県内市区別の横軸の値を各最大値で割って相対化（基準化）

している。都道府県別と兵庫県内市区別の人口総数の規模が同じ（１）とした場合の，老年人口比の差異の分

布が比較できるようになる。明らかに，兵庫県内市区別の差異は都道府県別の差異よりも大きい。神戸市の長

田区と兵庫区の高齢化が，兵庫県内の南北に位置する各市に匹敵する程度に，進行していることも分かる。 

 
都道府県別・兵庫県内市区別の２地域の合成2010年老年人口比（65歳以上人口比）昇順の相対スカイライン図

縦軸：老年人口比（％） 棒グラフの面積：老年人口に比例

横軸：2010年累積相対人口

a 北 海 道

b 青 森 県

c 岩 手 県

d 宮 城 県

e 秋 田 県

f 山 形 県

g 福 島 県

h 茨 城 県

i 栃 木 県

j 群 馬 県

k 埼 玉 県

l 千 葉 県

m 東 京 都

n 神奈川県

o 新 潟 県

p 富 山 県

q 石 川 県

r 福 井 県

s 山 梨 県

t 長 野 県

u 岐 阜 県

v 静 岡 県

w 愛 知 県

x 三 重 県

y 滋 賀 県

z 京 都 府

A 大 阪 府

B 兵 庫 県

C 奈 良 県

D 和歌山県

E 鳥 取 県

F 島 根 県

G 岡 山 県

H 広 島 県

I 山 口 県

J 徳 島 県

K 香 川 県

L 愛 媛 県

M 高 知 県

N 福 岡 県

O 佐 賀 県

P 長 崎 県

Q 熊 本 県

R 大 分 県

S 宮 崎 県

T 鹿児島県

U 沖 縄 県

東
京
都

神
奈
川
県

愛
知
県

埼
玉
県

千
葉
県

大
阪
府

福
岡
県

兵
庫
県

北
海
道

全国老年人口比

a 神戸市 東灘区

b 神戸市 灘区

c 神戸市 兵庫区

d 神戸市 長田区

e 神戸市 須磨区

f 神戸市 垂水区

g 神戸市 北区

h 神戸市 中央区

i 神戸市 西区

j 姫路市

k 尼崎市

l 明石市

m 西宮市

n 洲本市

o 芦屋市

p 伊丹市

q 相生市

r 豊岡市

s 加古川市

t 赤穂市

u 西脇市

v 宝塚市

w 三木市

x 高砂市

y 川西市

z 小野市

A 三田市

B 加西市

C 篠山市

D 養父市

E 丹波市

F 南あわじ市

G 朝来市

H 淡路市

I 宍粟市

J 加東市

K たつの市

兵庫県内市区老年人口比
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戸
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区
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市
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市
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市
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区
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戸
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区
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崎
市

神
戸
市
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区

川
西
市

神
戸
市
兵
庫
区

神
戸
市
長
田
区

三
田
市

神
戸
市
中
央
区

神
戸
市
灘
区

 
 

⑲ xcampusビューアのメニューで［ウインドウ］⇒［新しいウインドウを開く］を選び，合成昇順スカイラ
イン図⑮や合成昇順相対スカイライン図⑰とは別のウインドウに，合成累積散布図を描く。メニューまたはポ

ップアップ・メニューで 
［表示］⇒［次のグラフ］の操作を８回繰り返す 

その後の操作は前§54の⑳と同じで，所定の合成累積散布図が xcampusビューア上に描出される。 
⑳ 前§54の⑯～⑲と同様の操作を行う。Excel の新シート（名称：累積散布）上に完成した合成累積散布図
は，次のようになる。原点と座標（全国人口総数，全国老年人口）を結ぶ斜線の傾きは，全国老年人口比に一

致する。また，座標（全国人口総数，0）を起点とする右側の斜線の傾きは，兵庫県内市区老年人口比に一致

する。都道府県間あるいは兵庫県内市区間の老年人口比が均等な場合には，これらの累積の散布点の軌跡は各

斜線上に重なることになる。ただ，兵庫県内市区の人口規模が全国に比べて極端に小さいので，兵庫県内市区

別の累積散布図の形状は定かでない。それゆえ規模を相対化した合成累積相対散布図を描くことにする。 
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都道府県別・兵庫県内市区別の２地域の合成2010年老年人口比（65歳以上人口比）昇順の累積散布図
縦軸：2010年累積老年人口（人）

横軸：2010年累積人口（人）

a 北 海 道

b 青 森 県

c 岩 手 県

d 宮 城 県

e 秋 田 県

f 山 形 県

g 福 島 県

h 茨 城 県

i 栃 木 県

j 群 馬 県

k 埼 玉 県

l 千 葉 県

m 東 京 都

n 神奈川県

o 新 潟 県

p 富 山 県

q 石 川 県

r 福 井 県

s 山 梨 県

t 長 野 県

u 岐 阜 県

v 静 岡 県

w 愛 知 県

x 三 重 県

y 滋 賀 県

z 京 都 府

A 大 阪 府

B 兵 庫 県

C 奈 良 県

D 和歌山県

E 鳥 取 県

F 島 根 県

G 岡 山 県

H 広 島 県

I 山 口 県

J 徳 島 県

K 香 川 県

L 愛 媛 県

M 高 知 県

N 福 岡 県

O 佐 賀 県

P 長 崎 県

Q 熊 本 県
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○21  xcampusビューアのメニューで［ウインドウ］⇒［新しいウインドウを開く］を選び，合成昇順スカイラ
イン図⑮や合成昇順相対スカイライン図⑰，合成累積散布図⑲とは別のウインドウに，合成累積相対散布図【ロ

ーレンツ曲線】を描く。メニューまたはポップアップ・メニューで 
［表示］⇒［次のグラフ］の操作を 11回繰り返す 
［修飾］⇒［散布点の表現］⇒［点識別・軌跡］ 
［修飾］⇒［３次元散布点マーク］⇒［表示○□◇順］ 
［奥行軸］⇒［圧縮］⇒［０％］ 

を選択すると，所定の合成累積相対散布図が描出される。 
 さらに散布点のバブルを配色するには 
［修飾］⇒［３次元散布点の塗りつぶし色］⇒［色直線 R（奥＋）G(奥－)B（max）］ 
 散布点の輪郭の大きさを変えるには 
［修飾］⇒［３次元散布点の輪郭サイズ］⇒［1.5倍の輪郭］/［2倍の輪郭］/［半分の輪郭］ 
散布点の重なりがある場合に，透過処理を行うには 

［修飾］⇒［３次元散布点の塗りつぶし色］⇒［塗りつぶし色の透過処理］⇒［透過させる］ 
 縦軸の目盛の最大値が１に一致しない場合は，縦方向の伸張圧縮の操作を何度か行う。 
［横・縦軸］⇒［３次元図縦軸伸張］⇒［110％］/［101％］ 
       ⇒［３次元図縦軸圧縮］⇒［90％］/［99％］ 
 横軸の目盛の最大値が１に一致しない場合は，横方向の伸張圧縮の操作を何度か行う。 
［横・縦軸］⇒［横軸伸張］⇒［110％］/［101％］ 

       ⇒［横軸圧縮］⇒［90％］/［99％］ 
 散布点の輪郭（バブル）サイズは標準では分子（老年人口）の面積比例になっている。 
体積比例にして差異を緩和するには 

（参考）［修飾］⇒［３次元散布点の輪郭サイズ］⇒［バブル変量比例］⇒［体積比例］ 
で変更可能である。また直径比例にして差異を強調するには 

（参考）［修飾］⇒［３次元散布点の輪郭サイズ］⇒［バブル変量比例］⇒［線形比例］ 
で変更できる。すべてのバブルのサイズを同一にするには 

（参考）［修飾］⇒［３次元散布点の輪郭サイズ］⇒［バブル変量比例］⇒［同一サイズ］ 
で変更できる。 
○22  前§54 の⑯～⑲と同様の操作を行う。Excel の新シート（名称：累積相対）上に完成した合成累積相対散

布図【ローレンツ曲線】は，次のようになる。横軸の累積値および縦軸の累積値を，各最大値で割って相対化

（基準化）した累積相対散布図を，都道府県別と兵庫県内市区別に求めたものを合成した図である。原点と座

標（1，1）を結ぶ斜線（縦軸と横軸の長さが等しい場合には 45°線）の下方に湾曲した線が 2 本描かれる。

その上に各散布点が並ぶ。バブルのサイズは今回は老年人口に面積比例ではなく，体積比例にしてみた。規模
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の小さい兵庫県内市区のバブル（□のマーク）を都道府県のバブル（○マーク）に比べて多少とも大きく見せ

るためである。 

 累積相対散布図【ローレンツ曲線】の都道府県別の曲線よりも，兵庫県内市区別の曲線の方が斜線（45°線）

よりも離れた位置にある。つまり，兵庫県内市区別の方が老年人口比の地域間差異が大きいことになる。 
都道府県別・兵庫県内市区別の２地域合成の2010年老年人口比（65歳以上人口比）昇順の累積相対散布図（ローレンツ曲線）

縦軸：2010年累積相対老年人口 バブルの体積：老年人口に比例

横軸：2010年累積相対人口
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●都道府県別の老年人口比のローレンツ曲線

■兵庫県内市区別の老年人口比のローレンツ曲線

 
○23  xcampus ビューアの［ウインドウ］⇒［num.n］で，num 数値ウインドウを最前面に出し，ジニ係数を

を調べる。あるいは⑬のブラウザ上の送信結果のテキストに表示される同じ結果を調べる。 
老年人口比の都道府県別のジニ係数 0.0604に対して，兵庫県内市区別のジニ係数は 0.079と 3割程度大き

く，県内地域間差異が都道府県レベルよりよりも大きいことを示している。 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

○24  【参考】以上は，xcampus による合成ローレンツ曲線の作画とジニ係数の計測であったが，Excel で同様のこと

が可能である。参考までに Excel による合成ローレンツ曲線を次ページに掲載しておく。なお，上記の Excel の別

シート群（集計 L1，集計 L2sort，集計 L3Lorenz，集計 L4Gini，集計 L5 合成 Lorenz の各シート）で関連の計測と

作画を行っている。 

 

 

 

 

 

 
 

   ======== print of < $s or $r or $t  in $$v >==== =pr*(a,u,s,k)   【都道府県別】                                    
     sign a                u                s                k 

 variable a=@.s(d)         u=@.s(x)         s=(u/a)          ジニ係数  

    1.     127080944         29245688        0.2301343       0.06038830 

 

  ======== print of < $s or $r or $t  in $$v >==== =pr*(a,u,s,k)    【兵庫県内市区別】                                                    
     sign a                u                s                k 

 variable a=@.s(d)         u=@.s(x)         s=(u/a)          ジニ係数         

    1.       5286910          1212221        0.2292872       0.07906951 
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§56．都道府県別の 2000年・2005年・2010年の３時点の老年人口比の合成昇順スカイライン
図・合成昇順相対スカイライン図・合成累積散布図・合成累積相対散布図 

 

§54 では都道府県別の 2010 年の老年人口比の昇順スカイライン図・昇順累積散布図・昇順累積相対散布図

【ローレンツ曲線】を描いた。本§では，都道府県別の 2000 年と 2005 年の老年人口比データを追加して，３

時点についての各種合成図を作画する。 

§54と同様に総務省統計局『社会生活統計指標-都道府県の指標-2012」』中の「統計でみる都道府県のす

がた 2012」http://www.stat.go.jp/data/ssds/5.htm の中の「I 基礎データ」をクリックで「A 人口・世帯」

の Excel ファイルをダウンロードし，本§では 2000 年・2005 年・2010 年の３時点分の都道府県別の「年少人

口（15 歳未満人口）」，「生産年齢人口（15～64 歳人口）」，「老年人口(65 歳以上人口)」を収集する。 

①～⑩ §54 の①～⑩と同様に，2000 年・2005 年・2010 年の３時点について「年少人口」，「生産年齢人口」，

「老年人口」を合計して「人口総数（年齢不詳除く）」とし，「老年人口比」を計測し，グラフを描く。今回

は，２軸グラフではなく，３時点の老年人口比の単純な折れ線グラフを作画し，全国の値も含めている。 
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⑪ §54 の⑪と同じく，都道府県別 Excel ファイルの集計シートの 2000 年分の「老年人口」「人口総数」の

数値部分を選択し，［コピー］して⑫の該当個所に貼り付ける。次いで，2005 年分の「老年人口」「人口総

数」の数値部分を選択し，［コピー］して⑫の該当個所に貼り付ける。さらに，2010 年分「老年人口」「人

口総数」の数値部分を選択し，［コピー］して⑫の該当個所に貼り付ける。 
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⑫ Web ページ skyline3-ascending-age-65over-population-prefecture-2000-2005-2010.htm のフォームに
都道府県別の 2000年分の［コピー］部分を［貼り付け］，次いで⑪の 2005年分の［コピー］部分を［貼り付
け］，さらに⑪の 2010年分の［コピー］部分を［貼り付け］る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

======  skyline3-ascending-age-65over-population-prefecture-2000-2005-2010  ===== 

====   都道府県別 2000・2005・2010 年老年人口比率の 

====   ３時点の合成昇順スカイライン図・合成昇順相対スカイライン図 

====                 ・合成累積散布図・合成累積相対散布図【ローレンツ曲線】 

================================================================================= 

$$u     // ユーザデータ・セクション 【第１データ群】 

----------------- 2000 年分 ---------- 

$c            // クロスセクションデータ属性コマンド 

0001.00,0047.00,xxx       // ケース始点,終点番号 ,★第１系列名 分子 老年人口（65 歳以上人口） 

               ,ddd       // 空白で同一ケース範囲,★第２系列名 分母 人口総数（年齢不詳除く） 

$d            // データ入力指示コマンド 

ctype               // ケース毎に読むタイプ 

------- ★ユーザ文字・数値データをこの行直後にペーストする ★↓↓★ 

1031552  5656806  

287099  1474901  

303988  1415635   

途中省略  

241754  1169586  

403239  1785357  

182557  1308662  

$l           // 入力変量のリスト出力コマンド 

((B((                        // 繰り返しルーティン Bの始点 

================================================= 

$$v     // 変量分析セクション 

$a        // 変量記号の割り当て 

d,ddd          // d 分母 

x,xxx          // x 分子 

$d        // 表示範囲 

all           // 全範囲 

---------------- 

$t         // 変数変換 

U=(100)     // ★比率の表示単位 百分率 100 10 万人当たり 100000 

q=(x/d)*U     // 比率 q 

t=t..(x)        // 順序数（第 1ケース 1，第 2ケース 2，第 3ケース 3，…） 

j=r.l(q)blank   // ★選択変量（ここでは q）での順位（昇順）j  blank で 欠落値も最後の順位をつける 

m=:ci(d)        // 個体識別文字列 m作成 

 =pr*(d,x,q,j,m)    // 数値プリント 

............................... 

e=pmt(d,j)     // 順位 jで並び替え後の 分母 e 

y=pmt(x,j)     // 順位 jで並び替え後の 分子 y 

r=pmt(q,j)     // 順位 jで並び替え後の 比率 r 

n=pmt(m,j)     // 順位 jで並び替え後の 個体識別文字 n 

n,nam,:ci,n=pmt(m,j)  // 並び替え後の個体識別変量 nを文字列を示す変量名（先頭「:ci,」）に変更 

 =pr*(e,y,r,n)    // 数値プリント 

................................ 

f=cum(e)   // 累積分母 f            f<i>=e<1>+e<2>+...+e<i-1>+e<i> 

g=(f-e)    // １つ前までの累積分母 g<i>=e<1>+e<2>+...+e<i-1>     =f<i>-e<i> 

z=cum(y)   // 累積分子 z            z<i>=y<1>+y<2>+...+y<i-1>+y<i> 

v=(z-y)    // １つ前までの累積分子 v<i>=y<1>+y<2>+...+y<i-1>     =z<i>-y<i> 

a=@.s(d)      // 分母合計 a（スカラー） 

u=@.s(x)      // 分子合計 u（スカラー） 

s=(u/a)       // 全体比率 s（スカラー） 

h=(f/a)     // 累積相対分母 h 

w=(z/u)     // 累積相対分子 w 

 =pr*(f,z,h,w,n)    // 数値プリント 

.......................... ジニ係数の計測 

k=(h-h1)*(w+w1)*0.5  // 第 2～終点ケースのローレンツ曲線と水平軸の間の各台形面積 

i=@."(h)1.     // 累積相対分母 hの第１ケースの値（スカラー） 

l=@."(w)1.     // 累積相対分子 wの第１ケースの値（スカラー） 

k=@.s(k)  // 第 2～終点ケースのローレンツ曲線と水平軸の間の各台形面積の合計（スカラー） 

k=(0.5-k-i*l*0.5)*2  // 45 度線下の三角形面積 0.5 とローレンツ曲線と水平軸の間の面積の差を２倍 【ジニ係数】 

k,nam,ジニ係数  // 変量 kに変量名を付与 

 =pr*(a,u,s,k)    // 数値プリント 

.................... 

>=(0,s*U)    // 全体比率 s（スカラー）（表示単位 U）の横線 y=0*x+s*U  の右辺係数 [0,s*U] の関数「>」 

^=(s,0)        // 累積散布図の比率の斜線 y=s*x+0  の右辺係数 [s,0] の関数「^」 

:=(1,0)        // 累積相対散布図【ローレンツ曲線】の 45 度の斜線 y=1*x+0  の右辺係数 [1,0] の関数「:」 

=============== 

))B))                        // 繰り返しルーティン Bの終点 

この数値部分を反転させて 
⑪の都道府県別の 2000年分のコピー部分
を［貼り付け］ 

ケースの数 
ここでは 47の都道府県 

順位づけの基準変量は変更可 

比率の表示単位は変更可 
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$$v     // 変量分析セクション 

$t         // 変数変換 

A=(a)         // 合成グラフ作成用に，第１群の変量 の記号を変更 

R=(r) 

F=(f) 

N=(n) 

G=(g) 

V=(v) 

Z=(z) 

W=(w) 

H=(h) 

Y=(y) 

<=(>) 

~=(^) 

============================================================================ 

$$u     // ユーザデータ・セクション 【第２データ群】 

----------------- 2005 年分 ---------- 

$c            // クロスセクションデータ属性コマンド 

0001.00,0047.00,xxx       // ケース始点,終点番号 ,★第１系列名 分子 老年人口（65 歳以上人口） 

               ,ddd       // 空白で同一ケース範囲,★第２系列名 分母 人口総数（年齢不詳除く） 

$d            // データ入力指示コマンド 

ctype               // ケース毎に読むタイプ 

------- ★ユーザ文字・数値データをこの行直後にペーストする ★↓↓★ 

1205692  5620813  

326562  1436377  

339957  1380788  

470512  2354428  

途中省略 

437244  1840382  

292805  1206218  

270586  1152188  

434559  1752804 

218897  1361146 

$l           // 入力変量のリスト出力コマンド 

================================= 

((B))                        // 繰り返しルーティン Bの実行 

================================================================== 

=========       【第１データ群】と【第２データ群】の合成 

$$v     // 変量分析セクション 

$d        // 表示範囲 

all           // 全範囲 

---------------- 

$t         // 変数変換 

?F=(F/A)   // 第１群 累積分母 F を 分母合計 A で割って 第１群相対累積分母?F 

?G=(G/A)   // 第１群 １つ前までの累積分母 G  を 分母合計 A で割って 第１群 1つ前相対累積分母?G 

?f=(f/a)   // 第２群 累積分母 f を 分母合計 a で割って 第２群相対累積分母?f 

?g=(g/a)   // 第２群 １つ前までの累積分母 g  を 分母合計 a で割って 第２群 1つ前相対累積分母?g 

...................... 

@=ers(a)1.0   // 連結の中間に挿入する区切り欠落値のスカラー変量@ 

¦=:ci(@)*     // 区切り欠落値スカラー変量@に対応する文字（*）の入った変量¦作成 

.......................      連結の中間に区切り欠落値@を挿入 

R=(R,@,r)     // 第１群比率 R と 第２群比率 r の 連結 

F=(F,@,A+f)   // 第１群累積分母 F と 第２群累積分母 f に 第 1群分母合計 Aを加算して 連結 

G=(G,@,A+g)   // 第１群１つ前累積分母 G と 第２群１つ前累積分母 g に 第 1群分母合計 Aを加算して 連結 

Z=(Z,@,z)     // 第１群累積分子 Z と 第２群累積分子 z の 連結 

V=(V,@,v)     // 第１群 1つ前累積分子 V と 第２群１つ前累積分子 v の 連結 

......................      連結の中間に区切り欠落値@を挿入 

?F=(?F,@,1+?f)   // 第１群相対累積分母?F と 第２群相対累積分母?f に １を加算して 連結 

?G=(?G,@,1+?g)   // 第１群１つ前相対累積分母?G と 第２群１つ前相対累積分母?g に １を加算して 連結 

N=(N,¦,n)    // 第１群文字列 N と 第２群文字列 n の 連結 中間に区切り文字（*）変量¦挿入 

N,nam,:ci,N=(N,¦,n)  // 連結文字列変量 Nを文字列を示す変量名（先頭「:ci,」）に変更 

^=(s,-s*A)    // 合成累積散布図の第２群の比率の斜線 y=s*x-s*A  の右辺係数 [s,-s*A] の関数「^」 

 =pr*(R,F,Z,?F,N)    // 数値プリント 

A=(A+a)        // 第１群分母合計 A と 第２群分母合計 a を加算した 第１・２群の分母合計 A（スカラー） 

.................. 

?N=(n)         // 合成グラフ作成用に，第２群の変量 の記号を変更 

?W=(w) 

?H=(h) 

?Y=(y) 

[=(>) 

`=(^) 

$l         // 変量記号リスト 

この数値部分を反転させて 
⑪の都道府県別の2005年分のコピー部
分を［貼り付け］ 

ケースの数 
ここでは 47の都道府県 
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============================================================================ 

=================== 

$$u     // ユーザデータ・セクション 【第３データ群】 

----------------- 2010 年分 ---------- 

$c            // クロスセクションデータ属性コマンド 

0001.00,0047.00,xxx       // ケース始点,終点番号 ,★第１系列名 分子 老年人口（65 歳以上人口） 

               ,ddd       // 空白で同一ケース範囲,★第２系列名 分母 人口総数（年齢不詳除く） 

$d            // データ入力指示コマンド 

ctype               // ケース毎に読むタイプ 

------- ★ユーザ文字・数値データをこの行直後にペーストする ★↓↓★ 

1358068  5497549  

352768  1368197  

360498  1325082  

途中省略 

291301  1130743  

449692  1699221  

240507  1384780  

$l           // 入力変量のリスト出力コマンド 

================================= 

((B))                        // 繰り返しルーティン Bの実行 

================================================================== 

=========       【第１データ群】【第２データ群】【第３データ群】の合成 

$$v     // 変量分析セクション 

$d        // 表示範囲 

all           // 全範囲 

---------------- 

$t         // 変数変換 

?f=(f/a)   // 第３群 累積分母 f を 分母合計 a で割って 第３群相対累積分母?f 

?g=(g/a)   // 第３群 １つ前までの累積分母 g  を 分母合計 a で割って 第３群 1つ前相対累積分母?g 

.......................      連結の中間に区切り欠落値@を挿入 

R=(R,@,r)     // 第１・２群比率 R と 第３群比率 r の 連結 

F=(F,@,A+f)   // 第１・２群累積分母 F と 第３群累積分母 f に 第１・２群分母合計 Aを加算して 連結 

G=(G,@,A+g)   // 第１・２群１つ前累積分母 G と 第３群１つ前累積分母 g に 第１・２群分母合計 Aを加算して 連結 

Z=(Z,@,z)     // 第１・２群累積分子 Z と 第３群累積分子 z の 連結 

V=(V,@,v)     // 第１・２群 1つ前累積分子 V と 第３群１つ前累積分子 v の 連結 

......................      連結の中間に区切り欠落値@を挿入 

?F=(?F,@,2+?f)   // 第１・２群相対累積分母?F と 第３群相対累積分母?f に 2 を加算して 連結 

?G=(?G,@,2+?g)   // 第１・２群１つ前相対累積分母?G と 第３群１つ前相対累積分母?g に 2 を加算して 連結 

N=(N,¦,n)    // 第１・２群文字列 N と 第３群文字列 n の 連結   中間に区切り文字（*）変量¦挿入 

N,nam,:ci,N=(N,¦,n)  // 連結文字列変量 Nを文字列を示す変量名（先頭「:ci,」）に変更 

^=(s,-s*A)    // 合成累積散布図の第３群の比率の斜線 y=s*x-s*A  の右辺係数 [s,-s*A] の関数「^」 

 =pr*(R,F,Z,?F,N)    // 数値プリント 

.................. 

$l         // 変量記号リスト 

========================== 

$$g       // グラフセクション 

$z           // ゼロ軸表示  なおゼロ軸表示を抑止するには，この行および次行の先頭に「//」を挿入 

RZW                 // 変量 R Z W のゼロ軸表示 

$g               // スケールの目盛り指示コマンド（標準 10 ポイント） 

R,001                 // 変量 Rの目盛りを細かく 1ポイントごとに 

Z,001 

W,001 

-------------------------- 

$3           // ３次元図 合成昇順スカイライン図 

R,F, ,N,<,[,>,*    // 縦軸 R,横軸 F,奥行軸なし,個体識別 N,関数<[>,合成用保存* 

R,G, ,N,*          // 縦軸 R,横軸 G,奥行軸なし,個体識別 N,合成用保存* 

           // 合成 昇順スカイライン図（リンク縦面描画，３次元図圧縮） 

$3            // ３次元図 合成昇順相対スカイライン図 

R,?F, ,N,<,[,>,*    // 縦軸 R,横軸?F,奥行軸なし,個体識別 N,関数<[>,合成用保存* 

R,?G, ,N,*          // 縦軸 R,横軸?G,奥行軸なし,個体識別 N,合成用保存* 

           // 合成 昇順相対スカイライン図（リンク縦面描画，３次元図圧縮） 

$3            // ３次元図 合成昇順累積散布図 

V,G, ,N,~,`,^,*    // 縦軸 V,横軸 G,奥行軸なし,個体識別 N,関数~`^,合成用保存* 

Z,F, ,N,*          // 縦軸 Z,横軸 F,奥行軸なし,個体識別 N,合成用保存* 

           // 合成 昇順累積散布図（リンク縦面描画，３次元図圧縮） 

$3            // ３次元図 合成昇順累積相対散布図【ローレンツ曲線】（バブルサイズは分子に比例） 

W,H, ,N=Y,:,*      // 縦軸 W,横軸 H,奥行軸なし,個体識別 N=バブル Y,関数:,合成用保存*  

?W,?H, ,?N=?Y,:,*  // 縦軸?W,横軸?H,奥行軸なし,個体識別?N=バブル?Y,関数:,合成用保存*  

w,h, ,n=y,:,*      // 縦軸 w,横軸 h,奥行軸なし,個体識別 n=バブル y,関数:,合成用保存*  

           // 合成 昇順累積相対散布図【ローレンツ曲線】（３次元図圧縮を利用） 

======================= 

$$           // 終了セクション 

この数値部分を反転させて 
⑪の都道府県別の 2010 年分のコピー部分
を［貼り付け］ 

ケースの数 
ここでは 47の都道府県 
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⑬ 送信結果に対して［編集］⇒［すべて選択］して反転させ ［編集］⇒［コピー］ 
⑭ xcampus ビューア の ［Web 結果の貼り付け］ ボタンを クリック 
⑮ xcampus ビューア上のメニューまたはポップアップ・メニューで§54 の⑮と同じ操作により，所定の合
成昇順スカイライン図が xcampusビューア上に描出される。 
⑯ §54の⑯～⑲と同様の操作で，都道府県別の 2000 年・2005 年・2010 年の３時点の合成の昇順スカイライ
ン図の完成図が得られる。５年ごとに全国の老年人口比が約 2.8％ずつ上昇していったこと，都道府県間の老

年人口比の地域差が縮小傾向にあることが読み取れる14。また昇順の順位が 10 年間に，東京都が７位から４

位に上昇したのに対し，大阪府は６位から 11 位に，兵庫県は 11位から 13位に後退している。 

 
都道府県別の2000・2005・2010年の３時点の合成老年人口比（65歳以上人口比）昇順スカイライン図

縦軸：老年人口比（％） 棒グラフの面積：老年人口に比例

横軸：累積人口（人）

東
京
都

神
奈
川
県

愛
知
県

埼
玉
県

大
阪
府

兵
庫
県

北
海
道

全国老年人口比2010年

a 北 海 道

b 青 森 県

c 岩 手 県

d 宮 城 県

e 秋 田 県

f 山 形 県

g 福 島 県

h 茨 城 県

i 栃 木 県

j 群 馬 県

k 埼 玉 県

l 千 葉 県

m 東 京 都

n 神奈川県

o 新 潟 県

p 富 山 県

q 石 川 県

r 福 井 県

s 山 梨 県

t 長 野 県

u 岐 阜 県

v 静 岡 県

w 愛 知 県

x 三 重 県

y 滋 賀 県

z 京 都 府

A 大 阪 府

B 兵 庫 県

C 奈 良 県

D 和歌山県

E 鳥 取 県

F 島 根 県

G 岡 山 県

H 広 島 県

I 山 口 県

J 徳 島 県

K 香 川 県

L 愛 媛 県

M 高 知 県

N 福 岡 県

O 佐 賀 県

P 長 崎 県

Q 熊 本 県

R 大 分 県

S 宮 崎 県

T 鹿児島県

U 沖 縄 県

全国老年人口比2005年

全国老年人口比2000年

東
京
都

東
京
都

埼
玉
県

埼
玉
県

神
奈
川
県

神
奈
川
県

兵
庫
県

兵
庫
県

大
阪
府

大
阪
府

愛
知
県

愛
知
県

北
海
道

北
海
道

 
⑰ xcampus ビューアのメニューで［ウインドウ］⇒［view1.g］を選び，上記の合成昇順スカイライン図⑮
と別のウインドウに合成昇順相対スカイライン図を描く。xcampus ビューア上のメニューまたはポップアッ
プ・メニューで［表示］⇒［次のグラフ］の操作を５回繰り返す。その後の操作は§54 の⑮と同じで，所定
の合成昇順相対スカイライン図が xcampusビューア上に描出される。 
⑱ §54の⑯～⑲と同様の操作で，2000 年・2005 年・2010 年の３時点の合成昇順相対スカイライン図の完成
図が得られる。合成昇順スカイライン図⑯と類似しているので，合成昇順相対スカイライン図の掲載は省略す

る。 

⑲ xcampusビューアのメニューで［ウインドウ］⇒［新しいウインドウを開く］を選び，合成昇順スカイラ
イン図⑮や合成昇順相対スカイライン図⑰とは別のウインドウに，合成累積散布図を描く。メニューまたはポ

ップアップ・メニューで 

［表示］⇒［次のグラフ］の操作を８回繰り返す 
その後の操作は§54の⑳と同じで，所定の合成累積散布図が xcampusビューア上に描出される。 
⑳ §54の⑯～⑲と同様の操作を行う。Excel の新シート（名称：累積散布）上に完成した合成累積散布図は，
次のようになる。原点と座標（全国人口総数 2000 年，全国老年人口 2000 年）を結ぶ斜線の傾きは，全国老年

人口比 2000 年に一致する。また，座標（全国人口総数 2000 年，0）と座標（全国人口総数 2000 年＋2005 年，

全国老年人口 2005 年）を結ぶ斜線の傾きは，全国老年人口比 2005 年に一致する。さらに，座標（全国人口総

数 2000 年＋2005 年，0）と座標（全国人口総数 2000 年＋2005 年＋2010 年，全国老年人口 2010 年）を結ぶ斜

線の傾きは，全国老年人口比 2010 年に一致する。都道府県間の老年人口比が均等な場合には，累積の散布点

の軌跡はこれらの斜線上に重なることになる。累積散布図の軌跡は，徐々に斜線に近接しつつあるようだ。 

                                                   
14 このような現象は，イールドカーブ（利回り曲線）において長期金利と短期金利の差が縮小しグラフの傾きが小さくなる【フ

ラットニング（flattening 平坦化）】事象（伊藤［2011］など参照）と類似しているともいえる。 
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都道府県別の2000・2005・2010年の３時点の合成老年人口比（65歳以上人口比）昇順累積散布図
縦軸：累積老年人口（人）

横軸：累積人口（人）

a 北 海 道

b 青 森 県

c 岩 手 県

d 宮 城 県

e 秋 田 県

f 山 形 県

g 福 島 県

h 茨 城 県

i 栃 木 県

j 群 馬 県

k 埼 玉 県

l 千 葉 県

m 東 京 都

n 神奈川県

o 新 潟 県

p 富 山 県

q 石 川 県

r 福 井 県

s 山 梨 県

t 長 野 県

u 岐 阜 県

v 静 岡 県

w 愛 知 県

x 三 重 県

y 滋 賀 県

z 京 都 府

A 大 阪 府

B 兵 庫 県

C 奈 良 県

D 和歌山県

E 鳥 取 県

F 島 根 県

G 岡 山 県

H 広 島 県

I 山 口 県

J 徳 島 県

K 香 川 県

L 愛 媛 県

M 高 知 県

N 福 岡 県

O 佐 賀 県

P 長 崎 県

Q 熊 本 県

R 大 分 県

S 宮 崎 県

T 鹿児島県

U 沖 縄 県

全国老年人口比

2000年の斜線

全国老年人口比

2005年の斜線

全国老年人口比

2010年の斜線

 
 
○21  xcampusビューアのメニューで［ウインドウ］⇒［新しいウインドウを開く］を選び，合成昇順スカイラ
イン図⑮や合成昇順相対スカイライン図⑰，合成累積散布図⑲とは別ウインドウに，合成累積相対散布図【ロ

ーレンツ曲線】を描く。メニューまたはポップアップ・メニューで［表示］⇒［次のグラフ］の操作は 12回
繰り返す。その後の操作は前§55の○21と同じで，合成累積相対散布図が xcampusビューア上に描出される。 
○22  §54 の⑯～⑲と同様の操作を行う。横軸の累積値および縦軸の累積値を，各最大値で割って相対化（基準

化）した累積相対散布図を，2000 年・2005 年・2010 年の３時点別に求めたものを合成した図である。Excel

の新シート（名称：累積相対）上に完成した３時点合成累積相対散布図は，次のようになる。 
都道府県別の2000・2005・2010年の３時点の合成老年人口比（65歳以上人口比）昇順累積相対散布図（ローレンツ曲線）

縦軸：累積相対老年人口 バブルの面積：老年人口に比例

横軸：累積相対人口

a 北 海 道

b 青 森 県

c 岩 手 県

d 宮 城 県

e 秋 田 県

f 山 形 県

g 福 島 県

h 茨 城 県

i 栃 木 県

j 群 馬 県

k 埼 玉 県

l 千 葉 県

m 東 京 都

n 神奈川県

o 新 潟 県

p 富 山 県

q 石 川 県

r 福 井 県

s 山 梨 県

t 長 野 県

u 岐 阜 県

v 静 岡 県

w 愛 知 県

x 三 重 県

y 滋 賀 県

z 京 都 府

A 大 阪 府

B 兵 庫 県

C 奈 良 県

D 和歌山県

E 鳥 取 県

F 島 根 県

G 岡 山 県

H 広 島 県

I 山 口 県

J 徳 島 県

K 香 川 県

L 愛 媛 県

M 高 知 県

N 福 岡 県

O 佐 賀 県

P 長 崎 県

Q 熊 本 県

R 大 分 県

S 宮 崎 県

T 鹿児島県

U 沖 縄 県

2010年老年人口比のローレンツ曲線

■2005年老年人口比のローレンツ曲線

●2000年老年人口比のローレンツ曲線
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斜線（45°線）の下方に湾曲した曲線が３本描かれる。曲線を強調するために，今回はバブルサイズを同一

にして描いている。３本の軌跡【ローレンツ曲線】は，年を経るごとに斜線（45°線）に近づき，都道府県別

の老年人口比の地域間差異は徐々に小さくなっている。 
○23  xcampus ビューアの［ウインドウ］⇒［num.n］で，num 数値ウインドウを最前面に出し，ジニ係数を

を調べる。あるいは⑬のブラウザ上の送信結果のテキストに表示される同じ結果を調べる。 
都道府県別の老年人口比のジニ係数は，2000年が 0.0950，2005年が 0.0750，2010年が 0.0604と 5年ご
とに 2割ずつ縮小し，老年人口比の都道府県間差異は小さくなっている。 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   ======== print of < $s or $r or $t  in $$v >==== =pr*(a,u,s,k)   【都道府県別2000年】                                                   
     sign a                u                s                k 

 variable a=@.s(d)         u=@.s(x)         s=(u/a)          ジニ係数  

    1.     126697288         22005148        0.1736829       0.0950421 

 

  ======== print of < $s or $r or $t  in $$v >==== =pr*(a,u,s,k)    【都道府県別2005年】                                                    
     sign a                u                s                k 

 variable a=@.s(d)         u=@.s(x)         s=(u/a)          ジニ係数         

    1.     127285624         25672004        0.2016882       0.07503553 

 

  ======== print of < $s or $r or $t  in $$v >==== =pr*(a,u,s,k)    【都道府県別2010年】                                                    
     sign a                u                s                k 

 variable a=@.s(d)         u=@.s(x)         s=(u/a)          ジニ係数         

    1.     127080944         29245688        0.2301343       0.06038830 
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第 15章 電話勧誘販売の追補 
 

§57．電話勧誘販売の商品・サービス別の消費相談高齢者比率の２時点の合成昇順スカイライン

図・合成昇順相対スカイライン図・合成累積散布図・合成累積相対散布図 
 

拙著［2012］第２章§12では，電話勧誘販売の相談件数に関して，２時点，具体的には 2009 年度と 2010

年度について，商品サービス(大分類)別の高齢者比率の合成スカイライン図と合成バブル扇形散布図を作画し

た。本§では，同じデータを用いて，２時点の合成の高齢者比率の昇順スカイライン図・昇順相対スカイライ

ン図・昇順累積散布図・昇順累積相対散布図【ローレンツ曲線】を描くことにする。 

 

① 拙著［2012］§11 の⑤の Excel ワークシート上の，K5 セルから L29 セルまで（合計の行 30は含めない），

つまり 2009 年度の商品・サービス別の相談件数合計と 60 歳以上相談件数を選択して［コピー］し，②の該当

個所に貼り付ける。次に，2010 年度の相談件数合計と 60 歳以上相談件数の K32：L56 の範囲を選択して［コ

ピー］し，②の該当箇所に貼り付ける。 

② Web ページ skyline2-ascending-pionet-telemarketing-2period-elderly.htm のフォームに，最初は①の
2009 年度のコピー部分を［貼り付け］，次いで 2010 年度のコピー部分を［貼り付け］る。なお入力データの

並びは§54～§56の分子，分母の順ではなく，分母，分子の順になっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

====   skyline2-ascending-pionet-telemarketing-2period-elderly      =========== 

====   電話勧誘販売の商品・サービス別の消費相談高齢者比率の 

====      ２時点の合成昇順スカイライン図・合成昇順相対スカイライン図 

====                 ・合成累積散布図・合成累積相対散布図【ローレンツ曲線】 

========================================================================== 

$$u     // ユーザデータ・セクション 【第１データ群】 

--------------------------- 2009 年度分 -------------------- 

$c            // クロスセクションデータ属性コマンド 

0001.00,0025.00,ddd       // ケース始点,終点番号 ,★第１系列名 分母 相談件数合計 

               ,xxx       // 空白で同一ケース範囲,★第２系列名 分子 高齢者相談件数 

$d            // データ入力指示コマンド 

ctype               // ケース毎に読むタイプ 

------- ★ユーザ文字・数値データをこの行直後にペーストする ★↓↓★ 

2135  713  

5368  3958  

1078  574  

途中省略 

1670  75  

29  20  

287  109  

$l           // 入力変量のリスト出力コマンド 

((B((                        // 繰り返しルーティン Bの始点 

================================================= 

$$v     // 変量分析セクション 

$a        // 変量記号の割り当て 

d,ddd          // d 分母 

x,xxx          // x 分子 

$d        // 表示範囲 

all           // 全範囲 

---------------- 

$t         // 変数変換 

U=(100)     // ★比率の表示単位 百分率 100 10 万人当たり 100000 

【§55 のプログラムと同じなので途中省略】 

=============== 

))B))                        // 繰り返しルーティン Bの終点 

====================================== 

$$v     // 変量分析セクション 

$t         // 変数変換 

A=(a)         // 合成グラフ作成用に，第１群の変量 の記号を変更 

R=(r) 

【§55 のプログラムと同じなので途中省略】 

============================================================================ 

=================== 

$$u     // ユーザデータ・セクション 【第２データ群】 

--------------------------- 2010 年度分 -------------------- 

$$u     // ユーザデータ・セクション 

$c            // クロスセクションデータ属性コマンド 

0001.00,0025.00,ddd       // ケース始点,終点番号 ,★第１系列名 分母 相談件数合計 

               ,xxx       // 空白で同一ケース範囲,★第２系列名 分子 高齢者相談件数 

この数値部分を反転させて 
①での 2009年度のコピー部
分を［貼り付け］ 

ケースの数 
ここでは 25の商品・サービス 

ケースの数 
ここでは 25の商品・サービス 

比率の表示単位は変更可 
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③ 送信結果に対して［編集］⇒［すべて選択］して反転させ ［編集］⇒［コピー］ 
④ xcampus ビューア の ［Web 結果の貼り付け］ ボタンを クリック 
⑤ xcampus ビューア上のメニューまたはポップアップ・メニューで§54 の⑮と同じ操作により，所定の合
成昇順スカイライン図が xcampusビューア上に描出される。 
⑥ §54の⑯～⑲と同様の操作で，電話勧誘販売の相談件数に関して，２時点の商品サービス(大分類)別の高
齢者比率の合成昇順スカイライン図の完成図が得られる。合成昇順スカイライン図の全体の形状は両年度で類

似しているが，2010年度は 2009年度に比べて，横幅（件数合計）が増大し，高さ（高齢者比率）も上昇し，
したがって各棒グラフの面積（高齢者相談件数）は大きくなっている。 

電話勧誘販売の商品・サービス（大分類）別の消費生活相談高齢者比率の2009年度と2010年度の合成昇順スカイライン図
縦軸：高齢者比率（％） 棒グラフの面積：高齢者相談件数に比例

棒グラフの幅：相談件数合計に比例

横軸：累積相談件数（件）

金
融
・
保
険
サ
ー
ビ
ス

食
料
品

教
養
娯
楽
品

全項目生活相談高齢者比率2009年

運
輸
・
通
信
サ
ー
ビ
ス

a 商品一般

b 食料品

c 住居品

d 光熱水品

e 被服品

f 保健衛生品

g 教養娯楽品

h 車両・乗り物

i 土地・建物・設備

j 他の商品

k クリーニング

l レンタル・リース・貸借

m 工事・建築・加工

n 修理・補修

o 管理・保管

p 役務一般

q 金融・保険サービス

r 運輸・通信サービス

s 教育サービス

t 教養・娯楽サービス

u 保健・福祉サービス

v 他の役務

w 内職・副業・ねずみ講

x 他の行政サービス

y 他の相談

2009年度 2010年度

金
融
・
保
険
サ
ー
ビ
ス

食
料
品

運
輸
・
通
信
サ
ー
ビ
ス

教
養
娯
楽
品

全項目生活相談高齢者比率2010年度

 
⑦ xcampus ビューアのメニューで［ウインドウ］⇒［view1.g］を選び，上記の合成昇順スカイライン図⑤
と別のウインドウに合成昇順相対スカイライン図を描く。xcampus ビューア上のメニューまたはポップアッ
プ・メニューで［表示］⇒［次のグラフ］の操作を５回繰り返す。その後の操作は§54 の⑮と同じで，所定

$d            // データ入力指示コマンド 

ctype               // ケース毎に読むタイプ 

------- ★ユーザ文字・数値データをこの行直後にペーストする ★↓↓★ 

2662  1149  

8303  6230  

1183  662  

331  162  

途中省略  

3005  832  

333  209  

3830  1978  

879  51  

28  10  

303  131   

======================  

$l           // 入力変量のリスト出力コマンド 

================================= 

((B))                        // 繰り返しルーティン Bの実行 

================================================================== 

=========       【第１データ群】と【第２データ群】の合成 

$$v     // 変量分析セクション 

【§55 のプログラムと同じなので途中省略】 

========================== 

$$g       // グラフセクション 

【§55 のプログラムと同じなので途中省略】 

======================= 

$$           // 終了セクション 

この数値部分を反転させて 
①での 2010年度のコピー部
分を［貼り付け］ 



兵庫県立大学政策科学研究所「研究資料」№245 2012年 7月                                        33 

の合成昇順相対スカイライン図が xcampusビューア上に描出される。 
⑧ §54の⑯～⑲と同様の操作で，2009 年度と 2010 年度の２時点の合成の昇順相対スカイライン図の完成図
が得られる。相談件数合計が両年度とも等しい（１）とした場合の昇順スカイライン図であり，大多数の商品

サービス(大分類)項目で高齢者比率が上昇し，とりわけ金融保険サービスの占めるシェアが拡大し，高齢者比

率の項目間の差異が幾分少なくなっている。 
電話勧誘販売の商品・サービス（大分類）別の消費生活相談高齢者比率の2009年度と2010年度の合成昇順相対スカイライン図

縦軸：高齢者比率（％） 棒グラフの面積：高齢者相談件数に比例

棒グラフの幅：相談件数合計に比例

横軸：累積相対相談件数

金
融
・
保
険
サ
ー
ビ
ス

食
料
品

教
養
娯
楽
品

全項目生活相談高齢者比率2009年

運
輸
・
通
信
サ
ー
ビ
ス

a 商品一般

b 食料品

c 住居品

d 光熱水品

e 被服品

f 保健衛生品

g 教養娯楽品

h 車両・乗り物

i 土地・建物・設備

j 他の商品

k クリーニング

l レンタル・リース・貸借

m 工事・建築・加工

n 修理・補修

o 管理・保管

p 役務一般

q 金融・保険サービス

r 運輸・通信サービス

s 教育サービス

t 教養・娯楽サービス

u 保健・福祉サービス

v 他の役務

w 内職・副業・ねずみ講

x 他の行政サービス

y 他の相談

2009年度 2010年度

金
融
・
保
険
サ
ー
ビ
ス

食
料
品

運
輸
・
通
信
サ
ー
ビ
ス

教
養
娯
楽
品

全項目生活相談高齢者比率2010年度

 
 

⑨ xcampusビューアのメニューで［ウインドウ］⇒［新しいウインドウを開く］を選び，合成昇順スカイラ
イン図⑤や合成昇順相対スカイライン図⑦とは別のウインドウに，合成累積散布図を描く。メニューまたはポ

ップアップ・メニューで［表示］⇒［次のグラフ］の操作を８回繰り返す。その後の操作は§54 の⑳と同じ
で，所定の合成累積散布図が xcampusビューア上に描出される。 
⑩ §54の⑯～⑲と同様の操作を行う。完成した合成累積散布図は，次のようになる。 

電話勧誘販売の商品・サービス（大分類）別の消費生活相談高齢者比率の2009年度と2010年度の合成昇順累積散布図
縦軸：累積高齢者相談件数（件）

棒グラフの幅：相談件数合計に比例

横軸：累積相談件数（件）

金
融
・
保
険
サ
ー
ビ
ス

食
料
品

教
養
娯
楽
品

全項目生活相談高齢者比率2009年度

運
輸
・
通
信
サ
ー
ビ
ス

a 商品一般

b 食料品

c 住居品

d 光熱水品

e 被服品

f 保健衛生品

g 教養娯楽品

h 車両・乗り物

i 土地・建物・設備

j 他の商品

k クリーニング

l レンタル・リース・貸借

m 工事・建築・加工

n 修理・補修

o 管理・保管

p 役務一般

q 金融・保険サービス

r 運輸・通信サービス

s 教育サービス

t 教養・娯楽サービス

u 保健・福祉サービス

v 他の役務

w 内職・副業・ねずみ講

x 他の行政サービス

y 他の相談

2009年度

2010年度

金
融
・
保
険
サ
ー
ビ
ス

食
料
品

運
輸
・
通
信

サ
ー
ビ
ス

教
養
娯
楽
品

全項目生活相談高齢者比率2010年度
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合成累積散布図の左側の斜線の傾きは，2009 年度の全項目の生活相談高齢者比率に一致し，右側の斜線は

2010 年度の生活相談高齢者比率に一致する。電話勧誘販売の商品サービスの各項目の生活相談高齢者比率が

仮に均等とした場合は，これらの累積の散布点の軌跡はこれらの斜線上に重なることになる。両年度の散布点

の軌跡は斜線からはかなり離れていて，項目間の差異が大きいといえる。 
⑪ xcampusビューアのメニューで［ウインドウ］⇒［新しいウインドウを開く］を選び，合成昇順スカイラ
イン図⑤や合成昇順相対スカイライン図⑦，合成累積散布図⑨とは別のウインドウに，合成累積相対散布図【ロ

ーレンツ曲線】を描く。操作は§55の○21と同じである。 
⑫ §54 の⑯～⑲と同様の操作を行う。Excel の新シート（名称：累積相対）上に完成した合成累積相対散布

図【ローレンツ曲線】は，次のようになる。横軸の累積値および縦軸の累積値を，各最大値で割って相対化（基

準化）した累積相対散布図を，2009 年度と 2010 年度について求め，合成した図である。原点と座標（1，1）

を結ぶ斜線（45°線）の下方に比較的大きな湾曲した線【ローレンツ曲線】が 2本描かれる。その上の各散布

点のバブルサイズは高齢者相談件数の面積比例にしている。2009 年度のバブル（○のマーク）も 2010 年度の

バブル（□マーク）も金融・保険サービスの項目が目立っている。2009 年度の曲線（○のマーク）よりも 2010

年度の曲線（□マーク）の方が，斜線（45°線）に近い位置にある。つまり，電話勧誘販売の商品サービス別

の生活相談高齢者比率の項目間差異は，2009 年度から 2010 年度にかけて幾分縮小している。 
電話勧誘販売の商品・サービス別の消費生活相談高齢者比率の2009年度と2010年度の合成昇順累積相対散布図【ローレンツ曲線】

縦軸：累積相対高齢者相談件数

棒グラフの幅：相談件数合計に比例

横軸：累積相対相談件数

金
融
・
保
険
サ
ー
ビ
ス

食
料
品

教
養
娯
楽
品

●2009年度

運
輸
・
通
信
サ
ー
ビ
ス

a 商品一般

b 食料品

c 住居品
d 光熱水品

e 被服品

f 保健衛生品

g 教養娯楽品

h 車両・乗り物

i 土地・建物・設備
j 他の商品

k クリーニング

l レンタル・リース・貸借

m 工事・建築・加工

n 修理・補修

o 管理・保管
p 役務一般

q 金融・保険サービス

r 運輸・通信サービス

s 教育サービス

t 教養・娯楽サービス

u 保健・福祉サービス
v 他の役務

w 内職・副業・ねずみ講

x 他の行政サービス

y 他の相談

金
融
・
保
険
サ
ー
ビ
ス

食
料
品

運
輸
・
通
信

サ
ー
ビ
ス

教
養
娯
楽
品

■2010年度

 
⑬ xcampus ビューアの［ウインドウ］⇒［num.n］で，num 数値ウインドウを最前面に出し，ジニ係数を

を調べる。あるいは③のブラウザ上の送信結果のテキストに表示される同じ結果を調べる。 
電話勧誘販売の商品サービス別の生活相談高齢者比率のジニ係数は，2009年度は 0.272に対して，2010年
度は 0.220と２割程度減少し，高齢者比率の商品サービス項目間の差異が縮小している。 
 

 

 

 

 

 
 
 
 

   ======== print of < $s or $r or $t  in $$v >==== =pr*(a,u,s,k)   【2009年度】                                                   

     sign a                u                s                k 

 variable a=@.s(d)         u=@.s(x)         s=(u/a)          ジニ係数  

    1.     49581.00         19846.00        0.4002743        0.2720214 

 

  ======== print of < $s or $r or $t  in $$v >==== =pr*(a,u,s,k)    【2010年度】                                  

     sign a                u                s                k 

 variable a=@.s(d)         u=@.s(x)         s=(u/a)          ジニ係数         

    1.     64060.00         32918.00        0.5138620        0.2200819 
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§58．電話勧誘販売の商品サービス（大分類）別の年齢３区分相談構成比の合計込三色三角バブ

ルグラフ 
 

拙著［2012］の第２章§15 では，電話勧誘販売の商品サービス(大分類)別年齢３区分の相談件数を用いて，

年齢３区分構成比の三色三角バブルグラフを描いた。外側のバブルのサイズは消費相談件数合計に，内側のバ

ブルのサイズは 60歳以上の消費生活相談件数に面積比例させる二重バブルのグラフを描いた。本稿では，合

計を含める合計込三色三角バブルグラフを提案し，全項目合計の構成比・色合い・規模も含めることによって，

より説得力のあるグラフになることを示す。 

① 拙著［2012］第２章§14 の①の Excel シート上の年齢３区分の相談件数，つまり「40歳未満」「40・50

歳代」「60 歳以上」の各相談件数を，合計行も含めてコピーする。下図のセル範囲 O5：Q30 を選択し，［コ

ピー］する。 

  
② Webページ ternary-telemarketing-main-class-by-age-with-total.htm のフォームに［貼り付け］る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

============== ternary-telemarketing-main-class-by-age-with-total ======== 

==== 電話勧誘販売の商品サービス(大分類)別の 

====            年齢３区分相談構成比の【合計込】三色三角バブルグラフ 

========================================================================== 

$$u     // ユーザデータ・セクション 

$c            // クロスセクションデータ属性コマンド 

0001.00,0026.00,aa    // ケース始点,終点番号  ,第１系列変量名;単位 40 歳未満 

               ,bb    //  空白で同一ケース範囲,第２系列変量名;単位 40・50 歳代 

               ,cc    //  空白で同一ケース範囲,第３系列変量名;単位 60 歳以上 

-----------------       データ入力指示コマンド 

$d  

ctype  // ケース毎に読むタイプ 

------- ★ユーザ文字・数値データをこの行直後にペーストする ★↓↓★ 

1117  1681  2526  

759  2228  12400  

166  680  1479  

51  181  304  

348  301  418  

290  824  1406  

2857  3773  5534  

途中省略 

142  392  18  

2469  2868  1848  

96  170  577  

1009  1965  4625  

1595  964  150  

5  19  47  

110  198  305 

21461  38610  69034 

=============================== 

【この後は§15 のプログラムと同じなので省略】 

この数値部分を反転させて 
①でのコピー部分を［貼り付け］ 

ケースの数 
ここでは 26 
つまり 25の商品・サービス 
及び合計の 26 

合計行も含めて［コピー］ 
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③ この後の操作は拙著［2012］の第２章§15 と全く同じである。最終的に得られた【合計込】三色三角

バブルグラフは次のようになる。電話勧誘販売形態における【合計】のバブルをみると，60 歳以上の高齢者

構成比が高くピンク系で，内側バブル（60 歳以上の件数に比例）も大きいことが分る。そして個別の商品・

サービス項目においても，赤みの帯びたバブルが大多数である。赤系と異なる散布点は僅かである。左下の青

い色のバブルの「40・50 歳代」の相談件数構成比が高い項目は，「土地・建物・設備」である。右下の方の緑

のバブルの「40 歳未満」の相談件数構成比が高い項目は，「内職・副業・ねずみ講」である。中央下部のシア

ン系の灰色がかった項目は，60 歳未満の構成比が高い「教養・娯楽サービス」である。電話勧誘販売では，

これら以外の大多数の商品サービスにおいて，また【合計】のバブルに代表される全体の傾向として，60 歳

以上の高齢者の消費生活相談のトラブルの多さを，【合計込】三色三角バブルグラフから視覚的に捉えること

ができよう。電話勧誘販売の年齢３区分構成比の合計込三色三角バブルグラフでは，合計の赤系の大きな二重

バブル（内側バブルが高齢者相談件数）が，高齢者（60 歳以上）の比率と件数規模の深刻さを端的に表現し

ている。 

 
電話勧誘販売の商品サービス(大分類)別年齢３区分「40歳未満」「40・50歳代」「60歳以上」の相談件数構成比の【合計込】三色三角バブルグラフ

外側バブルサイズ：相談件数合計 内側バブルサイズ：60歳以上相談件数合計
縦軸y(赤）：60歳以上の構成比

←横軸 ｚ(青）：40・50歳代の構成比 →横軸：ｘ（緑）：40歳未満構成比

商品・サービス（大分類）

印字

a 商品一般

b 食料品

c 住居品

d 光熱水品

e 被服品

f 保健衛生品

g 教養娯楽品

h 車両・乗り物

i 土地・建物・設備

j 他の商品

k クリーニング

l レンタル・リース・貸借

m 工事・建築・加工

n 修理・補修

o 管理・保管

p 役務一般

q 金融・保険サービス

r 運輸・通信サービス

s 教育サービス

t 教養・娯楽サービス

u 保健・福祉サービス

v 他の役務

w 内職・副業・ねずみ講

x 他の行政サービス

y 他の相談

商品・サービス（大分類）

印字

a 商品一般

b 食料品

c 住居品

d 光熱水品

e 被服品

f 保健衛生品

g 教養娯楽品

h 車両・乗り物

i 土地・建物・設備

j 他の商品

k クリーニング

l レンタル・リース・貸借

m 工事・建築・加工

n 修理・補修

o 管理・保管

p 役務一般

q 金融・保険サービス

r 運輸・通信サービス

s 教育サービス

t 教養・娯楽サービス

u 保健・福祉サービス

v 他の役務

w 内職・副業・ねずみ講

x 他の行政サービス

y 他の相談

ｚ 合計
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第 16章 70歳以上の地域別人口調整相談件数の追補 
 

§59．70 歳以上の商品サービス(小分類)の人口調整相談件数のうち３項目の合成昇順スカイラ
イン図・合成累積散布図・合成累積相対散布図 

 

拙著［2012］の第 10 章§44 では，70 歳以上の商品サービス(小分類)の人口調整相談件数について，３項目

（商品サービス）の地図状グラフを描いた。本§では，それらの３項目，具体的には健康食品，株，ふとん類

の人口調整相談件数の昇順スカイライン図・昇順相対スカイライン図・昇順累積散布図・昇順累積相対散布図

【ローレンツ曲線】を描く。 

① 拙著［2012］の§42 の③の Excel ワークシート上の，

健康食品，株，ふとん類の行，および 70 歳以上人口の行

を［コピー］して，新しいシートに 

［貼り付け］⇒［形式を選択して貼り付け］ 

⇒［行列を入れ替え 値と数値の書式］ 

で，次のような表を作成する。 

D4：E16 のセル範囲，つまり 70 歳以上人口と健康食品

相談件数を選択して［コピー］し，②の該当個所に貼り付

ける。次に，H4：I16 のセル範囲，つまり 70 歳以上人口

と株相談件数を選択して［コピー］し，②の該当個所に貼

り付ける。また，L4：M16 のセル範囲，つまり 70歳以上

人口とふとん類相談件数を選択して［コピー］し，②の該当個所に貼り付ける。 

 
② Webページ skyline3-ascending-per-capita-age-70over-rank50-sub-items-region.htm のフォームに，最
初は①の健康食品のコピー部分を［貼り付け］，次に株のコピー部分を，最後にふとん類のコピー部分を［貼

り付け］る。なお入力データの並びは§54～§56の分子，分母の順ではなく，分母，分子の順になっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

====  skyline3-ascending-per-capita-age-70over-rank50-sub-items-region ======= 

====   70 歳以上の商品サービス(小分類)の人口調整相談件数のうち 

====   ３項目の合成昇順スカイライン図・合成昇順相対スカイライン図 

====                 ・合成累積散布図・合成累積相対散布図【ローレンツ曲線】 

=============================================================================== 

$$u     // ユーザデータ・セクション 【第１データ群】 

----------------- 健康食品分 ---------- 

$c            // クロスセクションデータ属性コマンド 

0001.00,0013.00,ddd       // ケース始点,終点番号 ,★第１系列名 分母 70 歳以上人口 

               ,xxx       // 空白で同一ケース範囲,★第２系列名 分子 健康食品相談件数 

$d            // データ入力指示コマンド 

ctype               // ケース毎に読むタイプ 

------- ★ユーザ文字・数値データをこの行直後にペーストする ★↓↓★ 

1783746 1038  

1022796 481  

1128051 613  

途中省略  

799783 591  

1853606 1624  

754978 770  

$l           // 入力変量のリスト出力コマンド 

((B((                        // 繰り返しルーティン Bの始点 

================================================= 

$$v     // 変量分析セクション 

$a        // 変量記号の割り当て 

d,ddd          // d 分母 

x,xxx          // x 分子 

この数値部分を反転させて 
①での健康食品のコピー部分を

［貼り付け］ 

ケースの数 
ここでは 13の地域 
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③ 送信結果に対して［編集］⇒［すべて選択］して反転させ ［編集］⇒［コピー］ 
④ xcampus ビューア の ［Web 結果の貼り付け］ ボタンを クリック 

$d        // 表示範囲 

all           // 全範囲 

---------------- 

$t         // 変数変換 

U=(100000)     // ★比率の表示単位 百分率 100 10 万人当たり 100000 

q=(x/d)*U     // 比率 q 

【§56 のプログラムと同じなので途中省略】 

=============== 

))B))                        // 繰り返しルーティン Bの終点 

====================================== 

$$v     // 変量分析セクション 

$t         // 変数変換 

A=(a)         // 合成グラフ作成用に，第１群の変量 の記号を変更 

R=(r) 

【§56 のプログラムと同じなので途中省略】 

============================================================================ 

=================== 

$$u     // ユーザデータ・セクション 【第２データ群】 

----------------- 株分 ---------- 

$c            // クロスセクションデータ属性コマンド 

0001.00,0013.00,ddd       // ケース始点,終点番号 ,★第１系列名 分母 70 歳以上人口 

               ,xxx       // 空白で同一ケース範囲,★第２系列名 分子 株相談件数 

$d            // データ入力指示コマンド 

ctype               // ケース毎に読むタイプ 

------- ★ユーザ文字・数値データをこの行直後にペーストする ★↓↓★ 

1783746 447  

1022796 269  

1128051 459  

途中省略 

799783 292  

1853606 798  

754978 172  

$l           // 入力変量のリスト出力コマンド 

================================= 

 ((B))                        // 繰り返しルーティン Bの実行 

================================================================== 

=========       【第１データ群】と【第２データ群】の合成 

$$v     // 変量分析セクション 

【§56 のプログラムと同じなので途中省略】 

============================================================================ 

=================== 

$$u     // ユーザデータ・セクション 【第３データ群】 

----------------- ふとん類分 ---------- 

$c            // クロスセクションデータ属性コマンド 

0001.00,0013.00,ddd       // ケース始点,終点番号 ,★第１系列名 分母 70 歳以上人口 

               ,xxx       // 空白で同一ケース範囲,★第２系列名 分子 ふとん類相談件数 

$d            // データ入力指示コマンド 

ctype               // ケース毎に読むタイプ 

------- ★ユーザ文字・数値データをこの行直後にペーストする ★↓↓★ 

1783746 691  

1022796 496  

1128051 531  

途中省略 

799783 214  

1853606 1013  

754978 293  

$l           // 入力変量のリスト出力コマンド 

================================= 

((B))                        // 繰り返しルーティン Bの実行 

================================================================== 

=========       【第１データ群】と【第２データ群】【第３データ群】の合成 

$$v     // 変量分析セクション 

【§56 のプログラムと同じなので途中省略】 

========================== 

$$g       // グラフセクション 

【§56 のプログラムと同じなので途中省略】 

======================= 

$$           // 終了セクション 

ケースの数 
ここでは 13の地域 

この数値部分を反転させて 
①での株のコピー部分を

［貼り付け］ 

比率の表示単位は変更可 

ケースの数 
ここでは 13の地域 

この数値部分を反転させて 
①でのふとん類のコピー部分

を［貼り付け］ 
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⑤ xcampus ビューア上のメニューまたはポップアップ・メニューで§54 の⑮と同じ操作により，所定の合
成昇順スカイライン図が xcampusビューア上に描出される。 
⑥ §54 の⑯～⑲と同様の操作で，70 歳以上の相談件数に関して，３項目の商品サービスの人口調整相談件
数の合成昇順スカイライン図の完成図が得られる。合成昇順スカイライン図の「健康食品」「株」「ふとん類」

の地域の並びは異なっている。例えば人口調整相談件数において南関東は，健康食品では一番低いが，株では

一番高く，またふとん類では全国の中位に位置する。西日本の各地域は，健康食品やふとん類では目立って人

口調整相談件数が高いが，株では低い。 

 
70歳以上の健康食品・株・ふとん類の3項目の地域別人口調整相談件数の昇順スカイライン図

縦軸：人口調整相談件数（10万人当たり） 棒グラフの面積：相談件数に比例

横軸：累積70歳以上人口（人）

a 北海道・東北北部（北海道、青森、岩手、秋田）
b 東北南部（宮城、山形、福島）
c 北関東（茨城、栃木、群馬）
d 南関東（埼玉、千葉、東京、神奈川）
e 甲信越（新潟、山梨、長野）
f 北陸（富山、石川、福井）
g 東海（岐阜、静岡、愛知、三重）
h 近畿（滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山）
i 山陰（鳥取、島根）
j 山陽（岡山、広島、山口）
k 四国（徳島、香川、愛媛、高知）
l 九州北部（福岡、佐賀、長崎、熊本、大分）
m 九州南部・沖縄（宮崎、鹿児島、沖縄）

南
関
東

南
関
東

南
関
東

近
畿

近
畿

近
畿

東
海

東
海

東
海

九
州
北
部

九
州
北
部

九
州
北
部

山
陽

山
陽

山
陽

四
国

四
国

四
国

健康食品の全国人口調整相談件数
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⑦ xcampus ビューアのメニューで［ウインドウ］⇒［view1.g］を選び，上記の合成昇順スカイライン図⑤
と別のウインドウに合成昇順相対スカイライン図を描く。xcampus ビューア上のメニューまたはポップアッ
プ・メニューで［表示］⇒［次のグラフ］の操作を５回繰り返す。その後の操作は§54 の⑮と同じで，所定
の合成昇順相対スカイライン図が xcampusビューア上に描出される。 
⑧ §54の⑯～⑲と同様の操作で，健康食品・株・ふとん類の３項目の合成昇順相対スカイライン図の完成図
が得られる。３項目とも分母の 70 歳以上人口は同じなので，横軸の値を相対化しても昇順スカイライン図⑤

とまったく同じ形状になる。それゆえ，合成昇順相対スカイライン図は掲載しない。 

⑨ xcampusビューアのメニューで［ウインドウ］⇒［新しいウインドウを開く］を選び，合成昇順スカイラ
イン図⑤や合成昇順相対スカイライン図⑦とは別のウインドウに，合成累積散布図を描く。メニューまたはポ

ップアップ・メニューで［表示］⇒［次のグラフ］の操作を８回繰り返す。その後の操作は§54 の⑳と同じ
で，所定の合成累積散布図が xcampusビューア上に描出される。 
⑩ §54の⑯～⑲と同様の操作を行う。完成した合成累積散布図は，次のようになる。合成累積散布図の斜線
の傾きは左側から順に，健康食品，株，ふとん類の全国人口調整相談件数に比例する。各地域の人口調整相談

件数が仮に均等とした場合は，これらの累積の散布点の軌跡はこれらの斜線上に重なることになる。株の散布

点の軌跡は斜線からは最も離れていて，地域間の差異が健康食品やふとん類よりも大きい。 
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70歳以上の健康食品・株・ふとん類の3項目の地域別人口調整相談件数の昇順累積散布図
縦軸：累積相談件数（件）

横軸：累積70歳以上人口（人）

a 北海道・東北北部（北海道、青森、岩手、秋田）
b 東北南部（宮城、山形、福島）
c 北関東（茨城、栃木、群馬）
d 南関東（埼玉、千葉、東京、神奈川）
e 甲信越（新潟、山梨、長野）
f 北陸（富山、石川、福井）
g 東海（岐阜、静岡、愛知、三重）
h 近畿（滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山）
i 山陰（鳥取、島根）
j 山陽（岡山、広島、山口）
k 四国（徳島、香川、愛媛、高知）
l 九州北部（福岡、佐賀、長崎、熊本、大分）
m 九州南部・沖縄（宮崎、鹿児島、沖縄）
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傾き：健康食品の全国人口調整相談件数

傾き：ふとん類の全国人口調整相談件

傾き：株の全国人口調整相談件数
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⑪ xcampusビューアのメニューで［ウインドウ］⇒［新しいウインドウを開く］を選び，合成昇順スカイラ
イン図⑤や合成昇順相対スカイライン図⑦，合成累積散布図⑨とは別のウインドウに，合成累積相対散布図【ロ

ーレンツ曲線】を描く。操作は§55の○21と同じである。ただし，メニューまたはポップアップ・メニューで 
 ［表示］⇒［次のグラフ］の操作は 12回繰り返す。 
⑫ §54 の⑯～⑲と同様の操作を行う。Excel の新シート上に完成した合成累積相対散布図【ローレンツ曲線】

は，次のようになる。 
70歳以上の健康食品・株・ふとん類の3項目の地域別人口調整相談件数の昇順累積相対散布図【ローレンツ曲線】

縦軸：累積相対相談件数 バブルの面積：相談件数に比例

横軸：累積相対70歳以上人口

a 北海道・東北北部（北海道、青森、岩手、秋田）
b 東北南部（宮城、山形、福島）
c 北関東（茨城、栃木、群馬）
d 南関東（埼玉、千葉、東京、神奈川）
e 甲信越（新潟、山梨、長野）
f 北陸（富山、石川、福井）
g 東海（岐阜、静岡、愛知、三重）
h 近畿（滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山）
i 山陰（鳥取、島根）
j 山陽（岡山、広島、山口）
k 四国（徳島、香川、愛媛、高知）
l 九州北部（福岡、佐賀、長崎、熊本、大分）
m 九州南部・沖縄（宮崎、鹿児島、沖縄）
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横軸の累積値および縦軸の累積値を，各最大値で割って相対化（基準化）した累積相対散布図を，健康食品，

株，ふとん類について求め，合成した図である。原点と座標（1，1）を結ぶ斜線（45°線）の下方に湾曲した

線【ローレンツ曲線】が３本描かれる。その上の各散布点のバブルサイズは相談件数の面積比例にしている。

株の曲線（□のマーク）は，健康食品の曲線（○マーク）やふとん類の曲線（◇マーク）よりも，斜線（45°

線）からは遠い位置にある。つまり，70 歳以上の人口調整生活相談件数で，株の項目が健康食品やふとん類

よりも地域間差異が大きいことを物語っている。 

⑬ xcampus ビューアの［ウインドウ］⇒［num.n］で，num 数値ウインドウを最前面に出し，ジニ係数を

を調べる。あるいは③のブラウザ上の送信結果のテキストに表示される同じ結果を調べる。 
70 歳以上に関して，株の人口調整相談件数の地域間差異のジニ係数は 0.214 で，健康食品の 0.145 やふと
ん類の 0.141に対して，５割ほど高めで，株の地域間差異は比較的大きいといえる。 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   ======== print of < $s or $r or $t  in $$v >==== =pr*(a,u,s,k)   【健康食品】                               

     sign a                u                s                k 

 variable a=@.s(d)         u=@.s(x)         s=(u/a)          ジニ係数  

    1.     21035512         12511.00     0.0005947562        0.1451853 

 

  ======== print of < $s or $r or $t  in $$v >==== =pr*(a,u,s,k)    【株】                                                    

     sign a                u                s                k 

 variable a=@.s(d)         u=@.s(x)         s=(u/a)          ジニ係数         

    1.     21035512         11636.00     0.0005531598        0.2144591 

 

  ======== print of < $s or $r or $t  in $$v >==== =pr*(a,u,s,k)    【ふとん類】                                                    

     sign a                u                s                k 

 variable a=@.s(d)         u=@.s(x)         s=(u/a)          ジニ係数         

    1.     21035512         8573.000     0.0004075489        0.1409062 
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§60．70 歳以上の商品サービス(小分類)の人口調整相談件数のうち４項目の合成昇順スカイラ
イン図・合成累積散布図・合成累積相対散布図 

 

本§では，70歳以上の商品サービス(小分類)の人口調整相談件数について，それらの４項目，具体的には

健康食品，株，公社債，放送サービスの人口調整相談件数の昇順スカイライン図・昇順累積散布図・昇順累積

相対散布図【ローレンツ曲線】を描く。 

① 前§59の①と同様に，拙著［2012］の§42 の③の Excel ワークシート上の，健康食品，株，公社債，放送

サービスの行，および 70歳以上人口の行を［コピー］して，新しいシートに 

［貼り付け］⇒［形式を選択して貼り付け］⇒［行列を入れ替え 値と数値の書式］ 

で，次のような表を作成する。 

D4：E16 のセル範囲，つまり 70 歳以上人口と健康食品相談件数を選択して［コピー］し，②の該当個所に

貼り付ける。次に，H4：I16 のセル範囲，つまり 70 歳以上人口と株相談件数を選択して［コピー］し，②の

該当個所に貼り付ける。また，L4：M16 のセル範囲，つまり 70歳以上人口と公社債相談件数を選択して［コ

ピー］し，②の該当個所に貼り付ける。最後に P4：Q16 のセル範囲，つまり 70歳以上人口と放送サービス相

談件数を選択して［コピー］し，②の該当個所に貼り付ける。 

 
② Webページ skyline4-ascending-per-capita-age-70over-rank50-sub-items-region.htm のフォームに，最
初は①の健康食品のコピー部分を［貼り付け］，次に株のコピー部分を，３番目に公社債のコピー部分，最後

に放送サービスのコピー部分を［貼り付け］る。なお入力データの並びは§54～§56 の分子，分母の順では

なく，分母，分子の順になっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

====  skyline4-ascending-per-capita-age-70over-rank50-sub-items-region ======= 

====   70 歳以上の商品サービス(小分類)の人口調整相談件数のうち 

====   ４項目の合成昇順スカイライン図・合成昇順相対スカイライン図 

====                 ・合成累積散布図・合成累積相対散布図【ローレンツ曲線】 

=============================================================================== 

$$u     // ユーザデータ・セクション 【第１データ群】 

----------------- 健康食品分 ---------- 

【§58 のプログラムと同じなので途中省略】 

============================================================================ 

=================== 

$$u     // ユーザデータ・セクション 【第２データ群】 

----------------- 株分 ---------- 

【§58 のプログラムと同じなので途中省略】 

============================================================================ 

=================== 

$$u     // ユーザデータ・セクション 【第３データ群】 

----------------- 公社債分 ---------- 

$c            // クロスセクションデータ属性コマンド 

0001.00,0013.00,ddd       // ケース始点,終点番号 ,★第１系列名 分母 70 歳以上人口 

               ,xxx       // 空白で同一ケース範囲,★第２系列名 分子 公社債相談件数 

$d            // データ入力指示コマンド 

ctype               // ケース毎に読むタイプ 

------- ★ユーザ文字・数値データをこの行直後にペーストする ★↓↓★ 

1783746 284  

1022796 143  

1128051 303  

途中省略 

799783 168  

1853606 408  

754978 95  

$l           // 入力変量のリスト出力コマンド 

================================= 

((B))                        // 繰り返しルーティン Bの実行 

================================================================== 

この数値部分を反転させて 
①での公社債のコピー部分を

［貼り付け］ 

ケースの数 
ここでは 13の地域 
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=========       【第１データ群】と【第２データ群】【第３データ群】の合成 

$$v     // 変量分析セクション 

$d        // 表示範囲 

all           // 全範囲 

---------------- 

$t         // 変数変換 

?f=(f/a)   // 第３群 累積分母 f を 分母合計 a で割って 第３群相対累積分母?f 

?g=(g/a)   // 第３群 １つ前までの累積分母 g  を 分母合計 a で割って 第３群 1つ前相対累積分母?g 

.......................      連結の中間に区切り欠落値@を挿入 

R=(R,@,r)     // 第１・２群比率 R と 第３群比率 r の 連結 

F=(F,@,A+f)   // 第１・２群累積分母 F と 第３群累積分母 f に 第１・２群分母合計 Aを加算して 連結 

G=(G,@,A+g)   // 第１・２群１つ前累積分母 G と 第３群１つ前累積分母 g に 第１・２群分母合計 Aを加算して 連結 

Z=(Z,@,z)     // 第１・２群累積分子 Z と 第３群累積分子 z の 連結 

V=(V,@,v)     // 第１・２群 1つ前累積分子 V と 第３群１つ前累積分子 v の 連結 

......................      連結の中間に区切り欠落値@を挿入 

?F=(?F,@,2+?f)   // 第１・２群相対累積分母?F と 第３群相対累積分母?f に 2 を加算して 連結  

?G=(?G,@,2+?g)   // 第１・２群１つ前相対累積分母?G と 第３群１つ前相対累積分母?g に 2 を加算して 連結 

....................... 

N=(N,¦,n)    // 第１・２群文字列 N と 第３群文字列 n の 連結   中間に区切り文字（*）変量¦挿入 

N,nam,:ci,N=(N,¦,n)  // 連結文字列変量 Nを文字列を示す変量名（先頭「:ci,」）に変更 

^=(s,-s*A)    // 合成累積散布図の第３群の比率の斜線 y=s*x-s*A  の右辺係数 [s,-s*A] の関数「^」 

 =pr*(R,F,Z,?F,N)    // 数値プリント 

.................. 

A=(A+a)        // 第１・２群分母合計 A と 第３群分母合計 a を加算した 第１・２・３群の分母合計 A（スカラー） 

.................. 

?n=(n)         // 合成グラフ作成用に，第３群の変量 の記号を変更 

?w=(w) 

?h=(h) 

?y=(y) 

]=(>) 

'=(^) 

$l         // 変量記号リスト 

============================================================================ 

=================== 

$$u     // ユーザデータ・セクション 【第４データ群】 

----------------- 放送サービス分 ---------- 

$c            // クロスセクションデータ属性コマンド 

0001.00,0013.00,ddd       // ケース始点,終点番号 ,★第１系列名 分母 70 歳以上人口 

               ,xxx       // 空白で同一ケース範囲,★第２系列名 分子 放送サービス相談件数 

$d            // データ入力指示コマンド 

ctype               // ケース毎に読むタイプ 

------- ★ユーザ文字・数値データをこの行直後にペーストする ★↓↓★ 

1783746 254  

1022796 114  

1128051 195  

途中省略  

799783 116  

1853606 478  

754978 167  

$l           // 入力変量のリスト出力コマンド 

================================= 

((B))                        // 繰り返しルーティン Bの実行 

================================================================== 

=========       【第１データ群】と【第２データ群】【第３データ群】【第４データ群】の合成 

$$v     // 変量分析セクション 

---------------- 

$d        // 表示範囲 

all           // 全範囲 

$t         // 変数変換 

?f=(f/a)   // 第４群 累積分母 f を 分母合計 a で割って 第４群相対累積分母?f 

?g=(g/a)   // 第４群 １つ前までの累積分母 g  を 分母合計 a で割って 第４群 1つ前相対累積分母?g 

.......................      連結の中間に区切り欠落値@を挿入 

R=(R,@,r)     // 第１～３群比率 R と 第４群比率 r の 連結 

F=(F,@,A+f)   // 第１～３群累積分母 F と 第４群累積分母 f に 第１～３群分母合計 Aを加算して 連結 

G=(G,@,A+g)   // 第１～３群１つ前累積分母 G と 第４群１つ前累積分母 g に 第１～３群分母合計 Aを加算して 連結 

Z=(Z,@,z)     // 第１～３群累積分子 Z と 第４群累積分子 z の 連結 

V=(V,@,v)     // 第１～３群 1つ前累積分子 V と 第４群１つ前累積分子 v の 連結 

......................      連結の中間に区切り欠落値@を挿入 

?F=(?F,@,3+?f)   // 第１～３群相対累積分母?F と 第４群相対累積分母?f に 3 を加算して 連結  

?G=(?G,@,3+?g)   // 第１～３群１つ前相対累積分母?G と 第４群１つ前相対累積分母?g に 3 を加算して 連結 

....................... 

ケースの数 
ここでは 13の地域 

この数値部分を反転させて 
①での放送サービスのコピー

部分を［貼り付け］ 
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③ 送信結果に対して［編集］⇒［すべて選択］して反転させ ［編集］⇒［コピー］ 
④ xcampus ビューア の ［Web 結果の貼り付け］ ボタンを クリック 
⑤ xcampus ビューア上のメニューまたはポップアップ・メニューで§54 の⑮と同じ操作により，所定の合
成昇順スカイライン図が xcampusビューア上に描出される。 

70歳以上の健康食品・株・公社債・放送サービスの４項目の地域別人口調整相談件数の昇順スカイライン図
縦軸：人口調整相談件数（10万人当たり） 棒グラフの面積：相談件数に比例

横軸：累積70歳以上人口（人）

a 北海道・東北北部（北海道、青森、岩手、秋田）
b 東北南部（宮城、山形、福島）
c 北関東（茨城、栃木、群馬）
d 南関東（埼玉、千葉、東京、神奈川）
e 甲信越（新潟、山梨、長野）
f 北陸（富山、石川、福井）
g 東海（岐阜、静岡、愛知、三重）
h 近畿（滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山）
i 山陰（鳥取、島根）
j 山陽（岡山、広島、山口）
k 四国（徳島、香川、愛媛、高知）
l 九州北部（福岡、佐賀、長崎、熊本、大分）
m 九州南部・沖縄（宮崎、鹿児島、沖縄）
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東
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畿
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四
国

健康食品の全国人口調整相談件数

公社債の全国人口調整相談件数

株の全国人口調整相談件数

健康食品 株

公社債
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ビス
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放送サービスの全国人口調整相談件

 

N=(N,¦,n)    // 第１～３群文字列 N と 第４群文字列 n の 連結   中間に区切り文字（*）変量¦挿入 

N,nam,:ci,N=(N,¦,n)  // 連結文字列変量 Nを文字列を示す変量名（先頭「:ci,」）に変更 

^=(s,-s*A)    // 合成累積散布図の第４群の比率の斜線 y=s*x-s*A  の右辺係数 [s,-s*A] の関数「^」 

 =pr*(R,F,Z,?F,N)    // 数値プリント 

$l         // 変量記号リスト 

========================== 

$$g       // グラフセクション 

$z           // ゼロ軸表示  なおゼロ軸表示を抑止するには，この行および次行の先頭に「//」を挿入 

RZW                 // 変量 R Z W のゼロ軸表示 

$g               // スケールの目盛り指示コマンド（標準 10 ポイント） 

R,001                 // 変量 Rの目盛りを細かく 1ポイントごとに 

Z,001 

W,001 

-------------------------- 

$3           // ３次元図 合成昇順スカイライン図 

R,F, ,N,<,[,],>,*    // 縦軸 R,横軸 F,奥行軸なし,個体識別 N,関数<[]>,合成用保存* 

R,G, ,N,*          // 縦軸 R,横軸 G,奥行軸なし,個体識別 N,合成用保存* 

           // 合成 昇順スカイライン図（リンク縦面描画，３次元図圧縮） 

........ 

$3            // ３次元図 合成昇順相対スカイライン図 

R,?F, ,N,<,[,],>,*    // 縦軸 R,横軸?F,奥行軸なし,個体識別 N,関数<[]>,合成用保存* 

R,?G, ,N,*          // 縦軸 R,横軸?G,奥行軸なし,個体識別 N,合成用保存* 

           // 合成 昇順相対スカイライン図（リンク縦面描画，３次元図圧縮） 

........ 

$3            // ３次元図 合成昇順累積散布図 

V,G, ,N,~,`,',^,*    // 縦軸 V,横軸 G,奥行軸なし,個体識別 N,関数~`'^,合成用保存* 

Z,F, ,N,*          // 縦軸 Z,横軸 F,奥行軸なし,個体識別 N,合成用保存* 

           // 合成 昇順累積散布図（リンク縦面描画，３次元図圧縮） 

........ 

$3            // ３次元図 合成昇順累積相対散布図【ローレンツ曲線】（バブルサイズは分子に比例） 

W,H, ,N=Y,:,*      // 縦軸 W,横軸 H,奥行軸なし,個体識別 N=バブル Y,関数:,合成用保存*  

?W,?H, ,?N=?Y,:,*  // 縦軸?W,横軸?H,奥行軸なし,個体識別?N=バブル?Y,関数:,合成用保存*  

?w,?h, ,?n=?y,:,*  // 縦軸?w,横軸?h,奥行軸なし,個体識別?n=バブル?y,関数:,合成用保存*  

w,h, ,n=y,:,*      // 縦軸 w,横軸 h,奥行軸なし,個体識別 n=バブル y,関数:,合成用保存*  

           // 合成 昇順累積相対散布図【ローレンツ曲線】（３次元図圧縮を利用） 

======================= 

$$           // 終了セクション 
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⑥ §54 の⑯～⑲と同様の操作で，70 歳以上の相談件数に関して，４項目の商品サービスの人口調整相談件
数の合成昇順スカイライン図の完成図が上図のように得られる。合成昇順スカイライン図の「健康食品」の地

域の並びと「株」「公社債」「放送サービス」の並びは異なっている。人口調整相談件数において健康食品では

南関東は一番低いが，株・公社債・放送サービスではいずれも南関東が一番高い。九州南部・沖縄は健康食品

では一番高いが，株や公社債では一番低い。 
⑦ xcampus ビューアのメニューで［ウインドウ］⇒［view1.g］を選び，上記の合成昇順スカイライン図⑤
と別のウインドウに合成昇順相対スカイライン図を描く。xcampus ビューア上のメニューまたはポップアッ
プ・メニューで［表示］⇒［次のグラフ］の操作を５回繰り返す。その後の操作は§54 の⑮と同じで，所定
の合成昇順相対スカイライン図が xcampusビューア上に描出される。 
⑧ §54の⑯～⑲と同様の操作で，健康食品・株・公社債・放送サービスの４項目の合成昇順相対スカイライ
ン図の完成図が得られる。４項目とも分母の 70 歳以上人口は同じなので，横軸の値を相対化しても昇順スカ

イライン図⑤とまったく同じ形状になる。それゆえ，合成昇順相対スカイライン図は掲載しない。 

⑨ xcampusビューアのメニューで［ウインドウ］⇒［新しいウインドウを開く］を選び，合成昇順スカイラ
イン図⑤や合成昇順相対スカイライン図⑦とは別のウインドウに，合成累積散布図を描く。メニューまたはポ

ップアップ・メニューで［表示］⇒［次のグラフ］の操作を８回繰り返す。その後の操作は§54 の⑳と同じ
で，所定の合成累積散布図が xcampusビューア上に描出される。 
⑩ §54の⑯～⑲と同様の操作を行う。完成した合成累積散布図は，次のようになる。合成累積散布図の斜線
の傾きは左側から順に，健康食品，株，公社債，放送サービスの全国人口調整相談件数に比例する。各地域の

人口調整相談件数が仮に均等とした場合は，これらの累積の散布点の軌跡は各斜線上に重なることになる。健

康食品の軌跡は斜線に最も近く，株，公社債，放送サービスの順に斜線から離れる傾向にあり，地域間の差異

が大きくなっている。 

 
70歳以上の健康食品・株・公社債・放送サービスの４項目の地域別人口調整相談件数の昇順累積散布図

縦軸：累積相談件数（件）

横軸：累積70歳以上人口（人）

a 北海道・東北北部（北海道、青森、岩手、秋田）
b 東北南部（宮城、山形、福島）
c 北関東（茨城、栃木、群馬）
d 南関東（埼玉、千葉、東京、神奈川）
e 甲信越（新潟、山梨、長野）
f 北陸（富山、石川、福井）
g 東海（岐阜、静岡、愛知、三重）
h 近畿（滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山）
i 山陰（鳥取、島根）
j 山陽（岡山、広島、山口）
k 四国（徳島、香川、愛媛、高知）
l 九州北部（福岡、佐賀、長崎、熊本、大分）
m 九州南部・沖縄（宮崎、鹿児島、沖縄）
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傾き：健康食品の全国人口調整相談件数

傾き：放送サービスの全国人口調整相談件数

傾き：株の全国人口調整相談件数
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傾き：公社債の全国人口調整相談件数

公社債

放送サー

ビス

 
⑪ xcampusビューアのメニューで［ウインドウ］⇒［新しいウインドウを開く］を選び，合成昇順スカイラ
イン図⑤や合成昇順相対スカイライン図⑦，合成累積散布図⑨とは別のウインドウに，合成累積相対散布図【ロ

ーレンツ曲線】を描く。操作は§55の○21と同じである。ただし，メニューまたはポップアップ・メニューで 
 ［表示］⇒［次のグラフ］の操作は 13回繰り返す。 
⑫ §54 の⑯～⑲と同様の操作を行う。Excel の新シート上に完成した合成累積相対散布図【ローレンツ曲線】

は，次のようになる。横軸の累積値および縦軸の累積値を，各最大値で割って相対化（基準化）した累積相対

散布図を，健康食品，株，公社債，放送サービスについて求め，合成している。 
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70歳以上の健康食品・株・公社債・放送サービスの４項目の地域別人口調整相談件数の昇順累積相対散布図【ローレンツ曲線】
縦軸：累積相対相談件数 バブルの面積：相談件数に比例

横軸：累積相対70歳以上人口

a 北海道・東北北部（北海道、青森、岩手、秋田）
b 東北南部（宮城、山形、福島）
c 北関東（茨城、栃木、群馬）
d 南関東（埼玉、千葉、東京、神奈川）
e 甲信越（新潟、山梨、長野）
f 北陸（富山、石川、福井）
g 東海（岐阜、静岡、愛知、三重）
h 近畿（滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山）
i 山陰（鳥取、島根）
j 山陽（岡山、広島、山口）
k 四国（徳島、香川、愛媛、高知）
l 九州北部（福岡、佐賀、長崎、熊本、大分）
m 九州南部・沖縄（宮崎、鹿児島、沖縄）

南
関
東

南
関
東

近
畿

近
畿

近
畿

東
海

東
海

東
海

九
州
北
部

九
州
北
部

九
州
北
部

山
陽

山
陽

山
陽

四
国

四
国 四

国

■

● 健康食品

株

公社債

九
州
南
部
・
沖
縄

九
州
南
部
・
沖
縄

九
州
南
部
・
沖
縄

北
海
道
・
東
北
北
部

北
海
道
・
東
北
北
部

北
海
道
・
東
北
北
部

放送サー

ビス
近
畿

東
海

九
州
北
部

 
原点と座標（1，1）を結ぶ斜線（45°線）の下方に湾曲した線【ローレンツ曲線】が４本描かれる。その上

の各散布点のバブルサイズは相談件数の面積比例にしている。健康食品の曲線（○マーク），株の曲線（□の

マーク），公社債の曲線（◇マーク），放送サービス（◎マーク）の順に，斜線（45°線）からは遠くに位置す

る。70 歳以上の人口調整生活相談件数で，健康食品，株，公社債，放送サービスの順に地域間差異が大きい

ことを示している。 

⑬ xcampus ビューアの［ウインドウ］⇒［num.n］で，num 数値ウインドウを最前面に出し，ジニ係数を

を調べる。あるいは③のブラウザ上の送信結果のテキストに表示される同じ結果を調べる。 
70 歳以上に関して，人口調整相談件数の地域間差異のジニ係数は，健康食品，株，公社債，放送サービス

の順に 0.145，0.214，0.234，0.306と上昇していく。放送サービスの地域間差異は，健康食品に比べて倍以
上の偏りがある。放送サービスは地上デジタル放送関連やケーブルテレビに関する相談が多く，南関東と近畿

で目立って多い。 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   ======== print of < $s or $r or $t  in $$v >==== =pr*(a,u,s,k)   【健康食品】                                                   

     sign a                u                s                k 

 variable a=@.s(d)         u=@.s(x)         s=(u/a)          ジニ係数  

    1.     21035512         12511.00     0.0005947562        0.1451853 

 

  ======== print of < $s or $r or $t  in $$v >==== =pr*(a,u,s,k)    【株】                                                    

     sign a                u                s                k 

 variable a=@.s(d)         u=@.s(x)         s=(u/a)          ジニ係数         

    1.     21035512         11636.00     0.0005531598        0.2144591 

 

  ======== print of < $s or $r or $t  in $$v >==== =pr*(a,u,s,k)    【公社債】                                                    

     sign a                u                s                k 

 variable a=@.s(d)         u=@.s(x)         s=(u/a)          ジニ係数         

    1.     21035512         7284.000     0.0003462716        0.2337986 

 

  ======== print of < $s or $r or $t  in $$v >==== =pr*(a,u,s,k)    【放送サービス】                   

     sign a                u                s                k 

 variable a=@.s(d)         u=@.s(x)         s=(u/a)          ジニ係数         

    1.     21035512         6235.000     0.0002964035        0.3059478 
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第 17章 マルチ取引の年齢別 
 

§61．マルチ取引の件数上位 30商品サービス(中分類)別の 30歳未満比率の各種 Excelグラフと
昇順スカイライン図・累積散布図・累積相対散布図 

 

「はしがき」でも述べたように，消費者庁は最近「マルチ取引」に関する注意喚起をしているので，本稿で

も急遽取り扱うことにした。 

 

PIO-NET から，2009～2012 年度のマルチ取引の消費生活相談に関して，相談件数上位 30の商品・サービス

（中分類）に限定して，年齢別に集計し Excel の表に転記する。相談件数上位 30 の商品・サービス（中分類）

について 30 歳未満比率を求め，拙著［2012］と同様の Excel の各種グラフや，§54と同様の 30 歳未満比率

の昇順スカイライン図・累積散布図・累積相対散布図を作画する。 

① 国民生活センターの PIO－NET の URL http://datafile.kokusen.go.jp/index.html にアクセスする。 

② 検索メニュー(2009～2012 年度)をクリック。 

③ 拙著［2012］第２章§4の③

と同様の［販売形態の選択画面］

ボタンをクリックして，［マルチ

取引］を選択し［項目決定］ボタ

ンをクリック。 

④ §4 の④と同様，検索メニュ

画面に［マルチ取引］が表示さる。

右下にある［検索実行］ボタンを

クリック。検索結果である件数が

下部に表示される。右下の［集計

メニューへ］をクリック。 

⑤ 集計メニュー画面で， 

「第１優先項目（縦軸）」 

⇒［商品・サービス(中分類)］

を選択。 

「第２優先項目（横軸）」 

⇒［契約当事者年齢］を選択。 

［並び替え▼］⇒［多い順］を選択。 

［打ち切り項目数▼］⇒［30］を選択。 

［集計実行］ボタンをクリック。 

⑥ 集計メニュー画面に，［商品・サービス（中分類）］別，［契約当事者年齢］別の集計表が表示される。

集計表を左マウスのドラッグ操作で反転させ，Ctrl キーを押しながら Cキーで［コピー］する。 

⑦ Excel を起動させ，⑥でコピーした集計表を Excel シートの B3 セルをクリックして［貼り付け］る。 

⑧ C1 セルに「販売購入形態=マルチ取引」，C2 セル「2009～2012 年度」を記入する。G1 セルにデータの出所

として，“データ出所：国民生活センター「消費生活相談データベース(PIO-NET)」”と記載する。G2 セルに

は作成日付を記入する。A2 セルに「相談件数上位 30 項目」と記入する。B列の右端をクリックして，B列の

幅を拡げる。B3・B4 のセルを選択し，［セルを結合して中央揃え▼］⇒［セル結合の解除］を行う。 

⑨ Excel ワークシート上で，30歳未満の消費生活相談件数を求める。L5 のセルに「=C5+D5」を入力し，その

セルの右下角にマウスポインタを合わせセル L35 までドラッグして，各商品・サービス別の 30 歳未満の件数

を求める。 

⑩ 各商品・サービス別の消費生活相談 30 歳未満比率を求める。M5 のセルに「=L5/K5*100」を入力し，その

セルの右下角にマウスポインタを合わせセル M35 までドラッグして，30歳未満比率を求める。 

⑪ Excel グラフを描くには支障はないが，xcampus のスカイライン図作成プログラムを使用する上で，桁区切

り「,」を取る必要がある。§54 の④と同様に，C5セルから L35 セルまでを選択し，右クリックの［セルの書

式設定］において，［表示形式］タブで［数値］を選び，「桁区切り（,）を使用する」のチェックを外す。 

⑫ 30 歳未満比率の小数点以下の桁数を揃えるには， M5 セルから M30 セルまでを選択し，右クリックの［セ

ルの書式設定］において，［表示形式］タブで［数値］を選び，「小数点以下の桁数」を例えば［１］にする。 

⑬ スカイライン図の散布点識別文字「a,b,c,d,e,…,A,B, …」を，A5 セルから A35 セルに記述しておく。以

上の結果，最終的に Excel シートは下記のようになる。 
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⑭ マルチ取引の件数上位 30商品サービス（中分類）別の消費生活相談の 30 歳未満比率のグラフを描くと次

のようになる。［参考グラフ：拙著［2012］§５の⑥，ｐ19］。棒グラフを右クリックして［データラベルの

追加］で，30歳未満比率の数値も表示している。 
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⑮ マルチ取引の件数上位 30商品サービス（中分類）別の消費生活相談件数合計と 30 歳未満件数のグラフを

描くと次のようになる。［参考グラフ：拙著［2012］§５の⑦，ｐ19］。 

マルチ取引の相談件数上位 30商品サービス(中分類)別・年齢別相談件数のワークシート 
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⑯ マルチ取引の件数上位 30商品サービス（中分類）別の消費生活相談件数合計を横軸に，30 歳未満比率を

縦軸に，バブルサイズを 30 歳未満相談件数とする 3-D 効果バブルグラフを描くと次のようになる。［参考グ

ラフ：拙著［2012］§14の⑧，ｐ48］。 
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⑰ マルチ取引の件数上位 30商品サービス（中分類）別・年齢別の 3-D 棒グラフを描くと次のようになる。［参

考グラフ：拙著［2012］§20の○22，ｐ73や§28 の⑲，ｐ105］。 
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他の保健衛生品

洗浄剤等

空調・冷暖房機器

他の商品

役務一般

他の教養娯楽品

移動通信サービス

役務その他
 

⑱ Excel シート⑬の年齢別の「合計」「30 歳未満」の数値部分のセル範囲 K5：L34（合計の行 35 は含めない）

を選択し［コピー］する。 

⑲ xcampus の Web ページ skyline-ascending-pyramid-sales-age-under30.htm のフォームに［貼り付け］る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

===========  skyline-ascending-pyramid-sales-age-under30  =========================== 

====== マルチ取引の件数上位 30商品サービス（中分類）別消費生活相談の 30 歳未満比率の 

======   昇順スカイライン図・昇順累積散布図・昇順累積相対散布図【ローレンツ曲線】 

===================================================================================== 

$$u     // ユーザデータ・セクション 

$c            // クロスセクションデータ属性コマンド 

0001.00,0030.00,ddd       // ケース始点,終点番号 ,★第１系列名 分母 相談件数合計 

               ,xxx       // 空白で同一ケース範囲,★第２系列名 分子 30 歳未満件数 

$d            // データ入力指示コマンド 

ctype               // ケース毎に読むタイプ 

------- ★ユーザ文字・数値データをこの行直後にペーストする ★↓↓★ 

9045  1748  

5596  1984  

2733  1010  

1906  380  

途中省略  

214  20  

210  29  

200  27  

191  34  

$l           // 入力変量のリスト出力コマンド 

====================== 

$$v     // 変量分析セクション 

$a        // 変量記号の割り当て 

d,ddd          // d 分母 

x,xxx          // x 分子 

$d        // 表示範囲 

all           // 全範囲 

---------------- 

$t         // 変数変換 

U=(100)     // ★比率の表示単位 百分率 100 10 万人当たり 100000 

q=(x/d)*U     // 比率 q 

【これ以降は§54 のプログラムと同じなので省略】 

この数値部分を反転させて 
⑪でのコピー部分を［貼り付け］ 

ケースの数 
ここでは 30の商品・サービス 

比率の表示単位は変更可 
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⑳ 送信結果に対して［編集］⇒［すべて選択］して反転させ ［編集］⇒［コピー］ 
○21  xcampus ビューア の ［Web 結果の貼り付け］ ボタンを クリック 
○22  §54の⑮～⑲と同様にして，マルチ取引の件数上位 30 商品サービス（中分類）別消費生活相談の 30 歳未
満比率昇順スカイライン図の完成図が得られる。なお今回は，すべての項目名をテキストボックス（縦書き）

で挿入している。商品サービスの項目名を Excel シートに事前に貼り付けておく。テキストボックスを挿入・

選択し，数式バーに「=」を入力し，印字（下記の例では b）に対応する項目名（この例では化粧品）を選択

し，Enter キーを押すと，テキストボックスにその項目名が表示される。 

 
 

マルチ取引の件数上位30商品サービス（中分類）別消費生活相談の30歳未満比率の昇順スカイライン図
縦軸：30歳未満比率（％） 棒グラフの面積：30歳未満相談件数に比例

横軸：累積相談件数（件）
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商品・サービス（中分類）
印字

a 健康食品

b 化粧品

c 商品一般

d 内職・副業

e 飲料

f ファンド型投資商品

g 食器・台所用品

h パソコン・パソコン関連用品

i 医療用具

j 電話機・電話機用品

k 洋装下着

l 理美容器具・用品

m 音響・映像製品

n インターネット通信サービス

o 家具・寝具

p 預貯金・証券等

q 放送・コンテンツ等

r 教室・講座

s アクセサリー

t 無限連鎖講

u デリバティブ取引

v 学習教材

w 他の保健衛生品

x 洗浄剤等

y 空調・冷暖房機器

ｚ 他の商品

A 役務一般

B 他の教養娯楽品

C 移動通信サービス

D 役務その他

マルチ取引の件数上位30商品サービス（中分類）
消費生活相談合計の30歳未満比率

 
マルチ取引で 30 歳未満比率が高くて，棒グラフの面積（30歳未満相談件数に比例）の比較的大きな項目は，

化粧品，商品一般，パソコン・パソコン関連商品，音響・映像製品，洋装下着，学習教材，アクセサリー，教

室・講座などである。 

○23  §54の⑳・○21と同様にして，マルチ取引の件数上位 30商品サービス（中分類）別消費生活相談の 30歳未

満比率昇順累積散布図の完成図が得られる。なお今回は本§の○22と同様，すべての項目名をテキストボックス

（縦書き）で付加している。図の斜線の傾きは，上位 30 商品サービス（中分類）合計の 30 歳未満比率に一致

する。すべての商品サービスの 30 歳未満比率が均等な場合には，累積の散布点の軌跡の曲線はこの斜線上に

重なることになる。商品サービスの 30 歳未満比率の項目差が大きくなれば，累積散布点の軌跡は下方に湾曲

= を入力後に 

項目名のセルをクリックして 

Enter キーを押す 

テキストボックスを挿入・選択 
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する。湾曲した軌跡の傾向が変わる変曲点は，「健康食品」の辺りと，「洋装下着」「化粧品」の辺りに確認さ

れ，30 歳未満比率でいうと 20％と 30％の辺りである。 
マルチ取引の件数上位30商品サービス（中分類）別消費生活相談の30歳未満比率の昇順累積散布図

縦軸：累積30歳未満相談件数（件）

横軸：累積相談件数（件）
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a 健康食品

b 化粧品

c 商品一般

d 内職・副業

e 飲料

f ファンド型投資商品

g 食器・台所用品

h パソコン・パソコン関連用品

i 医療用具

j 電話機・電話機用品

k 洋装下着

l 理美容器具・用品

m 音響・映像製品

n インターネット通信サービス

o 家具・寝具

p 預貯金・証券等

q 放送・コンテンツ等

r 教室・講座

s アクセサリー

t 無限連鎖講

u デリバティブ取引

v 学習教材

w 他の保健衛生品

x 洗浄剤等

y 空調・冷暖房機器

ｚ 他の商品

A 役務一般

B 他の教養娯楽品

C 移動通信サービス

D 役務その他

傾き：マルチ取引の件数上位30商品サービス（中）消費生活相談
合計の30歳未満比率

 
○24  §54の○22・○23と同様にして，マルチ取引の件数上位 30 商品サービス（中分類）別消費生活相談の 30 歳未
満比率昇順累積相対散布図（ローレンツ曲線）の完成図が得られる。なお今回は本§の○22○23と同様，すべての

項目名をテキストボックス（縦書き）で付加している。横軸の値および縦軸の値を各最大値で割って相対化（基

準化）した累積相対散布図では，原点と座標（1，1）を結ぶ斜線の下方にかなり湾曲した形状で，マルチ取引

の件数上位 30商品サービス（中分類）の散布点が並ぶ。バブルサイズ（30歳未満相談件数に面積比例）では

化粧品や健康食品が目立つ。 
マルチ取引の件数上位30商品サービス（中分類）別消費生活相談の30歳未満比率の昇順累積相対散布図【ローレンツ曲線】

縦軸：累積相対30歳未満相談件数（件）

横軸：累積相対相談件数（件）
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h パソコン・パソコン関連用品

i 医療用具

j 電話機・電話機用品

k 洋装下着

l 理美容器具・用品

m 音響・映像製品

n インターネット通信サービス

o 家具・寝具

p 預貯金・証券等

q 放送・コンテンツ等

r 教室・講座

s アクセサリー

t 無限連鎖講

u デリバティブ取引

v 学習教材

w 他の保健衛生品

x 洗浄剤等

y 空調・冷暖房機器

ｚ 他の商品

A 役務一般

B 他の教養娯楽品

C 移動通信サービス

D 役務その他

傾き：1

 
○25  §54の○24と同様にして，ジニ係数を求めると 0.268 で，マルチ取引の件数上位 30商品サービス（中分類）
の 30歳未満比率の項目間差異はかなり大きいことが分る。 
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§62．マルチ取引の件数上位 30 商品サービス(中分類)別の年齢３区分相談構成比の合計込三色
三角バブルグラフ 

 

前§61 で計測済みのマルチ取引の件数上位 30 の商品・サービス（中分類）別の年齢３区分の相談件数を用

いて，年齢３区分構成比の合計込三色三角バブルグラフを描く。 

① 拙著［2012］第２章§14 の①と同様にして，前§61 の Excel シート上に年齢３区分の相談件数，つまり「40

歳未満」「40・50 歳代」「60歳以上」の各相談件数を計測する。 

それら数値を合計行も含めて，つまりセル範囲 O5：Q35 を選択し，［コピー］する。 

   
② Webページ ternary-pyramid-sales-age3category-with-total.htm のフォームに［貼り付け］る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

=============== ternary-pyramid-sales-age3category-with-total =========== 

==== マルチ取引の件数上位 30 商品サービス（中分類）別の 

====            年齢３区分相談構成比の【合計込み】三色三角バブルグラフ  

========================================================================= 

$$u     // ユーザデータ・セクション 

$c            // クロスセクションデータ属性コマンド 

0001.00,0031.00,aa    // ケース始点,終点番号  ,第１系列変量名;単位 40 歳未満 

               ,bb    //  空白で同一ケース範囲,第２系列変量名;単位 40・50 歳代 

               ,cc    //  空白で同一ケース範囲,第３系列変量名;単位 60 歳以上 

-----------------       データ入力指示コマンド 

$d  

ctype  // ケース毎に読むタイプ 

------- ★ユーザ文字・数値データをこの行直後にペーストする ★↓↓★ 

2802  2507  3007  

2792  1555  842  

1388  541  413  

688  620  472  

355  492  697  

途中省略 

45  65  90  

60  69  57  

67  84  29  

62  61  51  

13531  9839  9860  

==================   変量分析セクション 

$$v  

$a  // 変量記号割当 

a,aa  // 40 歳未満 

b,bb  //  40・50 歳代 

c,cc  //  60 歳以上 

-----------------   

$d       //  数値出力範囲            

all                  //  全範囲 

------------------ 

この数値部分を反転させて 
①でのコピー部分を［貼り付け］ 

ケースの数 
ここでは 31 
つまり 30の商品・サービス 
及び合計の 31 

合計行も含めて［コピー］ 
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③ この後の操作は拙著［2012］第２章§15 と全く同じである。最終的に得られた【合計込】三色三角バ

ブルグラフは次のようになる。なお今回は，すべての項目名をテキストボックス（縦書き）で挿入している。

商品サービスの項目名を Excel シートに事前に貼り付けておく。テキストボックスを挿入・選択し，数式バー

に「=」を入力し，印字に対応する商品サービスの項目名を選択し，Enter キーを押すとテキストボックスに

その項目名が表示される。 

マルチ取引販売形態において合計のバブルは，40歳未満の構成比が 40.72％と高く薄緑色である。その内側

バブル（40 歳未満の相談件数に面積比例）も大きことが分る。個別の商品・サービス項目においても，緑系

のバブルが大多数である。なお，マルチ取引で「40・50 歳代」の相談件数構成比が 50％を超える項目は皆無

であり，移動通信サービスとデリバティブ取引ぐらいが目立つ程度である。「60 歳以上」の相談件数構成比が

高い項目は，規模は小さいものの赤いバブルが散見される。高齢者の関心の高い金融・健康・居住関連の，フ

ァンド型投資商品，医療用具，預貯金・証券等，家具・寝具などの項目である。§58 の電話勧誘販売の年齢

３区分相談構成比の合計込三色三角バブルグラフとの比較において，マルチ取引の合計込三色三角バブルグラ

フは年齢層が若く，散布点の分布と色彩において対照的であるといえる。 

 
マルチ取引の上位30商品サービス（中分類）別の年齢３区分「40歳未満」「40・50歳代」「60歳以上」の相談件数構成比の【合計込】三色三角バブルグラフ

外側バブルサイズ：相談件数合計 内側バブルサイズ：40歳未満相談件数合計

縦軸y(赤）：60歳以上の構成比

←横軸 ｚ(青）：40・50歳代の構成比 →横軸：ｘ（緑）：40歳未満構成比
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品
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品
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ー
ビ
ス

家
具
・
寝
具

役
務
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般

無
限
連
鎖
講

デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引

預
貯
金
・
証
券
等

他
の
保
健
衛
生
品

商品・サービス（中分類）
印字

a 健康食品

b 化粧品

c 商品一般

d 内職・副業

e 飲料

f ファンド型投資商品

g 食器・台所用品

h パソコン・パソコン関連用品

i 医療用具

j 電話機・電話機用品

k 洋装下着

l 理美容器具・用品

m 音響・映像製品

n インターネット通信サービス

o 家具・寝具

p 預貯金・証券等

q 放送・コンテンツ等

r 教室・講座

s アクセサリー

t 無限連鎖講

u デリバティブ取引

v 学習教材

w 他の保健衛生品

x 洗浄剤等

y 空調・冷暖房機器

ｚ 他の商品

A 役務一般

B 他の教養娯楽品

C 移動通信サービス

D 役務その他

合計

 
 
 
 
 

$t         // 変数変換 

$t            // 変数変換コマンド 

-------------------   ★ X,Y,Z の各変量と上記の a,b,c の入力変量とを対応させる 

Y=(c)  // 60 歳以上 

X=(a)  //  40 歳未満 

Z=(b)  //  40・50 歳代 

....... 

S=(X+Y+Z)        // 合計 S 外側バブル変量 

....... 

L=(X)           //  ★内側バブル変量として選択  40 歳未満 

....... 

x=(X/S)*100      // 40 歳未満構成比 x 

y=(Y/S)*100      // 60 歳以上構成比％ y 

z=(Z/S)*100      // 40・50 歳代構成比％ z 

【これ以降は§15 のプログラムと同じなので省略】 

変量対応関係は変更可 

内側バブル変量の変更可 
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第 18章 マルチ取引の地域別 
 

§63．マルチ取引の件数上位 30商品サービス(中分類)別の地域別人口調整相談件数の３-D棒グ
ラフ 

 

前章に引き続き，「マルチ取引」に関して分析を行う。「マルチ取引」の地域別データを取り扱う。 

 

PIO-NET から，2009～2012 年度のマルチ取引の消費生活相談に関して，相談件数上位 30の商品・サービス

（中分類）に限定して，地域別に集計し Excel の表に転記する。拙著［2012］の第９章の§37と同様の方法

で，2010 年国勢調査の地域別人口を転記し，相談件数上位 30 の商品・サービス（中分類）について各地域の

人口調整（10万人当たり）相談件数を求め，３-D棒グラフを作画する。 

① 国民生活センターの PIO－NET の URL http://datafile.kokusen.go.jp/index.html にアクセスする。 

② 検索メニュー(2009～2012 年度)をクリック。 

③ 拙著［2012］第２章§4の③と同様の［販売形態の選択画面］ボタンをクリックして，［マルチ取引］を

選択し［項目決定］ボタンをクリック。 

④ §4の④と同様，検索メニュ画面に［マルチ取引］が表示さる。右下にある［検索実行］ボタンをクリッ

ク。検索結果である件数が下部に表示される。右下の［集計メニューへ］をクリック。 

⑤ 集計メニュー画面で， 

「第１優先項目（縦軸）」⇒［商品・サービス(中分類)］を選択。 

「第２優先項目（横軸）」⇒［契約当事者 地域］を選択。 

［並び替え▼］⇒［多い順］を選択。 

［打ち切り項目数▼］⇒［30］を選択。 

［集計実行］ボタンをクリック。 

⑥ 集計メニュー画面に，［商品・サービス（中分類）］別，［契約当事者 地域］別の集計表が表示される。

集計表を左マウスのドラッグ操作で反転させ，Ctrl キーを押しながら Cキーで［コピー］する。 

 
⑦ Excel を起動させ，⑥でコピーした集計表を Excel シートの B3 セルをクリックして［貼り付け］る。 

⑧ C1 セルに「販売購入形態=マルチ取引」，C2 セル「2009～2012 年度」を記入する。G1 セルにデータの出所

として，“データ出所：国民生活センター「消費生活相談データベース(PIO-NET)」”と記載する。G2 セルに

は作成日付を記入する。A2 セルに「相談件数上位 30 項目」と記入する。B列の右端をクリックして，B列の

幅を拡げる。B3・B4 のセルを選択し，［セルを結合して中央揃え▼］⇒［セル結合の解除］を行う。 

⑨ Excel グラフを描くには支障はないが，xcampus のプログラムで使用する場合には，桁区切り「,」を取る

必要がある。§54の④と同様に，C5 セルから Q35 セルまでを選択し，右クリックの［セルの書式設定］にお

いて，［表示形式］タブで［数値］を選び，「桁区切り（,）を使用する」のチェックを外す。。 

⑩ xcampus の作図に備えて散布点識別文字「a,b,c,d,…,A,B, …」を，A5セルから A35 セルに記述しておく。 

⑪ 拙著[2012] 第８章の§31の②の国勢調査データの Excel シートの各地域の「人口総数」の D7:D19 の範

囲を［コピー］し，上記ワークシートの C40 をクリックして， 

［貼り付け▼］⇒［形式を選択して貼り付け］⇒［行列を入れ替える］ 

で貼り付ける。同じく国勢調査のシートの全国「人口総数」（D20 セル）を［コピー］して，新シートの Q40

に貼り付ける。 
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⑫ 人口調整（10万人当たり）相談件数の表を，新シートの下部に作成するに当たり，商品サービス(中分類)

別・地域別の相談件数の元の表の行 3：行 35を［コピー］して，A43 をクリックして［貼り付け］る。その後

で，相談件数の数値の各セルを，人口 10 万人当たりの相談件数の計算式に置き換えていく。例えば C45 のセ

ルは，「=C5/C$40*100000」となる。C列（北海道・東北北部地域）に関して，相談件数(C5)を，その地域の

人口総数（C$40）で割り，10万人当たりとするために，100000 を掛けている。各列の計算では，商品サービ

スの行が変更しても，分母であるその地域の人口総数は 40行目のセルの値を常に使用するので，「C$40」と

いうように，40 の前に「$」を付している。D45 セルから O45 セルまで同様の算式を記述するか，または C45

セルの枠の右下角にマウスポインタを合わせ O45 セルまでドラッグする。P列は地域に関する「その他・無回

答」なので，空白のままにする。Q45 セルの全国合計も地域セルと同様の計算式「=Q5/Q$40*100000」を入力

する。行 45 の各セルについての計算式の入力の後，C45:Q45 のセルを選択して，選択範囲の枠の右下角にマ

ウスポインタを合わせ行 75 までドラッグすると，全商品サービスおよび合計行の地域別の人口調整（10万人

当たり）相談件数が連続して計測される。以上の結果，Excel シートは下記のようになる。なお，人口調整相

談件数の数値のセルの書式設定は，小数点以下 2桁の表示にしている。 

 

 

 
 

マルチ取引の件数上位 30商品サービス(中分類)別・地域別の相談件数・人口調整相談件数 

販売購入形態=マルチ取引 データ出所：国民生活センター「消費生活相談データベース(PIO-NET)」
相談件数上位30項目 2009～2012年度 2012年6月22日現在

商品・サービス（中分類）

印字 北海道・東北北部（北海道、青森、岩手、秋田）東北南部（宮城、山形、福島）北関東（茨城、栃木、群馬）南関東（埼玉、千葉、東京、神奈川）甲信越（新潟、山梨、長野）北陸（富山、石川、福井）東海（岐阜、静岡、愛知、三重）近畿（滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山）山陰（鳥取、島根）山陽（岡山、広島、山口）四国（徳島、香川、愛媛、高知）九州北部（福岡、佐賀、長崎、熊本、大分）九州南部・沖縄（宮崎、鹿児島、沖縄）その他・無回答合計

a 健康食品 581 410 453 2137 354 273 936 1227 148 511 302 1093 494 242 9161

b 化粧品 287 174 220 1339 186 186 547 1125 60 354 174 648 227 145 5672

c 商品一般 105 143 108 652 110 89 218 443 61 181 93 293 136 138 2770

d 内職・副業 90 76 91 308 70 136 189 343 43 120 143 239 51 23 1922

e 飲料 67 114 90 462 90 61 203 193 30 109 42 163 65 50 1739

f ファンド型投資商品 126 70 68 240 74 64 152 146 45 119 95 196 144 20 1559

g 食器・台所用品 73 46 77 318 53 42 146 288 24 93 75 168 94 39 1536

h パソコン・パソコン関連用品59 18 49 404 41 26 127 280 51 87 57 121 90 21 1431

i 医療用具 91 62 59 157 41 39 139 130 19 83 37 108 102 17 1084

j 電話機・電話機用品 29 8 16 120 23 22 67 322 29 66 101 161 39 16 1019

k 理美容器具・用品 95 24 27 158 28 44 156 182 23 83 33 83 48 23 1007

l 洋装下着 86 32 68 155 78 42 147 145 7 60 35 91 41 12 999

m 音響・映像製品 42 47 20 233 14 91 87 152 13 50 43 72 50 10 924

n インターネット通信サービス63 25 8 55 23 44 90 97 24 21 18 79 45 14 606

o 家具・寝具 41 35 26 100 19 33 56 60 10 46 10 84 13 19 552

p 預貯金・証券等 46 69 14 68 35 10 28 44 5 41 18 67 35 5 485

q 教室・講座 15 15 15 147 8 13 60 61 2 15 1 48 4 9 413

r 放送・コンテンツ等 15 6 12 88 4 21 18 85 3 30 10 51 56 10 409

s アクセサリー 23 48 7 51 16 9 78 52 5 36 9 45 7 7 393

t 無限連鎖講 25 23 12 45 11 3 22 52 5 34 8 90 45 9 384

u デリバティブ取引 16 14 25 61 22 7 45 42 12 28 35 43 15 11 376

v 学習教材 8 2 9 160 3 26 5 56 0 9 1 8 4 6 297

w 他の保健衛生品 8 7 4 35 8 13 33 49 14 24 28 21 18 10 272

x 洗浄剤等 13 5 9 99 2 7 27 40 7 10 5 18 7 11 260

y 空調・冷暖房機器 8 5 6 38 3 8 19 42 6 22 44 19 5 5 230

ｚ 役務一般 12 26 12 34 8 6 14 22 6 13 10 30 22 5 220

A 他の商品 8 6 7 21 3 50 38 32 1 23 13 13 3 0 218

B 他の教養娯楽品 15 4 1 28 10 2 15 43 4 34 3 36 16 2 213

C 移動通信サービス 22 8 17 35 4 6 10 29 3 11 6 27 16 6 200

D 役務その他 9 3 6 34 1 4 20 26 1 13 3 34 40 3 197

E 合計 2078 1525 1536 7782 1342 1377 3692 5808 661 2326 1452 4149 1932 888 36548

平成22年国勢調査人口等基本集計（総務省統計局）
第3-1表　年齢(各歳)，男女別人口，年齢別割合，平均年齢及び年齢中位数(総数及び日本人) － 全国※，都道府県※ 
地域別・年齢別のExcelファイル（population-age-region-2010.xls）より

人口総数 9295902 5546153 6985521 35618564 5389974 3069349 15111223 20903173 1306064 6257364 3977282 10362490 4234293 128057352

人口調整（10万人当たり）相談件数

商品・サービス（中分類）

印字 北海道・東北北部（北海道、青森、岩手、秋田）東北南部（宮城、山形、福島）北関東（茨城、栃木、群馬）南関東（埼玉、千葉、東京、神奈川）甲信越（新潟、山梨、長野）北陸（富山、石川、福井）東海（岐阜、静岡、愛知、三重）近畿（滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山）山陰（鳥取、島根）山陽（岡山、広島、山口）四国（徳島、香川、愛媛、高知）九州北部（福岡、佐賀、長崎、熊本、大分）九州南部・沖縄（宮崎、鹿児島、沖縄）その他・無回答合計

a 健康食品 6.25 7.39 6.48 6.00 6.57 8.89 6.19 5.87 11.33 8.17 7.59 10.55 11.67 7.15

b 化粧品 3.09 3.14 3.15 3.76 3.45 6.06 3.62 5.38 4.59 5.66 4.37 6.25 5.36 4.43

c 商品一般 1.13 2.58 1.55 1.83 2.04 2.90 1.44 2.12 4.67 2.89 2.34 2.83 3.21 2.16

d 内職・副業 0.97 1.37 1.30 0.86 1.30 4.43 1.25 1.64 3.29 1.92 3.60 2.31 1.20 1.50

e 飲料 0.72 2.06 1.29 1.30 1.67 1.99 1.34 0.92 2.30 1.74 1.06 1.57 1.54 1.36

f ファンド型投資商品 1.36 1.26 0.97 0.67 1.37 2.09 1.01 0.70 3.45 1.90 2.39 1.89 3.40 1.22

g 食器・台所用品 0.79 0.83 1.10 0.89 0.98 1.37 0.97 1.38 1.84 1.49 1.89 1.62 2.22 1.20

h パソコン・パソコン関連用品0.63 0.32 0.70 1.13 0.76 0.85 0.84 1.34 3.90 1.39 1.43 1.17 2.13 1.12

i 医療用具 0.98 1.12 0.84 0.44 0.76 1.27 0.92 0.62 1.45 1.33 0.93 1.04 2.41 0.85

j 電話機・電話機用品 0.31 0.14 0.23 0.34 0.43 0.72 0.44 1.54 2.22 1.05 2.54 1.55 0.92 0.80

k 理美容器具・用品 1.02 0.43 0.39 0.44 0.52 1.43 1.03 0.87 1.76 1.33 0.83 0.80 1.13 0.79

l 洋装下着 0.93 0.58 0.97 0.44 1.45 1.37 0.97 0.69 0.54 0.96 0.88 0.88 0.97 0.78

m 音響・映像製品 0.45 0.85 0.29 0.65 0.26 2.96 0.58 0.73 1.00 0.80 1.08 0.69 1.18 0.72

n インターネット通信サービス0.68 0.45 0.11 0.15 0.43 1.43 0.60 0.46 1.84 0.34 0.45 0.76 1.06 0.47

o 家具・寝具 0.44 0.63 0.37 0.28 0.35 1.08 0.37 0.29 0.77 0.74 0.25 0.81 0.31 0.43

p 預貯金・証券等 0.49 1.24 0.20 0.19 0.65 0.33 0.19 0.21 0.38 0.66 0.45 0.65 0.83 0.38

q 教室・講座 0.16 0.27 0.21 0.41 0.15 0.42 0.40 0.29 0.15 0.24 0.03 0.46 0.09 0.32

r 放送・コンテンツ等 0.16 0.11 0.17 0.25 0.07 0.68 0.12 0.41 0.23 0.48 0.25 0.49 1.32 0.32

s アクセサリー 0.25 0.87 0.10 0.14 0.30 0.29 0.52 0.25 0.38 0.58 0.23 0.43 0.17 0.31

t 無限連鎖講 0.27 0.41 0.17 0.13 0.20 0.10 0.15 0.25 0.38 0.54 0.20 0.87 1.06 0.30

u デリバティブ取引 0.17 0.25 0.36 0.17 0.41 0.23 0.30 0.20 0.92 0.45 0.88 0.41 0.35 0.29

v 学習教材 0.09 0.04 0.13 0.45 0.06 0.85 0.03 0.27 0.00 0.14 0.03 0.08 0.09 0.23

w 他の保健衛生品 0.09 0.13 0.06 0.10 0.15 0.42 0.22 0.23 1.07 0.38 0.70 0.20 0.43 0.21

x 洗浄剤等 0.14 0.09 0.13 0.28 0.04 0.23 0.18 0.19 0.54 0.16 0.13 0.17 0.17 0.20

y 空調・冷暖房機器 0.09 0.09 0.09 0.11 0.06 0.26 0.13 0.20 0.46 0.35 1.11 0.18 0.12 0.18

ｚ 役務一般 0.13 0.47 0.17 0.10 0.15 0.20 0.09 0.11 0.46 0.21 0.25 0.29 0.52 0.17

A 他の商品 0.09 0.11 0.10 0.06 0.06 1.63 0.25 0.15 0.08 0.37 0.33 0.13 0.07 0.17

B 他の教養娯楽品 0.16 0.07 0.01 0.08 0.19 0.07 0.10 0.21 0.31 0.54 0.08 0.35 0.38 0.17

C 移動通信サービス 0.24 0.14 0.24 0.10 0.07 0.20 0.07 0.14 0.23 0.18 0.15 0.26 0.38 0.16

D 役務その他 0.10 0.05 0.09 0.10 0.02 0.13 0.13 0.12 0.08 0.21 0.08 0.33 0.94 0.15

E 合計 22.35 27.50 21.99 21.85 24.90 44.86 24.43 27.79 50.61 37.17 36.51 40.04 45.63 28.54

契約当事者　地域

契約当事者　地域
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⑬ Excel シートの B44：Q74 をマウスでドラッグして選択して反転させる。合計行の行 75は含めない。 

⑭ ファンクションキーF11 を押すと，別シートに横軸が商品サービス別の地域別棒グラフが表示される。 

⑮ ［グラフツールのデザインタブ］⇒［グラフの種類の変更］⇒[縦棒]⇒ ［円柱形の３-D 縦棒］ 

を選んで［OK］ボタンをクリック。 

⑯ 次に，横軸と奥行軸を入れ替えたグラフにする。 

［グラフツールのデザイン タブ］⇒［行／列の切り替え］ を行う。 

⑰ 横軸や奥行軸のラベルの間隔が空いている場合，その軸付近を右クリックして 

［軸の書式設定］⇒［軸のオプション］⇒［ラベルの間隔］⇒［間隔の単位 １］ 

横軸のラベルの配置は， 

  ［軸の書式設定］⇒［配置］ 

⇒［文字列の方向▼］⇒［縦書き］  

にしてみた。 

奥行軸のラベルの配置は， 

  ［軸の書式設定］⇒［配置］ 

⇒［文字列の方向▼］⇒［横書き］⇒［ユ

ーザ設定の角度］⇒［23°］ 

にしてみた。 

必要に応じて，軸付近を右クリックして表示さ

れる［書式設定ミニツールバー］でフォ

ントサイズを変更する。 

⑱また横軸や奥行軸の逆順表示は， 

［グラフツールのレイアウト タブ］⇒［軸▼］

⇒［主横軸］⇒［右から左方向で軸を表示］ 

［グラフツールのレイアウト タブ］⇒［軸▼］

⇒［奥行き軸］⇒［逆順で表示］ 

で行った。 

なお，［軸の書式設定］⇒［軸のオプション］⇒［軸を反転する］でも逆順表示を指示できる。 

⑲［3-D 回転］の設定を自動ではなく， 

［グラフツールのレイアウト タブ］ 

⇒［３-D回転］⇒［軸の直交］ 

で[軸の直交]に変更している。また回転の角度

を変更している。 

⑳ ［グラフツールのレイアウト タブ］ 

⇒［グラフタイトル］ 

⇒[グラフタイトルを中央揃えで重ね

て配置] 

○21  ［グラフツールのレイアウト タブ］ 

⇒［軸ラベル］⇒［主縦軸ラベル］ 

○22  以上のような操作を行って，最終的に描かれ

たグラフは次ページのようになる。 

 マルチ取引の傾向としては，人口調整(人口 10

万人当たり)相談件数は多くの商品サービスに

おいて西日本の方が高く，東日本は低い。全国

「合計」の列の棒グラフとの比較でも，西日本

の棒グラフは総じて高い。 
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§64．マルチ取引の上位 30商品サービスの地域別人口調整相談件数合計の地図状グラフ 
 

マルチ取引の件数上位 30商品サービス(中分類)の人口調整相談件数合計について地図状グラフを描く。透

明日本地図上に，棒グラフとバブルと色彩で，地域別の人口調整相談件数合計を表現する。 

① 前§63の⑫の  

 マルチ取引の件数上位 30 商品サービス(中分類)別・地域別の人口調整相談件数の EXCEL ワークシート 

をそのまま利用する。 

② 拙著［2012］第９章§35 の②では，各地域を代表する都市の都道府県庁の経度緯度を， 

「国土地理院の地図閲覧サービス（ウォッちず）」http://watchizu.gsi.go.jp/  

から入手した。それらを①のワークシートの下部に転記する。行 76に経度を，行 77に緯度を記入する。 

その下の行 78に，地図状グラフ上で地域を識別するための文字列（印字）「a,b,c,d,…,m」を記入する。ま

た，地図状グラフは，左下から九州南部・沖縄，九州北部，四国，…のように並ぶので，この逆順の印字・地

域対応関係も，行 86・行 87 に記入しておく。ワークシートの関連部分は下記のようになる。 

 

 

 
 

 
③ 別シートに拙著[2011]の§13 の④の透明日本地図（シート名 map）を，そのままコピーして貼り付ける。 

直交座標透明地図と斜交（75°）座標透明地図が含まれている。透明日本地図は国土地理院「500 万分１日

本とその周辺」（2010 年 10 月 1 日発行）を基図として独自に墨絵風に調製して作成したものである。 

④ 上記②の Excel ワークシートの C75：O77 のセル範囲をドラッグして，つまりマルチ取引の上位 30 商品サ

ービス(中分類)の人口調整相談件数合計，経度，緯度の３行の地域別データを，横方向に［コピー］する。 
⑤ Web ページ map-pyramid-sales-per-capita-total-region.htm のフォームに，④の３行の数値データを

［貼り付け］る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ケースの数 
ここでは 13の地域 

マルチ取引の件数上位 30商品サービス(中分類)別・地域別の人口調整相談件数・経度緯度のワークシート 

途中省略 

===========    map-pyramid-sales-per-capita-total-region  ======================= 

==== マルチ取引の件数上位 30 の商品サービス（中分類）の 

====   人口調整（10 万人当たり）相談件数合計の地図状グラフ 

============================================================================== 

$$u     // ユーザデータ・セクション 

$c            // クロスセクションデータ属性コマンド 

0001.00,0013.00,xxx       // ケース始点,終点番号 ,★第１系列名 人口調整相談件数合計 

               ,bbb       // 空白で同一ケース範囲,★第２系列名 経度 

               ,aaa       // 空白で同一ケース範囲,★第３系列名 緯度 

$d            // データ入力指示コマンド 

vtype               // 変量毎に読むタイプ 

------- ★ユーザ文字・数値データをこの行直後にペーストする ★↓↓★ 

22.35  27.50  21.99  21.85  24.90  44.86  24.43  27.79  50.61  37.17  36.51  40.04  45.63 

141.347  140.872  139.883  139.692  138.181  136.626  136.907  135.520 133.050 132.460 133.531  130.418  130.558  

43.064  38.269  36.565  35.689  36.651  36.595  35.180  34.686  35.472  34.397  33.560  33.607  31.560   

平成22年国勢調査人口等基本集計（総務省統計局）
第3-1表　年齢(各歳)，男女別人口，年齢別割合，平均年齢及び年齢中位数(総数及び日本人) － 全国※，都道府県※ 
地域別・年齢別のExcelファイル（population-age-region-2010.xls）より

人口総数 9295902 5546153 6985521 35618564 5389974 3069349 15111223 20903173 1306064 6257364 3977282 10362490 4234293 128057352

人口調整（10万人当たり）相談件数

商品・サービス（中分類）

印字 北海道・東北北部（北海道、青森、岩手、秋田）東北南部（宮城、山形、福島）北関東（茨城、栃木、群馬）南関東（埼玉、千葉、東京、神奈川）甲信越（新潟、山梨、長野）北陸（富山、石川、福井）東海（岐阜、静岡、愛知、三重）近畿（滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山）山陰（鳥取、島根）山陽（岡山、広島、山口）四国（徳島、香川、愛媛、高知）九州北部（福岡、佐賀、長崎、熊本、大分）九州南部・沖縄（宮崎、鹿児島、沖縄）その他・無回答合計

a 健康食品 6.25 7.39 6.48 6.00 6.57 8.89 6.19 5.87 11.33 8.17 7.59 10.55 11.67 7.15

b 化粧品 3.09 3.14 3.15 3.76 3.45 6.06 3.62 5.38 4.59 5.66 4.37 6.25 5.36 4.43

c 商品一般 1.13 2.58 1.55 1.83 2.04 2.90 1.44 2.12 4.67 2.89 2.34 2.83 3.21 2.16

d 内職・副業 0.97 1.37 1.30 0.86 1.30 4.43 1.25 1.64 3.29 1.92 3.60 2.31 1.20 1.50

e 飲料 0.72 2.06 1.29 1.30 1.67 1.99 1.34 0.92 2.30 1.74 1.06 1.57 1.54 1.36

f ファンド型投資商品 1.36 1.26 0.97 0.67 1.37 2.09 1.01 0.70 3.45 1.90 2.39 1.89 3.40 1.22

g 食器・台所用品 0.79 0.83 1.10 0.89 0.98 1.37 0.97 1.38 1.84 1.49 1.89 1.62 2.22 1.20

h パソコン・パソコン関連用品0.63 0.32 0.70 1.13 0.76 0.85 0.84 1.34 3.90 1.39 1.43 1.17 2.13 1.12

i 医療用具 0.98 1.12 0.84 0.44 0.76 1.27 0.92 0.62 1.45 1.33 0.93 1.04 2.41 0.85

j 電話機・電話機用品 0.31 0.14 0.23 0.34 0.43 0.72 0.44 1.54 2.22 1.05 2.54 1.55 0.92 0.80

k 理美容器具・用品 1.02 0.43 0.39 0.44 0.52 1.43 1.03 0.87 1.76 1.33 0.83 0.80 1.13 0.79

l 洋装下着 0.93 0.58 0.97 0.44 1.45 1.37 0.97 0.69 0.54 0.96 0.88 0.88 0.97 0.78

契約当事者　地域

y 空調・冷暖房機器 0.09 0.09 0.09 0.11 0.06 0.26 0.13 0.20 0.46 0.35 1.11 0.18 0.12 0.18

ｚ 役務一般 0.13 0.47 0.17 0.10 0.15 0.20 0.09 0.11 0.46 0.21 0.25 0.29 0.52 0.17

A 他の商品 0.09 0.11 0.10 0.06 0.06 1.63 0.25 0.15 0.08 0.37 0.33 0.13 0.07 0.17

B 他の教養娯楽品 0.16 0.07 0.01 0.08 0.19 0.07 0.10 0.21 0.31 0.54 0.08 0.35 0.38 0.17

C 移動通信サービス 0.24 0.14 0.24 0.10 0.07 0.20 0.07 0.14 0.23 0.18 0.15 0.26 0.38 0.16

D 役務その他 0.10 0.05 0.09 0.10 0.02 0.13 0.13 0.12 0.08 0.21 0.08 0.33 0.94 0.15

E 合計 22.35 27.50 21.99 21.85 24.90 44.86 24.43 27.79 50.61 37.17 36.51 40.04 45.63 28.54

経度 141.347 140.872 139.883 139.692 138.181 136.626 136.907 135.520 133.050 132.460 133.531 130.418 130.558

緯度 43.064 38.269 36.565 35.689 36.651 36.595 35.180 34.686 35.472 34.397 33.560 33.607 31.560

印字 a b c d e f g h i j k l m

緯度経度の出所：
「国土地理院の地図閲覧サービス（ウォッちず）」http://watchizu.gsi.go.jp/ 
から入手した各都道府県庁所在地の緯度・経度（10進法）
都道府県庁(緯度経度計測)所在市札幌市 仙台市 宇都宮市 東京都 長野市 金沢市 名古屋市 大阪市 松江市 広島市 高知市 福岡市 鹿児島市

地図状グラフ添付用の印字地域対応表

九州南部・沖縄（宮崎、鹿児島、沖縄）九州北部（福岡、佐賀、長崎、熊本、大分）四国（徳島、香川、愛媛、高知）山陽（岡山、広島、山口）山陰（鳥取、島根）近畿（滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山）東海（岐阜、静岡、愛知、三重）北陸（富山、石川、福井）甲信越（新潟、山梨、長野）南関東（埼玉、千葉、東京、神奈川）北関東（茨城、栃木、群馬）東北南部（宮城、山形、福島）北海道・東北北部（北海道、青森、岩手、秋田）　

印字 m l k j i h g f e d c b a

ケースの数 
ここでは 13の地域 

この数値部分を反転させて 
④でのコピー部分を［貼り付け］ 
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 このプログラムの中のユーザデータセクション（$$u）のデータ入力指示コマンド（$d）のパラメータは，
「ctype」ではなく「vtype」にしている。②の Excelの表の横方向のケースの並びを利用するからである。 
⑥ 送信結果に対してマウス右クリックで［すべて選択］して 反転させ，マウス右クリック［コピー］ 
⑦ xcampus ビューア の   ［Web 結果の貼り付け］ ボタン をクリック 
⑧ xcampusビューア上のメニューまたはポップアップ・メニューで 
［表示］⇒［次のグラフ］の操作を２回繰り返す。 
［修飾］⇒［散布点の表現］⇒［点識別・垂線］ 
［修飾］⇒［３次元垂線の太さ］⇒［２倍］ 
を選択すると地図状の棒グラフが描画される。 
さらに棒グラフの頂点の散布点にマークをつけるには 
［修飾］⇒［３次元散布点マーク］⇒［表示○□◇順］ 
人口調整相談件数（縦軸）の高さ別に散布点を配色するには 
［修飾］⇒［３次元散布点の塗りつぶし色］⇒［色直線 R（縦＋）G(縦－)B（max）］ 
また散布点の輪郭サイズを変化させるには 
［修飾］⇒［３次元散布点の輪郭サイズ］⇒［1.5倍の輪郭］/［2倍の輪郭］/［半分の輪郭］ 

 散布点の輪郭サイズは標準の面積比例である。なお，直径比例にして差異を強調するには 
（参考）［修飾］⇒［３次元散布点の輪郭サイズ］⇒［バブル変量比例］⇒［線形比例］ 

散布点の重なりがある場合に，透過処理を行うには 

［修飾］⇒［３次元散布点の塗りつぶし色］⇒［塗りつぶし色の透過処理］⇒［透過させる］ 
以上の操作でマルチ取引の上位 30 商品サービス(中分類)の人口調整相談件数合計を地域別に棒グラフの高

さとバブルサイズと色彩で表現するグラフが描かれる。 
⑨ xcampus ビューア上の地図状グラフを［コピー］し，③の Excel ファイルの別シート(Sheet2)に［貼り付

け］る。次に，集計シート(Sheet1)の逆順の印字・地域対応部分の B86 セルからＯ87 セルまでを選択， 

［コピー▼］⇒［図としてコピー］⇒［図のコピーダイアログで OK］し，別シート(Sheet2)の地図状グラフ

上に［貼り付け］る。Excel から転記した印字・地域対応図は，背景が透明なので，§54の⑯と同様に 

対応図を右クリックして，あるいは［図ツール 書式タブ］⇒［図のスタイル 右下↘］で 

［図の書式設定タブ］⇒［塗りつぶし］⇒［塗りつぶし（単色）］⇒［色▼］⇒［色］を指示する。 

ケースの数 
ここでは 12の食品 

====================== 

$$v     // 変量分析セクション 

$a        // 変量記号の割り当て 

x,xxx       // 人口調整相談件数合計 

b,bbb       // 経度 

a,aaa       // 緯度 

---------------- 

$d        // 表示範囲 

all           // 全範囲 

---------------- 

$t         // 変数変換 

P=:ci(a)      // 個体識別文字列 P作成 

 =pr*(x,b,a,P)   // 数値プリント 

.................... 

A=(29,44)            // 日本の南西部隅と北東部隅の緯度 

B=(127,144)          // 日本の南西部隅と北東部隅の経度 

........   // 日本の南西部隅と北東部隅の値として 最小値の 8割の数値設定 

L=min(x)         //     最小値 

M=(L,0)          //         最小値とゼロ のベクトル 

N=max(M)         //     最小値が負の場合は ゼロを選択 

N=(N*0.8)        //     正の最小値の 8割 0.8 は 1.0 ～ 0.の任意の値に設定可能（垂線の足の下限に影響） 

C=(N,N)          //    日本の南西部隅と北東部隅の値として 最小値の 8割（負の場合はゼロ）を設定 

Q=:ci(A)**              // 日本の南西部隅と北東部隅の識別文字として *設定 

=============== 

$$g           // グラフセクション 

$g               // スケールの目盛り指示コマンド（標準 10 ポイント） 

x,002                 // 変量 xの目盛りを細かく 2ポイントごとに 

------------  地図状グラフ ------------------------------------- 

$3 

x,b,a,P=x,*        // 縦軸 x,横軸 b,奥行軸 a,個体識別 P=バブル変量 x,合成用保存* 

C,B,A,Q,*          // 縦軸 C,横軸 B,奥行軸 A,個体識別 Q,合成用保存* 

           // 合成 人口調整相談件数合計の地図状グラフ 

======================= 

$$           // 終了セクション 

0.8 は 1～0の任意の数値に変更可 
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⑩ ③の Excel ファイルの「map」シート上の斜交座標透明日本地図を［コピー］して，別シート(Sheet2)の地

図状グラフ上に［貼り付け］る。操作途中で透明日本地図の方が背面に隠れるような場合には，地図状グラフ

を右クリックして［最背面に移動］を選択する。透明日本地図を上下や左右に拡大縮小し，位置を移動させて

地図状グラフにほぼ合致するように調整する。 

⑪ 図のタイトルを 1行目に記載したり，地図状グラフの軸やバブルサイズの説明を 2行目や図の真下の行に

記載する。さらには，［挿入］タブ⇒［図形▼］⇒［吹き出し］ で地図状グラフ上に吹き出しを適宜記述する。 

 また，［表示］タブ⇒［☑枠線］ のチェックを外して，各セルを区別している枠線を消す。 

⑫ 別シート(Sheet2)の地図状グラフに付随して挿入した図やテキストすべて含めて 1 枚の図としてコピーし，

Word や PowerPoint に貼り付ける。そのシートの A1 セルをクリックし，Shift キーを押しながら，すべての図

やテキストが含まれるような右下のセルをクリックして，1枚の図にすべき範囲を選択する。 

 ［ホーム］タブ⇒［コピー▼］⇒［図としてコピー］⇒［図のコピーダイアログで OK］ 

⑬ Word 上で［ホーム］タブ⇒［貼り付け］で，次ページのように修飾されたマルチ取引の上位 30商品サー

ビスの人口調整相談件数合計の地図状グラフが得られる。 

九州，山陰，北陸の各地域は，マルチ取引の人口調整（10 万人当たり）相談件数合計が 40 件を超えていて

赤紫のバブルで垂線の長さも長い。近畿，東海，甲信越，関東，東北，北海道の各地域は人口調整（10万人

当たり）相談件数合計は 20 件台で水色のバブルで垂線の長さも短い。 
マルチ取引の上位30商品サービス(中分類)の人口調整相談件数合計の地図状グラフ

縦軸：人口調整相談件数合計 バブルの面積：人口調整相談件数合計 奥行軸：緯度

横軸：経度

南関東（d)
東海（g)

近畿（h)

九州南部・沖縄（宮崎、鹿児島、沖縄）九州北部（福岡、佐賀、長崎、熊本、大分）四国（徳島、香川、愛媛、高知）山陽（岡山、広島、山口）山陰（鳥取、島根）近畿（滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山）東海（岐阜、静岡、愛知、三重）北陸（富山、石川、福井）甲信越（新潟、山梨、長野）南関東（埼玉、千葉、東京、神奈川）北関東（茨城、栃木、群馬）東北南部（宮城、山形、福島）北海道・東北北部（北海道、青森、岩手、秋田）

印字 m l k j i h g f e d c b a

山陰（i)

北陸（f)

九州南部・

沖縄（m)

 
 
⑭ xcampusビューア上の⑧の続きで 
［奥行軸］⇒［圧縮］⇒［0％］ 

を選択すると経度の順に並んだバブル棒グラフが描画される。なお，この操作を元に戻すには 
［奥行軸］⇒［圧縮］⇒［圧縮伸張解除］ 

⑮ ③の Excel ファイルの別シート(Sheet3)上で，⑨～⑫と同様の操作を行い，圧縮地図状グラフの修飾を完
成させ，それを［図としてコピー］する。ただし⑩の「map」シート上の地図は斜交座標透明地図ではなく直

交座標透明日本地図を［コピー］して［貼り付け］る。透明日本地図をサイズと位置の調整だけではなく，地

図状グラフよりも透明日本地図の方が大きくなる場合には，透明日本地図をクリックして，  

 ［図ツール 書式タブ］⇒［トリミング］  

で透明日本地図の一部をトリミングする必要が出てくるかもしれない。 

⑯ Word 上で［ホーム］タブ⇒［貼り付け］で，次ページ後段のようにマルチ取引の上位 30 商品サービスの

人口調整相談件数合計の修飾された圧縮地図状グラフを得る。北陸と西日本の人口調整相談件数合計が多く，

マルチ取引の相談件数は西高東低である。 
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マルチ取引の上位30商品サービス(中分類)の人口調整相談件数合計の地図状グラフ(緯度圧縮）
縦軸：人口調整相談件数合計 バブルの面積：人口調整相談件数合計 奥行軸：緯度

横軸：経度

南関東（d)

東海（g)

近畿（h)

九州南部・沖縄（宮崎、鹿児島、沖縄）九州北部（福岡、佐賀、長崎、熊本、大分）四国（徳島、香川、愛媛、高知）山陽（岡山、広島、山口）山陰（鳥取、島根）近畿（滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山）東海（岐阜、静岡、愛知、三重）北陸（富山、石川、福井）甲信越（新潟、山梨、長野）南関東（埼玉、千葉、東京、神奈川）北関東（茨城、栃木、群馬）東北南部（宮城、山形、福島）北海道・東北北部（北海道、青森、岩手、秋田）

印字 m l k j i h g f e d c b a

山陰（i)

北陸（f)

九州南部・

沖縄（m)
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§65．マルチ取引の上位 30 商品サービス(中分類)別の人口調整相談件数の３地域の全国比スカ
イライン図 

 

マルチ取引の件数上位 30商品サービス(中分類)別・地域別の人口調整相談件数のデータを使って，３地域

の人口調整相談件数の対全国比の合成スカイライン図と合成バブル扇形散布図を描く。 

 なおスカイライン図作成には，比率の分母と分子が必要であり，分母（全国の人口調整相談件数）と分子（各

地域の人口調整相談件数）を入手して，各地域の対全国比はその分母と分子から算出する。 

① §63 の⑫の Excel ワークシート上の，３地域，今回は南関東の列 F，近畿の列 J，九州北部の列 N，全国(合

計)の列 Qの人口調整相談件数の数値を利用する。他地域の諸列を選択し，右クリックで［非表示］とする。

セル範囲 F45:Q74 を選択して反転させ，右クリックで［コピー］する。合計行（行 75）は含めない。なお本

§の作業終了後は，［非表示］とした列の両隣の列を選択して右クリックで［再表示］して元に戻しておく。 

② xcampus の Web ページ skylineRATIO3-per-capita-age-70over-rank50-items-3region.htm のフォームに

［貼り付け］る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

==== マルチ取引の件数上位 30 の商品サービス（中分類）の 

====  人口調整相談件数対全国比の３地域の合成スカイライン図・バブル扇形散布図  

========================================================================== 

$$u     // ユーザデータ・セクション 

$c            // クロスセクションデータ属性コマンド 

0001.00,0030.00,uuu       // ケース始点,終点番号 ,★第１系列名  地域１人口調整相談件数 

               ,vvv       // 空白で同一ケース範囲,★第２系列名 地域２人口調整相談件数 

               ,www       // ケース始点,終点番号 ,★第３系列名 地域３人口調整相談件数 

               ,YYY       // 空白で同一ケース範囲,★第４系列名 全国人口調整相談件数 

$d            // データ入力指示コマンド 

ctype               // ケース毎に読むタイプ． 

------- ★ユーザ文字・数値データをこの行直後にペーストする ★↓↓★ 

6.00  5.87  10.55  7.15  

3.76  5.38  6.25  4.43  

1.83  2.12  2.83  2.16  

0.86  1.64  2.31  1.50  

1.30  0.92  1.57  1.36 

途中省略 

0.10  0.11  0.29  0.17  

0.06  0.15  0.13  0.17  

0.08  0.21  0.35  0.17  

0.10  0.14  0.26  0.16  

0.10  0.12  0.33  0.15   

====================== 

$$v     // 変量分析セクション 

$a        // 変量記号の割り当て 

u,uuu         //   地域１人口調整相談件数 

v,vvv         //   地域２人口調整相談件数 

w,www         //   地域３人口調整相談件数 

Y,YYY         //   全国人口調整相談件数 

$d        // 表示範囲 

all           // 全範囲 

---------------- 

$t         // 変数変換 

k=(u/Y*100)     //  地域１の人口調整相談件数対全国比 ％ 

l=(v/Y*100)     //  地域２の人口調整相談件数対全国比 ％ 

m=(w/Y*100)     //  地域３の人口調整相談件数対全国比 ％ 

................... 

p=:ci(u)      // 個体識別文字列 p作成 

 =pr*(u,v,w,Y,k,l,m,p)    // 数値プリント 

.................... 

i=@.a(Y)   // 全国人口調整相談件数 Yの項目別の平均値@.a のスカラーi（区切りに利用） 

I=:ci(i)*  // スカラーiに文字 "*" の文字列変量 I 作成（スカイライン区切りに利用） 

?Y=(Y,i,Y,i,Y)   // 全国人口調整相談件数 地域１分 Y＋スカラーi＋地域２分 Y＋スカラーi＋地域３分 Y の連結変量？Y 

?K=(k,0,l,0,m)   // 対全国比    地域１分 k＋数値 0＋地域２分 l＋数値 0＋地域３分 m の連結変量?K 

?P=(p,I,p,I,p)   // 文字列変量  地域１分 p＋文字列 I＋地域２分 p＋文字列 I＋地域３分 p の連結変量?P 

q=cum(?Y)      // 分母変量?Y の累和 q<i>=?Y<1>+?Y<2>+...+?Y<i-1>+?Y<i> 

r=(q-?Y)       // 直前までの累和   r<i>=?Y<1>+?Y<2>+...+?Y<i-1>     =q<i>-?Y<i> 

....................  

h=(100)     //  h 対全国比 100％   

.=(0,h)     // スカイライン図上の対全国比 100％の横線 y=0*x+h の右辺係数の関数「.」 

+=(h/100,0) // 扇形散布図上の対全国比( h％ / 100)斜線 y=(h/100)*x+0 の右辺係数の関数「+」 

z=(0*u)     // すべてゼロの数値の変量 zを作成（扇形散布図の原点に利用） 

---------------- 

この数値部分を反転させて 
①でのコピー部分を［貼り付け］ 

ケースの数，ここでは

30の商品・サービス 
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③ 送信結果に対してマウス右クリックで［すべて選択］して 反転させ，マウス右クリック［コピー］ 
④ xcampus ビューア の  ［Web 結果の貼り付け］ ボタン をクリック 
⑤～⑧ 拙著［2012］第 11 章§46 の⑤～⑧と同様の操作で，xcampus ビューア上で３地域の人口調整相談件
数全国比スカイライン図を作成して［コピー］し，Excel ファイルの別シートに［貼り付け］て，一連の修飾

を行い，シートの一定範囲を［図としてコピー］する。 

⑨ Word 上で［ホーム］タブ⇒［貼り付け］で，次ページのように修飾された３地域の合成スカイライン図が

得られる。スカイライン図の棒グラフの幅はマルチ取引の各商品サービスの全国人口調整（10 万人当たり）

相談件数に比例し，棒グラフの面積は各地域の人口調整相談件数に比例する。棒グラフの高さは各地域の人口

調整相談件数対全国比（％）である。グラフ中央の横線は対全国比 100％の線である。南関東では全国比が 100％

を超えるのは 30 商品サービス項目中４項目に過ぎず，近畿では４割の 12項目が 100％を超え，九州北部では

実に８割超の 25 項目が全国比 100％以上である。全体としては，南関東のマルチ取引の人口当たり相談件数

は全国よりも低く，近畿は全国平均に近く，九州北部は全国を大きく上回る。次ページの合成スカイライン図

はそのことを如実に物語っている。関東では「教室・講座」「学習教材」の教育関連，近畿では「化粧品」「食

器・台所用品」「電話機・電話機用品」などが目立ち，九州北部では「健康食品」「化粧品」「内職・副業」「フ

ァンド型投資信託」「食器・台所用品」「電話機・電話機用品」「家具・寝具」「無限連鎖講」など多くの商品サ

ービスでマルチ取引の人口当たり相談件数が全国を超えている。 
⑩・⑪ 拙著［2012］§47 の⑩・⑪と同様の操作で，xcampus ビューア上で合成バブル扇形散布図を作画して

［コピー］し， Excel ファイルの別シートに［貼り付け］て，一連の修飾を行い，シートの一定範囲を［図

としてコピー］する。ただし，xcampus ビューアの最初の操作の 

［表示］⇒［次のグラフ］は９回繰り返す。 

⑫ Word 上で［ホーム］タブ⇒［貼り付け］で，次々ページのように修飾された３地域の合成バブル扇形散布

図が得られる。マルチ取引の上位 30 商品サービスに関する「各地域の人口調整（10万人当たり）相談件数」

を縦軸に，「全国の人口調整相談件数」を横軸にとり，散布点のバブル面積を「各地域の人口調整相談件数」

に比例させた【バブル扇形散布図】の３地域の合成図である。散布点と原点を結ぶリンク線の傾きは，人口調

整相談件数対全国比に比例する。30 商品サービス項目中，南関東（水色の○印）では９割弱の項目が対全国

比 100％の斜線を下回り，近畿（紫色の□印）では６割の項目がその斜線より下に位置する。逆に九州北部（ピ

ンク色の◇印）では，８割超の項目がその斜線より高い位置にあり，とりわけ健康食品，化粧品，内職副業な

どがその位置と規模において目立っている。 

 

 

 

$r         // 回帰分析 

 ,run,u=(Y)   // u を被説明（従属）変数とし，Yを説明（独立）変数とする回帰 

 ,run,v=(Y)   // v を被説明（従属）変数とし，Yを説明（独立）変数とする回帰 

 ,run,w=(Y)   // w を被説明（従属）変数とし，Yを説明（独立）変数とする回帰 

=============== 

$$g           // グラフセクション 

$d               // 表示範囲 

all                   // 全範囲 

$g               // スケールの目盛り指示コマンド（標準 10 ポイント） 

?K,001                 // 変量?K の目盛りを細かく 1ポイントごとに 

u,001 

$z               // ゼロ軸表示 

?Kuvw                 // 変量?K,u,v,w のゼロ軸表示 

$p               // プロット 

uvwY,klm                 // 変量 u v w Y,別スケールで k l m 

---------------------------------- 

$3            // ３次元図 スカイライン図【人口調整相談件数対全国比】分母：全国人口調整相談件数 

?K,q, ,?P,.,*        // 縦軸?K,横軸 q,奥行軸なし,個体識別?P,関数.,合成用保存* 

?K,r, ,?P,*          // 縦軸?K,横軸 r,奥行軸なし,個体識別?P,合成用保存* 

           // 合成 比率スカイライン図（リンク面描画，３次元図圧縮） 

........ 

$3            // ３次元図 扇形散布図 

u,Y, ,p=u,+,*      // 縦軸 u,横軸 Y,奥行軸なし,個体識別 p=バブル u,関数+,合成用保存* 【地域１・全国人口調整相談件数】 

z,z, ,p,*          // 縦軸 z,横軸 z,奥行軸なし,個体識別 p,合成用保存*       【原点】 

v,Y, ,p=v,+,*      // 縦軸 v,横軸 Y,奥行軸なし,個体識別 p=バブル v,関数+,合成用保存* 【地域２・全国人口調整相談件数】 

z,z, ,p,*          // 縦軸 z,横軸 z,奥行軸なし,個体識別 p,合成用保存*       【原点】 

w,Y, ,p=w,+,*      // 縦軸 w,横軸 Y,奥行軸なし,個体識別 p=バブル w,関数+,合成用保存* 【地域３・全国人口調整相談件数】 

           // 合成（２次元図上の散布点と原点のリンク，３次元図圧縮を利用） 

======================= 

$$           // 終了セクション 
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§66．マルチ取引の商品サービス(中分類)の人口調整相談件数のうち３項目の合成昇順スカイラ
イン図・合成累積散布図・合成累積相対散布図 

 

本§では，マルチ取引の商品サービス(中分類)の人口調整相談件数のうちの３項目，具体的には健康食品，

化粧品，内職・副業の人口調整相談件数の合成の昇順スカイライン図・昇順累積散布図・昇順累積相対散布図

【ローレンツ曲線】を描く。 

① §63 の⑫の Excel ワークシート上の，健康食品，化粧

品，内職・副業の行，および人口総数の行を［コピー］し

て，新しいシートに 

［貼り付け］⇒［形式を選択して貼り付け］ 

⇒［行列を入れ替え 値と数値の書式］ 

で，次のような表を作成する。 

D4：E16 のセル範囲，つまり人口総数と健康食品相談件

数を選択して［コピー］し，②の該当個所に貼り付ける。

次に，H4：I16 のセル範囲，つまり人口総数と化粧品相談

件数を選択して［コピー］し，②の該当個所に貼り付ける。

また，L4：M16 のセル範囲，つまり人口総数と内職・副業

相談件数を選択して［コピー］し，②の該当個所に貼り付ける。 

  
② Webページ skyline3-ascending-pyramid-sales-per-capita-region.htm のフォームに，最初は①の健康食
品のコピー部分を［貼り付け］，次に化粧品のコピー部分を，最後に内職・副業のコピー部分を［貼り付け］

る。なお入力データの並びは§54～§56 の分子，分母の順ではなく，分母，分子の順になっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

====  skyline3-ascending-pyramid-sales-per-capita-region ======= 

====   マルチ取引の商品サービス(中分類)の人口調整相談件数のうち 

====   ３項目の合成昇順スカイライン図・合成昇順相対スカイライン図 

====                 ・合成累積散布図・合成累積相対散布図【ローレンツ曲線】 

=============================================================================== 

$$u     // ユーザデータ・セクション 【第１データ群】 

----------------- 健康食品分 ---------- 

$c            // クロスセクションデータ属性コマンド 

0001.00,0013.00,ddd       // ケース始点,終点番号 ,★第１系列名 分母 人口総数 

               ,xxx       // 空白で同一ケース範囲,★第２系列名 分子 健康食品相談件数 

$d            // データ入力指示コマンド 

ctype               // ケース毎に読むタイプ 

------- ★ユーザ文字・数値データをこの行直後にペーストする ★↓↓★ 

9295902 581  

5546153 410  

6985521 453  

35618564 2137  

途中省略  

6257364 511  

3977282 302  

10362490 1093  

4234293 494  

$l           // 入力変量のリスト出力コマンド 

((B((                        // 繰り返しルーティン Bの始点 

================================================= 

$$v     // 変量分析セクション 

$a        // 変量記号の割り当て 

d,ddd          // d 分母 

x,xxx          // x 分子 

この数値部分を反転させて 
①での健康食品のコピー部分を

［貼り付け］ 

ケースの数 
ここでは 13の地域 
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③ 送信結果に対して［編集］⇒［すべて選択］して反転させ ［編集］⇒［コピー］ 
④ xcampus ビューア の ［Web 結果の貼り付け］ ボタンを クリック 

$d        // 表示範囲 

all           // 全範囲 

---------------- 

$t         // 変数変換 

U=(100000)     // ★比率の表示単位 百分率 100 10 万人当たり 100000 

q=(x/d)*U     // 比率 q 

【§56 のプログラムと同じなので途中省略】 

=============== 

))B))                        // 繰り返しルーティン Bの終点 

====================================== 

$$v     // 変量分析セクション 

$t         // 変数変換 

A=(a)         // 合成グラフ作成用に，第１群の変量 の記号を変更 

R=(r) 

【§56 のプログラムと同じなので途中省略】 

============================================================================ 

=================== 

$$u     // ユーザデータ・セクション 【第２データ群】 

----------------- 化粧品分 ---------- 

$c            // クロスセクションデータ属性コマンド 

0001.00,0013.00,ddd       // ケース始点,終点番号 ,★第１系列名 分母 人口総数 

               ,xxx       // 空白で同一ケース範囲,★第２系列名 分子 化粧品相談件数 

$d            // データ入力指示コマンド 

ctype               // ケース毎に読むタイプ 

------- ★ユーザ文字・数値データをこの行直後にペーストする ★↓↓★ 

9295902 287  

5546153 174  

6985521 220  

途中省略 

3977282 174  

10362490 648  

4234293 227  

$l           // 入力変量のリスト出力コマンド 

================================= 

 ((B))                        // 繰り返しルーティン Bの実行 

================================================================== 

=========       【第１データ群】と【第２データ群】の合成 

$$v     // 変量分析セクション 

【§56 のプログラムと同じなので途中省略】 

============================================================================ 

=================== 

$$u     // ユーザデータ・セクション 【第３データ群】 

----------------- 内職・副業分 ---------- 

$c            // クロスセクションデータ属性コマンド 

0001.00,0013.00,ddd       // ケース始点,終点番号 ,★第１系列名 分母 人口総数 

               ,xxx       // 空白で同一ケース範囲,★第２系列名 分子 内職・副業相談件数 

$d            // データ入力指示コマンド 

ctype               // ケース毎に読むタイプ 

------- ★ユーザ文字・数値データをこの行直後にペーストする ★↓↓★ 

9295902 90  

5546153 76  

6985521 91   

途中省略 

3977282 143  

10362490 239  

4234293 51  

$l           // 入力変量のリスト出力コマンド 

================================= 

((B))                        // 繰り返しルーティン Bの実行 

================================================================== 

=========       【第１データ群】と【第２データ群】【第３データ群】の合成 

$$v     // 変量分析セクション 

【§56 のプログラムと同じなので途中省略】 

========================== 

$$g       // グラフセクション 

【§56 のプログラムと同じなので途中省略】 

======================= 

$$           // 終了セクション 

ケースの数 
ここでは 13の地域 

この数値部分を反転させて 
①での化粧品のコピー部分

を［貼り付け］ 

比率の表示単位は変更可 

ケースの数 
ここでは 13の地域 

この数値部分を反転させて 
①での内職・副業のコピー部分

を［貼り付け］ 



兵庫県立大学政策科学研究所「研究資料」№245 2012年 7月                                        69 

⑤ xcampus ビューア上のメニューまたはポップアップ・メニューで§54 の⑮と同じ操作により，所定の合
成昇順スカイライン図が xcampusビューア上に描出される。 
⑥ §54の⑯～⑲と同様の操作で，マルチ取引の相談件数に関して，３項目の商品サービスの人口調整相談件
数の合成昇順スカイライン図の完成図が得られる。合成昇順スカイライン図の「健康食品」「化粧品」「内職・

副業」の地域の並びで共通部分がある。九州北部・北陸・山陰・山陽は総じて，いずれの商品サービスにおい

ても人口調整相談件数が高めである。逆に南関東，東海，北海道・東北北部，北関東，甲信越は，いずれの項

目でも低めである。 

 
マルチ取引の健康食品・化粧品・内職副業の3項目の地域別人口調整相談件数の昇順スカイライン図

縦軸：人口調整相談件数（10万人当たり） 棒グラフの面積：相談件数に比例

横軸：累積人口総数（人）

a 北海道・東北北部（北海道、青森、岩手、秋田）
b 東北南部（宮城、山形、福島）
c 北関東（茨城、栃木、群馬）
d 南関東（埼玉、千葉、東京、神奈川）
e 甲信越（新潟、山梨、長野）
f 北陸（富山、石川、福井）
g 東海（岐阜、静岡、愛知、三重）
h 近畿（滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山）
i 山陰（鳥取、島根）
j 山陽（岡山、広島、山口）
k 四国（徳島、香川、愛媛、高知）
l 九州北部（福岡、佐賀、長崎、熊本、大分）
m 九州南部・沖縄（宮崎、鹿児島、沖縄）
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陸
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⑦ xcampus ビューアのメニューで［ウインドウ］⇒［view1.g］を選び，上記の合成昇順スカイライン図⑤
と別のウインドウに合成昇順相対スカイライン図を描く。xcampus ビューア上のメニューまたはポップアッ
プ・メニューで［表示］⇒［次のグラフ］の操作を５回繰り返す。その後の操作は§54 の⑮と同じで，所定
の合成昇順相対スカイライン図が xcampusビューア上に描出される。 
⑧ §54の⑯～⑲と同様の操作で，健康食品・化粧品・内職副業の３項目の合成昇順相対スカイライン図の完
成図が得られる。３項目とも分母の人口総数は同じなので，横軸の値を相対化しても昇順スカイライン図⑤と

まったく同じ形状になる。それゆえ，合成昇順相対スカイライン図は掲載しない。 

⑨ xcampusビューアのメニューで［ウインドウ］⇒［新しいウインドウを開く］を選び，合成昇順スカイラ
イン図⑤や合成昇順相対スカイライン図⑦とは別のウインドウに，合成累積散布図を描く。メニューまたはポ

ップアップ・メニューで［表示］⇒［次のグラフ］の操作を８回繰り返す。その後の操作は§54 の⑳と同じ
で，所定の合成累積散布図が xcampusビューア上に描出される。 
⑩ §54の⑯～⑲と同様の操作を行う。完成した合成累積散布図は，次ページのようになる。合成累積散布図
の斜線の傾きは左側から順に，健康食品・化粧品・内職副業の全国人口調整相談件数に比例する。ある項目の

の人口調整相談件数が仮に全地域で均等とした場合は，その項目の軌跡は斜線に一致することになる。健康食

品・化粧品・内職副業の軌跡はいずれも斜線から或る程度離れていて，地域差が確認できる。 
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マルチ取引の健康食品・化粧品・内職副業の3項目の地域別人口調整相談件数の昇順累積散布図
縦軸：累積相談件数（件）

横軸：累積人口総数（人）

a 北海道・東北北部（北海道、青森、岩手、秋田）
b 東北南部（宮城、山形、福島）
c 北関東（茨城、栃木、群馬）
d 南関東（埼玉、千葉、東京、神奈川）
e 甲信越（新潟、山梨、長野）
f 北陸（富山、石川、福井）
g 東海（岐阜、静岡、愛知、三重）
h 近畿（滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山）
i 山陰（鳥取、島根）
j 山陽（岡山、広島、山口）
k 四国（徳島、香川、愛媛、高知）
l 九州北部（福岡、佐賀、長崎、熊本、大分）
m 九州南部・沖縄（宮崎、鹿児島、沖縄）
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⑪ xcampusビューアのメニューで［ウインドウ］⇒［新しいウインドウを開く］を選び，合成昇順スカイラ
イン図⑤や合成昇順相対スカイライン図⑦，合成累積散布図⑨とは別のウインドウに，合成累積相対散布図【ロ

ーレンツ曲線】を描く。操作は§55の○21と同じだが，［表示］⇒［次のグラフ］の操作は 12回繰り返す。 
⑫ §54 の⑯～⑲と同様の操作を行う。Excel の新シート上に完成した合成累積相対散布図【ローレンツ曲線】

は，次のようになる。 
マルチ取引の健康食品・化粧品・内職副業の3項目の地域別人口調整相談件数の昇順累積相対散布図【ローレンツ曲線】

縦軸：累積相対相談件数 バブルの面積：相談件数に比例

横軸：累積相対人口総数

a 北海道・東北北部（北海道、青森、岩手、秋田）
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l 九州北部（福岡、佐賀、長崎、熊本、大分）
m 九州南部・沖縄（宮崎、鹿児島、沖縄）
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横軸の累積値および縦軸の累積値を，各最大値で割って相対化（基準化）した累積相対散布図を，健康食品，

化粧品，内職・副業について求め，合成した図である。原点と座標（1，1）を結ぶ斜線（45°線）の下方に湾

曲した線【ローレンツ曲線】が３本描かれ，曲線上の各散布点のバブルサイズは相談件数に面積比例している。

健康食品の曲線（○マーク），化粧品の曲線（□のマーク），内職・副業の曲線（◇マーク）の順に，斜線（45°

線）から遠ざかっている。マルチ取引の人口調整生活相談件数では，健康食品，化粧品，内職・副業の順に地

域間差異が大きいことになる。 

⑬ xcampus ビューアの［ウインドウ］⇒［num.n］で，num 数値ウインドウを最前面に出し，ジニ係数を

を調べる。あるいは③のブラウザ上の送信結果のテキストに表示される同じ結果を調べる。 
マルチ取引に関して，人口調整相談件数の地域間差異のジニ係数は，健康食品は 0.109，化粧品は 0.132，

内職・副業は 0.245と次第に大きな数値になり，商品サービスによっては地域間差異は顕著になっている。 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   ======== print of < $s or $r or $t  in $$v >==== =pr*(a,u,s,k)   【健康食品】                                                   

     sign a                u                s                k 

 variable a=@.s(d)         u=@.s(x)         s=(u/a)          ジニ係数  

    1.   128057344         8919.000    0.00006964848        0.1085237 

 

  ======== print of < $s or $r or $t  in $$v >==== =pr*(a,u,s,k)    【化粧品】                                                    

     sign a                u                s                k 

 variable a=@.s(d)         u=@.s(x)         s=(u/a)          ジニ係数         

    1.   128057344         5527.000    0.00004316035        0.1321924 

 

  ======== print of < $s or $r or $t  in $$v >==== =pr*(a,u,s,k)    【内職・副業】                                                    

     sign a                u                s                k 

 variable a=@.s(d)         u=@.s(x)         s=(u/a)          ジニ係数         

    1.   128057344         1899.000    0.00001482929        0.2456911 
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付録．スカイライン図・三色三角バブルグラフ・マルチ取引ピラミッド等の立体模型 
 

スカイライン図や三色三角バブルグラフなどを理解し，PCのない環境でも手に取って折り紙のように組み

立てたり，自宅に持ち帰って机上に写真立てのように置いて消費生活相談の実情を日頃から認識するのに役立

つことを期待して，立体模型６点を考案してみた。【スカイライン図】【三要素構成比 RGB 表色】【三色三角

バブルグラフ】【マルチ取引のピラミッド】【ローレンツ曲線】【地図状グラフ】の立体模型である。なお，

立体模型の三角形の頂点にタイトルを表示するために，元の Excel ワーク―シート上のグラフのタイトル部分

を中央右寄りに移動し，短めに修正している場合がある。立体模型の各原図に記載している「実線」は山折り，

「点線」は谷折りの線である。それを参考に組み立てる。組み立て後に，ゼムクリップ２本ほどで止めること

で安定する。糊付けやセロテープで貼ってもよいが，ゼムクリップであ

れば元通りの１枚の用紙に戻せるので，保管や移動が容易である。 

① 【スカイライン図の立体模型】 例えば§61 の○22 Excel ワークシート

上のマルチ取引の件数上位 30商品サービス（中分類）別消費生活相談

の 30歳未満比率昇順スカイライン図のセル範囲を選択して［コピー▼］

⇒［図としてコピー］し，A版・B版用紙に［貼り付け］を 2回行い，

上下に振り分け，後の図を選択し［図ツール 書式］⇒［回転▼］⇒［上

下反転］させて，スカイライン図の立体模型の原紙を作成する。 

② 【三要素構成比 RGB 表色の立体模型】 三

色三角グラフの元になる三要素構成比 RGB 表

色の三次元図を理解するための立体模型であ

る15。 

③ 【三色三角バブルグラフの立体模型】例え

ば§62 の③Excel ワークシート上のマルチ取

引の件数上位 30 の商品・サービス（中分類）

別の年齢３区分構成比の合計込三色三角バブ

ルグラフのセル範囲を選択して［コピー▼］

⇒［図としてコピー］し，A4用紙に［貼り付

け］を行い，その図を選択し［図ツール 書式］ 

⇒［文字列の折り返し▼］⇒［前面］とし， 

さらに図の選択で現れる枠の上部中央の緑の 

小さい丸印をマウスで掴んで三角形内部に収 

まるように右回転させて，三色三角バブルグ 

ラフの立体模型の原紙を完成させる。 

④ 【マルチ取引のピラミッド（四角錐）の

立体模型】 マルチ取引は，例えば１人が４

人の顧客に売り，次の段階でその４人がさら

に各自４人ずつの顧客に売るようなピラミ

ッド型の連鎖を表現する立体模型である。 

⑤ 【ローレンツ曲線の立体模型】例えば，

§66の⑫のマルチ取引の健康食品・化粧品・

内職副業の地域別人口調整相談件数のロー

レンツ曲線を，コピー⇒貼り付け⇒前面⇒回

転で立体模型の原紙を完成させる。 

⑥ 【地図状グラフの立体模型】例えば§64

の⑫のマルチ取引の人口調整相談件数合計

の地図状グラフをコピー⇒貼り付け⇒前面

で立体模型の原紙を完成させる。 

各立体模型の原図は次々ページ以降に掲

載する。右の写真は立体模型群の例示である。

次ページの写真は個々の立体模型の例示である。 

                                                   
15 ②③⑤の立体模型の目的の三角形の辺の長さを，A版・B版用紙の短辺に等しくしている。④のピラミッド（四角錐）の立体

模型では二等辺三角形の斜辺の長さを用紙の長辺の1/2にしている。なお，A版・B版用紙の縦横の比は√2対１になっていて，ノ

ーベル化学賞受賞者のF.W. Ostwaldが1911年に考案したものである（江川・青木・平田［1985］のp.34など参照）。Ostwaldは

晩年，色彩研究を行っている（北畠［2006］など参照）。 
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⑤【ローレンツ曲線の
立体模型】 

①【スカイライン
図の立体模型】 

③【三色三角バブル
グラフの立体模型】 

⑥【地図状グラフの
立体模型】 

②【三要素構
成比 RGB 表色

の立体模型】 

④【マルチ取引
のピラミッド

（四角錐）の立

体模型】 
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マルチ取引の件数上位30商品サービス（中分類）別消費生活相談の30歳未満比率の昇順スカイライン図
縦軸：30歳未満比率（％） 棒グラフの面積：30歳未満相談件数に比例

横軸：累積相談件数（件）
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内側に折り込む 

三要素構成の RGB 表色の
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マルチ取引の上位30商品サービス(中分類)の人口調整相談件数合計の地図状グラフ(緯度圧縮）
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